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「故ゆえにお父様。わたくしはこの計画を実行しようと思います。許していただけますね？」

　シャロン・ルーメシアは病びよう床しようの父に向かい、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくで言い放った。

　普ふ段だんのシャロンなら、そんな威い圧あつ的てきな声こわ色いろなど絶対に出さない。まして病に侵おかされ弱り切った父が相手なら尚なお更さらだ。

　だがこれは、どんな手段を使ってでも実現させねばならない計画だった。

　なにせ、ルーメシア王国そのものの行く末を決める一大事業である。

　故に心を鬼おににして、返答しない父に向かい、シャロンはもう一度促うながした。

「お父様……いえ、陛下！」

　二人は普ふ通つうの父と娘むすめという間あいだ柄がらではいられない。このルーメシア王国の王族たる責任がある。

　だからこそシャロンは、弱り切った父に鞭むち打うつような真ま似ねをしている。全すべては国家のため、国民のため。

　王女に過ぎないシャロンには何の決定権もない。しかし国王の言げん質ちさえあれば、議会を動かすことも出来る。

　卑ひ怯きようで非情な手段と言われようが、シャロン・ルーメシアは父を責める。

「この国はこのままでは駄だ目めになってしまいます。いえ、既すでに二大超ちよう大たい国こくの顔色をうかがうだけの三流国家と化しています。これが陛下の責任とは言いません。しかし、わたくしたちは王族として、この状じよう況きようを打開する責任があります！　不安でしょう、リスクも大いにありましょう。ですがこれ以外にルーメシア王国が生き残る道は――」

「任せる」

　シャロンが語り終える前に、三十四代目の国王であるオスニエル・ルーメシアは呟つぶやいた。

　ふとすれば聞き逃のがしてしまいそうなほど短い言葉だった。が、そこに込められた意味は、あまりにも巨きよ大だいで重大である。

　その言葉を引き出そうとしていたシャロンだが、いざ耳にすると、今いま更さらのように打ち震ふるえた。

　覚かく悟ごなど四年も前に決めたはずなのに、第一歩の号令がたまらなく恐おそろしかった。

「お父様……本当に？　わたくしの聞き間ま違ちがいではないのですね？　任せると、つまりこの計画は全てわたくしに任せていただけると？」

「いや……」

　国王はそこで一呼吸おいてから、ハッキリと宣言する。

「シャロン、王権を全てくれてやる。お前は摂せつ政しようとして自分の信ずるまま、この国を導け。必要とあらば議会も無視しろ」

「――ッ!?」

　あまりのことにシャロンは言葉が出なかった。

　摂政。それはつまり、国王の全権代理人だ。そんな巨大な権力を、十七歳さいの小こ娘むすめに過ぎない自分に託たくすと言われたのだ。

「何だシャロン。さっきワシに啖たん呵かを切った迫力はどうした？　変えたいのだろう、この国を。そのために欲ほしかったのだろう、力が。ならば受け取れ。もうワシがお前にやれるものはこれしかない。既にベッドから動くことも出来ない身だからな」

　やせ細り老ふけ込んでしまった国王だが、そう語る声は驚おどろくほど力強かった。そのくせシャロンを見つめる瞳ひとみは優やさしく、巣立つ雛ひなを見送る親鳥のようだった。

「しかし、お父様。議会は国民投票によって選ばれた十七人によって運営されています。それを無視するというのは民意を無視することになるのでは……」

「民意？　十七人とも全員が貴族なのにか？」

「……」

　シャロンは沈ちん黙もくでもって肯こう定ていを表した。

　確かに、十七人の議員は全て貴族で構成されている。

　理由は二つあった。

　選挙に出るのには相応の資金が必要であり、その上、国民が政治に関心を持っていないのだ。

「世界の民主化の波に遅おくれぬようにと議会を作ってはみたが、ワシは勇み足だったらしい。どうやら民主化というのは上からではなく下から、つまり民衆自身の手によってなされないと意味がないようだな。それだけ国民がワシを信しん頼らいしてくれていると思えば嬉うれしいが……議会は口うるさいだけの掃はきだめになってしまった。お陰かげでやりにくいことこの上ない。だが、最終決定権はワシにある。故にシャロンよ。独裁しろ」

　娘に向かって何て事を言うのだろう。シャロンは父に罵ば倒とうされる覚悟でここに来たのに、逆に一層とてつもないことを命じられている。お陰で緊きん張ちようすれば良いのか呆あきれたら良いのか分からず、困こん惑わくするばかりだった。

「この国に民主制はまだ早かった。しかし独裁制は独裁制で、強力な指導者が必要だ。ワシにはもう、その指導者たる才覚も気力もない。衰おとろえた、と言うより最初からなかったのかもしれん」

「何を言うのですか、お父様……お父様は今まで、立派にルーメシア王国を統治してきました」

「その結果、お前の言う三流国家に甘あまんじている。少なくともワシには、お前ほど未来が見み渡わたせなかった。だからお前と、そしてアレックスに託すのだ。実のところ、お前とアレックスがコソコソ動き回っているのは知っていた。何をやっているのかまでは分からなかったが……さっきの話を聞いてようやく合が点てんがいったよ。痛快だな。まさか自分の娘が『トリプルキングダム』を出し抜ぬこうなどと剛ごう胆たんなことを考えていたとは。よって、勅ちよく命めいである。思うがままにしろ。どうなろうと責任は全てワシが取る」

「お父様……」

　シャロンの頬ほおを涙なみだが伝った。心底嬉しかったのだ。

　父にここまで評価されているとは知らなかった。

　まして計画に勘かんづいていながら見過ごしてくれていたなんて。

　並なみ大たい抵ていの信頼では無理な話だ。

「もし、わたくしとアレックスの計画が、ルーメシア王国に害をなすものだったら、どうするつもりだったのですか」

　シャロンは笑い、冗じよう談だんを言う。

「そんなことは有り得ないと知っていた。だから放置した。国王として怠たい慢まんだったかな」

　国王も微笑ほほえんだ。

「それは後世の歴史家たちが決めるでしょう。ですが……絶対にお父様に汚お名めいは着せません。わたくしとアレックスの暗あん躍やくを放置したその決断を、英断として語かたり継つがせてみせます」

「ああ、それは素す晴ばらしいな。お前たちが作る歴史の一ページの片かた隅すみにでも載のせてくれ。今この瞬しゆん間かんからルーメシア王国はよき時代を歩み始めたのだと、そう語り継がせてみせろ。なに、失敗したら汚名は全てワシが背せ負おってやる」

　これで計画は国王の勅命として動き出す。

　だがシャロンは、責任を全て父に押おしつけるつもりはなかった。そもそも、ベッドから動けない男が首しゆ謀ぼう者しやだったといわれても、誰だれも納なつ得とくしないだろう。

　失敗したときは自分が犠ぎ牲せいになる。それが道理のはずだ。

　しかし、そんな決意はおくびにも出さず、シャロンは父の手を取り、甘えるように言った。

「ありがとうございます、お父様。シャロンはかならずやこの国に、エンシェント・リキッドをもたらし、精せい霊れい発動機に火を灯ともしてご覧に入れます」







第一話　アレックス・ベイリアルの帰還







　ルーメシア王国は、ドレン半島にある三国のうち、最大の国土と人口を有する歴史ある国家だ。

　しかし最大とはいっても、その人口は二十万程てい度ど。そして実のところ、ドレン半島の三国を合わせても三十万に満たない。

　ちっぽけな半島の、ちっぽけな国だ。

　もっとも、特筆すべき部分がないわけではない。

　それは王室の歴史の長さだ。

　千三百年以上、すなわち中世から続く王室というのは、世界的に見ても非常に珍めずらしい。

　何せ、ほんの百年前まで続いていたアクランド帝てい国こくの植民地支配のお陰で、ほとんどの国から王室は消えてしまったのだ。

　アクランド帝国とは、世界のパワーバランスを二分する超大国の一つだ。世せ襲しゆうによって選ばれる皇こう帝ていを頂点とする専制君主国家である。百年前に同時多発した独立戦争により多くの植民地を失い、かつての勢いを失ったが、いまだ強力であることに変わりはない。

　ルーメシア王国もアクランド帝国の植民地だったが、民衆の強い支持と、その歴史に敬意を表したアクランド帝国によって、見逃されたお陰で今日まで残っている。

　ようは運が良かったの一言に尽つきるが、そもそも歴史とはそういうものだろう。歴史を動かした英えい雄ゆうは確かにいるが、ほとんどの部分は巨大な渾こん沌とんから生まれてくる。英雄ですら、全てを支配することは出来なかったはずだ。

「なら俺おれは手始めに、歴史に出てくるどの英雄よりも上にならなきゃな」

　四年ぶりに故郷の港に降り立ったアレックス・ベイリアルは、空を仰あおぎ表明した。

　誰かに聞かれたら、それこそ狂きよう人じん扱あつかいされるだろう。よくて酔よっ払ぱらいだ。

　だがアレックスは白面しらふだし、精神異常者でもない。

　極きわめて冷静に、四年前からそうなると決めていた。

　トリプルキングダムによる支配から脱だつ却きやくし、ルーメシア王国にエンシェント・リキッドをもたらす。

　それは正義であり、父の仇あだ討うちでもあった。

「お兄ちゃん。何ぼーっとしてるの？　せっかく帰ってきたんだから、もっと嬉しそうにしたら？　ほら、焼きイカの匂においだよ、焼きイカ！」

　後ろから声をかけてくるのは、妹のイブ・ベイリアルだ。

　アレックスは振ふり向き、自分たちが乗ってきた鋼鉄船を見上げ、それから妹に視線を落とした。

　両耳の上で結ゆった栗くり色いろの髪かみを揺ゆらして、イブは駆かけ寄よってくる。今年二十歳はたちになったアレックスより頭二つ分小さく、どう見ても十三かそこらだ。

　だが実際、イブはもう十五歳だった。

　可哀かわい想そうなことに、発育がとてもとても遅おそいのだ。アレックスは、妹が年相応の外見になった光景を想像できないでいる。もしかしてこれ以上成長しないのではないか。そう思うと憐あわれでならない。

　しかし、そのくせ食欲は人一倍なのだから不思議なものだ。

「結局、四年経たってもイブの食い意地の汚きたなさは治らなかったな」

「あ、お兄ちゃんってば酷ひどい。私、成長期なんだもん。食欲旺おう盛せいなのは仕方ないんだよ。だから焼きイカ、焼きイカ」

「成長期ね……まぁ、希望を持つのはいいことだ」

　イブが小さいのは身長だけではない。胸も、全体の肉付きも、顔立ちも、ありとあらゆる部分が幼い。

　イブ自身は「二十歳になるまでは大きくなる。立派なレディになる」と豪ごう語ごしているが、十五になるまで兆きざしがないのに、急に成長するものだろうか。

　猶ゆう予よは五年。それはもう、絶望的な戦いだ。それでも希望を持ち続けるイブに対し、アレックスはある意味、尊敬の念すら覚えている。

「お兄ちゃんの意地悪だって四年経っても治らなかったじゃん！　ね、ムルル」

　イブがそう言うと、彼かの女じよが背負ったリュックサックから白いトカゲが顔を出した。

　いや、それは爬は虫ちゆう類るいに近いフォルムだが、決してトカゲではなかった。なぜなら羽が生えたトカゲなどいないからだ。

　おとぎばなしに登場するドラゴンを思わせる姿。

　正しよう真しん正しよう銘めいの、精霊。

　名をムルルという。

「ムルルは俺の精霊なのに、すっかりイブに懐なついてしまったな。薄はく情じような奴やつだ」

「えー、そんなことないよ。ムルルもお兄ちゃんのこと好きだよね？」

　イブがそう問いかけると、白い精霊は頷うなずき、パタパタと飛んでアレックスの頭に座すわり込んだ。

「ぴー」

　ムルルはご満まん悦えつな様子で短く鳴いた。

　彼かれはなぜか知らないが、人の頭に乗るのが好きらしい。もっとも誰でもいいというわけではなく、心を開いた人間にしか近づかない。

　つまりアレックスは信頼されていると言うことだが、ムルルは子こ猫ねこほどの大きさがある。頭に乗られると、それなりに重い。

「やれやれ。精霊の巣になれて嬉しい限りだよ。まあ、あちこち飛び回られるよりは遥はるかにいい。精霊を連れ歩いている奴なんてルーメシアでは珍しいからな。捕つかまって売り飛ばされる可能性だってある」

「そうだよムルル。世の中には悪い人も沢たく山さんいるんだから」

「そういうイブも迷子になるなよ」

「ならないよ！　生まれ故郷だもん」

「どうだかな」

　アレックスとイブがルーメシア王国を出て、新大陸『バニスター合衆国』に渡わたったのは四年も前のことだ。その間、イブが幾いく度ど、迷子になったか数え切れない。四年間暮らした場所で迷子になるのだ。生まれ故郷だからと安心は出来ない。

「それにしても、変わらないな。ここは」

　アレックスは改めて港を見回した。

　コンクリートで固めた船着き場こそあるものの、並んでいる船は木造の帆はん船せんばかり。

　それでも、ここ『フェニッグウェン市』はルーメシア王国の首都として、そして海路の玄げん関かん口ぐちとして、ドレン半島一番の港町なのだ。

　しかし、四年間をバニスター合衆国で過ごしたアレックスにとって、故郷の光景は異様なものに見えた。

　精霊発動機が実用化されたのは百年以上も前のことだ。なのに精霊発動機で動く鋼鉄の船は、アレックスとイブが乗ってきたものだけ。その船とて、国こく籍せきはバニスター合衆国。月に一度のペースで新大陸とドレン半島を結ぶ定期連れん絡らく船せんに過ぎない。

　ルーメシア王国で常用する船は、全て中世と変わらない木造の帆船なのだ。

　そもそも今現在、精霊発動機で動く船を満足に使える国は、バニスター合衆国とアクランド帝国の二大超大国のみである。

　理由は至って単純。精霊のエネルギー源であるエンシェント・リキッドが、圧あつ倒とう的てきに不足しているからだ。

「お前らが大おお食ぐらいだからだぞ、ムルル」

「ぴ？」
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　ムルルはアレックスの頭の上から不思議そうな声を出す。

「あははー。でもリキッドが発見されたのって、たった百五十年前なんだよね」

「そうだな。今でこそ世界のパワーバランスの中心として扱あつかわれているが、その前は誰も知らなかった。偶ぐう然ぜん見つけた奴も勿もち論ろんいただろうが、それが膨ぼう大だいなエネルギーを生み出すなんて想像もしなかっただろうな」

　エンシェント・リキッド。もしくはたんにリキッドとだけ呼ばれる七色の液体が新大陸で発見されたのは、イブが言ったように約百五十年前のことだ。

　新大陸そのものは、六百年ほど前に探検家によって発見されていた。その後アクランド帝国によって植民地化され、大勢の人々が入植した。その目的は鉱物資源の採さい掘くつ、広大な土地を利用した農業、畜ちく産さんなどである。

　旧大陸にて貧しい生活を送っていた者たちは、国家と資本家たちに先導され、職を求めて新大陸に渡った。増えすぎた人口を養いきれなくなった旧大陸の口減らしと、新大陸における労働力の確保という、一石二鳥の事業だった。

「リキッドが発見されるまでの新大陸は、アクランド帝国の植民地でしかなかったんだよね」

　イブはムルルの鼻先をつつきながら、ぽつりと語る。その続きをアレックスが紡つむぐ。

「ああ、そうだな。一部の資本家を除けば、入植者たちは辛つらい生活を送っていたらしい」

　初めのうちは経済どころではなく、飢うえと病に苦しんだ。だが入植者たちの何代にもわたる努力の結果、巨大な農園が作られ、鉱山が開かい拓たくされた。造船所や鉄工所、貿易業なども盛んになり、旧大陸と遜そん色しよくのないレベルに達した。

　エンシェント・リキッドが新大陸で発見されたのは、そんなときだった。

　通説ではリキッドは、遥か太古に存在した神々の骸むくろが地中で変化した物だといわれている。もっとも、そんな神話の時代のことを確かめるすべはない。本当に神が実在したのかさえ不明なのだ。

　しかし由来はともかく、エンシェント・リキッドは確かに存在する。

　地面の割れ目から染しみ出すように溢あふれるリキッドは、初めの頃ころ、全く使い道が分からなかった。だが発見からほどなくして、歴史を変える事実が明らかになる。

　リキッドが染み出している場所に、精霊が大量に集まり始めたのだ。まるで花の蜜みつに吸い寄せられる蝶ちようのように群がる精霊を見た入植者たちは、リキッドこそが精霊のエサなのだと確信した。

　精霊そのものは、古くから知られていた。

　気まぐれに現れては、物を隠かくしたり人を脅おどかしたり、あるいは何もせずに去って行く。ようはその辺の動物と変わらぬ存在なのだが、一つだけ違ちがうのは、彼らが特とく殊しゆな能力を持っていることだった。

　何もない場所から火をおこし、雷かみなりを降ふらせ、風を操あやつる。

　精霊を怒おこらせたばかりに酷い目にあった人間の物語は、世界中どこにでもある。逆にいえば、怒らせなければ人じん畜ちく無む害がいに等しい。故に人間は、精霊を風景の一部と思うことによって上う手まく付き合ってきた。

　それがエンシェント・リキッドの発見で一変した。

　新大陸の入植者は、リキッドを精霊に与あたえることにより、飼い慣らすことに成功したのだ。大げさにいえば、天変地異を味方に付けたにも等しい成果だった。

　そこに新大陸の豊富な鉱物資源と工業力が合わさり、遂ついに精霊発動機なる物が完成する。

　精霊発動機はその名の通り、精霊が放つ膨大なエネルギーを利用した動力装置だ。

　この装置を目まの当あたりにした入植者たちは、自分たちの野望を達成できるのではないかと思い始めた。

　それ以前から新大陸はずっと、アクランド帝国から独立する機会をうかがっていた。

　なにせ、いくら働いても重税を課せられ、ほとんどを持って行かれてしまう。そのくせ参政権がないのだ。そんな状況で精霊発動機を手にした新大陸の入植者たちは、その独立精神を爆ばく発はつさせ、アクランド帝国に戦いを挑いどんだ。

「植民地の一つに過ぎなかった新大陸だが、リキッドという未み曾ぞ有うのエネルギー源を得たことにより、瞬またたく間まに本国を超こえる国力を得ていた。その結果――」

「新大陸は勝利しちゃった」

　それまで唯ゆい一いつの超大国として君臨し、世界の半分以上を植民地としていたアクランド帝国は、新大陸からの全軍撤てつ退たいという恥ち辱じよくを味わうまで、自分たちが負けたと信じることが出来なかった。いや、今現在も新大陸の人間を反乱軍と呼ぶ彼らは、この期に及およんでも信じていないかも知れない。

　かくして、新大陸に生まれた新たな国家『バニスター合衆国』から世界に広まった精霊発動機の技術により、各地の植民地で独立戦争が同時多発した。アクランド帝国の国力を以もつてしても、その全てを抑おさえることが出来なかった。

　そうやって独立した国の一つが、このルーメシア王国だ。

　ルーメシア王国は、アクランド帝国の植民地支配から脱却したことにより、独自の道を歩み始める――はずだった。

「確かに新大陸は勝利し、バニスター合衆国として華はな々ばなしく繁はん栄えいした。しかし、それ以外の元植民地はどうだ？　俺たちが旅立った四年どころの話じゃない。独立から百年。この国の工業力はほとんど進歩していない」

　それは何もルーメシア王国に限ったことではなかった。ほぼ全ての国にとって、独立戦争が工業力のピークなのだ。

　なぜなら、精霊発動機のかなめとなるリキッドを、二大超大国が独どく占せんしているからだ。アクランド帝国とバニスター合衆国。ご主人様が一人から二人に増えただけで、本質は何も変わらない。

　だからこそアレックスは過去の英雄を超えるのだ。

「イブ。俺たちがこの世界を――」

　歴史を振り返ったアレックスは、改めて決意を口にしようとした。

　が、パートナーであるはずの妹の興味は、既に別の方角へ向かい始めていた。

「ねぇお兄ちゃん！　私もう我が慢まんできない。焼きイカ買っていい？　っていうか買ってくるね！」

　それこそ電球のように目を爛らん々らんと輝かがやかせたイブは、もはや真ま面じ目めな話を出来る状態ではなかった。ただ食欲を満たすだけの食くいしん坊ぼうに過ぎない。

「……ああ、もう好きにしろ」

「わーい」

　アレックスの了りよう解かいを得たイブは、大はしゃぎで焼きイカの露ろ店てんに走っていった。

「なあ、ムルルよ。あんな食い意地はった奴が、どうして大きくなれないんだろうな。我わが妹ながら、憐れだ」

「ぴー」

　アレックスは本気で語ったが、頭の上でくつろぐムルルは、特に関心もなさそうに身じろぎするだけだった。

　そうやって港に立っているアレックスを、通り過ぎる人々は奇き異いの目で見つめる。

　精霊が珍しいのではない。探せば、精霊は世界のどこにでもいる。

　珍しいのは、精霊を飼い慣らしている人間だ。それはつまり、高価なリキッドを手に入れることが出来るという証明なのだ。

　もっとも、このルーメシア王国とて、リキッドが全く入手不能ということはない。だが、その価格は超大国との間に十倍以上もの差があった。庶しよ民みんの手が届く値段ではないし、国家機関ですら満足に備び蓄ちくできない。

　全ては、トリプルキングダムと呼ばれる三つのリキッド企き業ぎようと、その背後にいる二大超大国の政略の結果なのだ。

　――だから、いい加減、トリプルキングダムには舞ぶ台たいから降りてもらうぞ。

「お兄ちゃん、買ってきたよ！　焼きイカ、ほら、お兄ちゃんとムルルの分も買ってきた！」

　緊張感を切り裂さくイブの声が響ひびき渡った。

　ただでさえムルルのお陰で目立っているのに、そこにイブが加わると、注目度は更さらに高まる。港にいる人間の視線を全て集めているようにすら思えた。

「おい、イブ。食べながらでいいから行くぞ。そもそも俺たちは、焼きイカじゃなく、姫ひめ様さまに会いに来たんだから」

「どっちも大切。同じくらい」

「焼きイカと同列に扱われて、姫もさぞかし光栄だろうなぁ」

　確かにルーメシアの港といえば、焼きイカの露店が有名だ。秘伝のタレを塗ぬり、琥こ珀はく色いろになるまで焼き、串くしに刺さしたそれは、見ただけで口の中が涎よだれで一いつ杯ぱいになる。

「ほらほら、ムルル。あーん」

　イブが串を差し出すと、ムルルはパクッと飲み込んだ。

　一いつ般ぱん的てきに精霊は、リキッド以外を口にしないと思われている。

　だが、それは誤解だった。

　基本的に彼らは雑食だ。

　ただ、定期的にリキッドを与えなければ懐いてくれないし、特殊な能力を発揮できないというだけのこと。

「いいから、王宮に行くぞ」

「お兄ちゃんは食べないの？　食べないなら私が食べちゃうよ？」

「ああ、お前にやるよ」

「わーい！　お兄ちゃん大好き！」

　アレックスは、焼きイカ如ごときで感動に震える妹を引っ張り、港をあとにした。

　目指すはルーメシア王国の政治中ちゆう枢すうにして王族の住居、エポナ宮きゆう殿でん。

　今日これからアレックスは、シャロン姫を世界の命運を左右する計画に巻き込むのだ。

　箱はこ入いり娘だったあの姫が、この四年でどこまで成長しているか、アレックスは楽しみだった。




※




　エポナ宮殿の敷しき地ちそのものは、よほど怪あやしい者でなければ誰でも入ることが出来る。しかし当然、王族やそれを補ほ佐さする宮きゆう廷てい官かん吏りなどは、一般人が立ち入り不能な奥おくで職務についている。

　それら、やんごとなき身分の方々に会うには、警備に当たっている兵士を捕まえて、謁えつ見けんの申しん請せいをしなければならない。

「アレックス・ベイリアルとイブ・ベイリアルです。シャロン・ルーメシア王女殿でん下かに謁見を申し込みたいのですが」

　奥へと続く大きな扉とびらを守っていた兵士二人の前で、アレックスはさも当然のように言った。

　小国とは言え、相手は王女だ。対するアレックスとイブは、ただの青年と少女でしかない。

　貴族や大使ならすぐに通してくれる。商人や芸人でも一考してくれる。

　しかし二人の兵士から見たアレックスとイブは、王女の時間を無む駄だにする不届き者にしか見えないはずだ。

「不審に思うのは無理もありません。ですが、名を告げれば分かるはずです」

「本当か？　貴様ら、王女殿下のお命を狙ねらっているのではないだろうな……？」

「そう見えますか？」

　アレックスがそう言い返すと、兵士たちは顔を見合わせた。

　そもそも、アクランド帝国の皇帝やバニスター合衆国の大統領ならともかく、田舎いなか国家であるルーメシアの王族をわざわざ殺しに来る者などいない。

　ましてイブのような子供を連れた暗殺者がいたら、むしろ見てみたいものだ。

「……分かった。一応、規則だからな。確かく認にんを取ってくる。言っておくが王女殿下はご多た忙ぼうだ。許可が下りたとしてもすぐに会えるとは限らんぞ」

「さて、それはどうでしょう」

　兵士の一人が面めん倒どうくさそうな顔で奥に消え、残ったもう片方は毅き然ぜんとアレックスの前に立ちはだかった。

　それから五分としないうちに、血相を変えて兵士は帰ってきた。

「これは失礼しました！　まさか王女殿下のご友人とは知らず……どうぞこちらへ！」

　それを聞いたもう片方の兵士は青くなり、地に額が付きそうな勢いで頭を下げた。

「別に失礼なことなんて。私自身は平民ですから、警けい戒かいして当然です。それで王女殿下は私に会ってくださると？」

「はい。自室にてお待ちです。ご案内いたします」

　アレックスとイブは待たされることなく、そのまま宮殿の奥に連れて行かれた。

　先導する兵士があまりにも萎い縮しゆくしているので、アレックスは逆に申し訳なくなってくる。

「ねえ、お兄ちゃん。あの人をあんまり虐いじめちゃ駄目だよ」

「俺は何もしていないのだが」

　妹にいわれのない非難を受けながら、アレックスは四年ぶりのエポナ宮殿を観察する。

　美しい中庭。バラ園。装そう飾しよくを施ほどこされた壁かべや天てん井じよう。巨大なステンドグラスを使った窓。

　荘そう厳ごんだが、これらは何百年も前に作られたものだ。よく見れば、あちこちに修しゆう繕ぜんの甘さが見え隠れしている。財政が苦しい証しよう拠こだ。

　やがて先導する兵士は、とある扉の前で立ち止まった。シャロン姫の私室である。

「王女殿下。アレックス様とイブ様をお連れしました」

「ご苦労様。どうぞ、中へ」

　兵士が慇いん懃ぎんに扉を開ける。その先には、懐かしのシャロン・ルーメシアがいた。

　ルーメシア王家の象しよう徴ちようともいえる銀ぎん髪ぱつを腰こしまで伸のばし、白いシルクのドレスと、目を見張るほど美しい白い肌はだ。そして黄金の瞳。端たん整せいな顔立ちには、王族としての気品と風格が備わっていた。

　どうやら彼女は、肉体も精神もアレックスの期待通りに成長しているらしい。

　そこで少し意地悪をしてやりたくなった。

「お久しぶりです、シャロン王女殿下」

　アレックスは部屋に入るなり、シャロンの前に跪ひざまずき、忠実な家臣の如く頭を垂れる。

　すると期待通りの反応が返ってきた。

「え、あの、アレックス？　何ですかその呼び方は……？」

　王女殿下、などと堅かた苦くるしい呼び方をされたシャロンは露ろ骨こつに狼ろう狽ばいし、助けを求めるようにイブを見る。

「えへへ。姫様、大だい丈じよう夫ぶだよ。お兄ちゃんはいつもの意地悪癖ぐせを出してるだけだから。ほら、お兄ちゃんもいつまでも変な演技してないで、普通にしてよ。姫様が泣きそうな顔してるじゃない」

「失礼。しかし、四年経っても生の姫様は虐めがいがありそうで、安心しました」

「……アレックスも相変わらずですね」

　シャロンは頬を膨ふくらませ、子供のように拗すねる。

「姫様。いつも家臣の前でもそのような表情を？」

「そんなはずありません！　あなたの前だけです！」

「それは良かった。一国の王女たる姫様が、ところ構わず感情を顕あらわにしているとしたら、失望の極みですからね」

　四年ぶりに直接シャロンを虐められるのが楽しくて、アレックスはつい追い打ちをかけてしまう。

　すると王女殿下は酷く立腹したご様子で、目を細め、睨にらみ付つけてくる。

「アレックス。あなた、バニスター合衆国でもそんな調子だったのですか？」

「ええ。俺は永えい劫ごう不変です。特に美しい女性を前にすると、意地悪をしたくなるのです。そこはどうか、姫様の寛かん大だいな心でお許し頂きたい」

　アレックスが正直にそう答えると、シャロンは大きなため息を吐つく。

「釈しやく然ぜんとしない褒ほめ言こと葉ばをありがとうございます。それでは立ち話も何ですから、取とり敢あえず座ってください」

　シャロンに勧められるまま、アレックスとイブはソファーに腰こし掛かける。

　イブは背負っていたリュックを床ゆかに降ろした。その拍ひよう子しに、中に隠れていたムルルが顔を覗のぞかせた。

「ぴー」

　ムルルのくりっとした大きな瞳と、シャロンの目が合う。

「あら、まあ。可愛かわいい精霊さんですね」

　シャロンは頬に手を当て、首を振り回すムルルをしげしげと見つめた。

「ああ。紹しよう介かいするのが遅れました。俺の精霊、ムルルです」

「ムルルというのですか。わたくしはシャロン・ルーメシアです。よろしく、ムルル」
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「ぴぴ」

　ドラゴン型の精霊は、リュックから飛び立ち、不敬にも王女殿下の頭上に着地した。

「あー、ムルル、姫様の上に座っちゃ駄だ目めだよー」

「いえ、いいのですよ。それだけ心を許してくれたということですから」

　確かに、リキッドなしで初対面の精霊にここまで懐かれるのは珍しい。ある種の才能といえる。

「それだけ姫様が人畜無害ということなのでしょう」

「アレックスが言うと悪口に聞こえるのは気のせいでしょうか」

「気のせいですよ。それはともかく、本題に入りましょう。ルーメシア王国は、俺の計画に参加していただけるのでしょうか？　イエスかノーでお答えいただきたい」

　和なごやかな空気をぶち壊こわす、単刀直入すぎる問いかけだった。

　しかしイブもシャロンも、それを咎とがめはしなかった。

　なぜなら、アレックスとイブは、それを聞くためにここに来たのだから。

「イエス」

　シャロンはアレックスを真まっ直すぐ見み据すえて即そく答とうした。先さき程ほどまでの甘い雰ふん囲い気きはどこにもなく、国を背負って立つ指導者の瞳ひとみになっていた。

　それを聞いたアレックスは、ニヤリと笑い、自分の見立てが間ま違ちがっていなかったことを喜ぶ。

　やはりシャロンは、四年で化けた。見た目は可か憐れんな姫であっても、心は闘とう志しで満ちている。

　エンシェント・リキッドをこの国にもたらし、二大超ちよう大たい国こくの搾さく取しゆから脱却するという願い。シャロンはそれを誰よりも強く想おもっているのだ。

「流石さすがは姫ひめ様さま。ここでノーと言われたら、パトロン探しをするハメになるところでした」

　実のところ、アレックスはシャロン以外にも出資者の心当たりがある。だからここで断られても、それほどダメージにはならなかった。

　だがアレックスは、どうせならシャロンと一いつ緒しよに仕事をしたかった。

　なにせ、この悪わる巧だくみを一緒に語り合った仲なのだから。

「しかし、正直驚おどろきました。俺が送った手紙が届いてから、まだ一週間程度でしょう？　よくその間に陛下と議会を納得させましたね」

「お父様は、むしろ後あと押おししてくれました。このわたくしに王権の代理人になれと」

「すると、今の姫様は摂せつ政しようですか。流石はオスニエル陛下。思い切ったことをなさる」

　シャロンの父であるオスニエル・ルーメシアは、アレックスの知る限り善良な王だった。少なくとも、国民を飢えさせないよう苦心しているのは見て取れた。議会を作ったのは時じ期き尚しよう早そうだったかもしれないが、古い慣習を打ち破る勇気を持っているのは間違いない。

「ええ、わたくしも驚きました。そして議会の方ですが、こちらも餌えさをぶらさげてやれば、そう難しい交こう渉しようではありませんでした」

「餌？」

「はい。つまり、計画が失敗した場合、全すべてはわたくしが国庫を横領して行なった背信行こう為いであって、ルーメシア政府は一切関かん与よしていないとしらばっくれてもいい。そう条件を出したら、快かい諾だくしてくださいました」

　それを聞いたアレックスとイブは息を呑のむ。

　驚いたというより、呆あきれて言葉も出なかったのだ。

「え、それって何？　議会は守るべき王族を人ひと身み御ご供くうにするってこと？」

「それは違いますよイブ。守るべきは国民です。そのためなら生いけ贄にえでも何でもなりましょう」

　シャロンは気き丈じように語るが、ショックを受けていないはずがない。

　千三百年続いた王室というのは、それだけで他国から敬意を払はらわれる。

　そんなルーメシア王国の象徴を捨ててでも、議会は保身に走ったのだ。

「姫様。あなたはそれで納得したのですか？」

「ええ、しましたよ？　だって、この計画が成功すれば、ルーメシアはもうリキッドの心配がなくなります。夜の闇やみに脅おびえることも、冬の寒さに凍こごえることも。そのためならば何だってやりましょう」

「王室が廃はいされたとしても？」

「ギロチン台に立つことになっても」

　アレックスは感嘆の声を漏らしそうになる。まさかここまでキッパリ言われるとは思わなかった。しかも口から出任せでなく、本気で言っているらしい。

「ねぇ、お兄ちゃん。姫様を虐めるのやめようよ。本気なんだよ」

「ああ、そうだな。姫様、身みの程ほどをわきまえず、試ためすような真ま似ねをして申し訳ありませんでした。ご無礼をお許しください」

「構いません。所しよ詮せんわたくしは、あなたたちを後ろから支し援えんすることしか出来ません。最前線で一緒に戦うことは不可能です。ですから、その覚かく悟ごを疑うのは当然でしょう」

　この姫は、本当に強くなった。自分の力と役目をわきまえ、自信と自覚を持ち、暴走せず逃とう走そうせず、使命を全まつとうしようとしている。

　ならば、その使命感という炎ほのおに油を注ぐことにしよう。

「命を懸かけるというのであれば姫様。ルーメシアを救うなどと慎つつましいことを言わず、更に大きく行きましょう。姫様の命はもっと価値があるはずです」

「慎ましいって、アレックス。一国の命運がかかっているのですよ？」

　シャロンは首をかしげ、不思議そうに呟つぶやいた。ルーメシア王国を救うという一大事業を前にして、それしか目に入らないのだろう。

　だがアレックスは、その向こう側を見ている。シャロンにも同じ方向を見ていて欲ほしい。

「姫様。俺がこれからやろうとしていることはご存じですね」

「はい。まずリキッド鉱区の競売に参加し、採さい掘くつ権けんを競せり落とす。そして採掘したリキッドをこのルーメシア王国に送る。大おお雑ざつ把ぱに言えば、そういうことでしょう？」

　本当に大雑把ではあるが、彼女の言っていることは間違っていない。それは四年前からアレックスとシャロンが共きよう謀ぼうし、成なし遂とげようとしてきたことなのだから。

　採掘権を競り落とすということはつまり、トリプルキングダムと競り合うということだ。これだけでも大それた話だろう。王族が文字通り首をかけるに値する。

　しかし、まだ足りない。

　並の王族ならその程度の価値だろうが、シャロンはアレックスの幼おさな馴な染じみなのだ。であれば、一国を救っただけでは足りなすぎる。

「この国だけでなく、全世界にリキッドの安定供給を。俺はこの四年間でその結論に至りました。姫様も同じ志を持っていただければ非常に心強い」

「全世界……っ？　アレックス、それは……自分で何を言っているか、分かっているのですか!?」

　ここまでアレックスを圧あつ倒とうする気き迫はくを保ってきたシャロンだったが、ついに慌あわてふためいた。彼女が首を動かしたことで、その上に乗っていたムルルがソファーの上に転がり落ちる。

　そんなシャロンを見てアレックスは微かすかな満足感に浸ひたりつつ、自分の計画を語る。

「分かっていますとも。むしろ、これは絶対条件です。我々はトリプルキングダムに喧けん嘩かを売ろうとしているのですよ。そんなことをすれば、ルーメシア王国のような小国など瞬く間に潰つぶされてしまいます。それを防ぐには、トリプルキングダムに負けない力を得ればいい。全世界に通用する力を」

　アレックスは自分の言葉が他人にどう聞こえるかわきまえていた。

　無む謀ぼうだ。正気ではない。

　世界のリキッド産業を牛ぎゆう耳じる巨きよ大だい企き業ぎようであるトリプルキングダム。ときには宿主である二大超大国すら上回る力を見せる彼らに、真っ向勝負を挑む。どんなホラ吹ふきでも語りはしない。

　しかしアレックスは、自分ならやれると信じていた。そして他の誰だれかにも自分を信じてもらいたかった。

「姫様。俺に付いてきてください」

　まっすぐシャロンの瞳を見つめ、淡たん々たんと言い放った。

　小細工はない。

　ただ自分を信じてくれと、そう思いを込めるだけ。

　それ以上のものは出せないし、自分とシャロンの間には、これだけで十分のはずだった。

　頷いてくれるとアレックスはシャロンを信じていた。

　だから――

「分かりました、アレックス。そしてイブ。戦いを始めましょう」

　シャロンがそう言ってくれたのが、本当に嬉うれしかった。




※




　エンシェント・リキッドを扱う企業の中でも、特に巨きよ大だいで強力な企業を指して、キングダムと呼ぶ。

　キングダムの定義は、エンシェント・リキッドの採掘、精製、運うん搬ぱん、販はん売ばいまでのルートを全て一いつ括かつして行なう力を持ち、尚なおかつ複数の国に跨またがって活動する企業のことだ。

　今のところ、キングダムに相当する企業は三つしかないので、それらをトリプルキングダムと呼ぶ。

　ハルバート。

　エクストラ。

　キャメロンブラッド。

　それが三つのキングダムの名だ。

　三社でリキッド市場をほぼ独占しており、特に採掘に関しては武力を使ってでも他者を排はい除じよする。現状、採掘業を行なっているのはトリプルキングダムか、その傘さん下かの企業のみである。

　その内、ハルバートとエクストラはバニスター合衆国の企業だ。この事実だけでも世界の支配者が、アクランド帝てい国こくからバニスター合衆国に移りつつあることがうかがえる。

　だが、キャメロンブラッドを抱かかえるアクランド帝国も、やはり超大国であることに変わりはない。

　精せい霊れい発動機が発明されてからのこの百年、エンシェント・リキッドという戦略資源を独占できるか否いなかで国家の優ゆう劣れつが決まった。

　故ゆえにトリプルキングダムは、母国以外にリキッドを販売するとき、極きわめて不平等な高値をつけていた。

　それは実質、二大超大国以外の国が、リキッドを使えないことを意味する。

　現に、ルーメシア王国に自動車は一台もない。一方、バニスター合衆国では中流家庭なら無理せず買うことが出来る。

　ルーメシア王国の発電設備は極めて小規模で、王宮と政庁の一部にしか電力が供給されていない。それでもリキッドがもったいないので、極力使わないようにしている。片や、バニスター合衆国では全ての家に電線が繋つながり、夜になってもネオン街が眩まぶしかった。

　そして極めつけは、軍事力の差だ。

　エンシェント・リキッドを燃料に、莫ばく大だいなエネルギーを生み出す工業機械の王、精霊発動機。それを背中に搭とう載さいした兵器をレギオンフレームという。

　現代の地上戦の勝敗を決するのは、そのレギオンフレームだった。

　二大超大国のレギオンフレームの保有数は、どちらもおよそ五百といわれている。ルーメシア王国は十だ。話にならない。その上、慢まん性せい的てきなリキッド不足により訓練が出来ないので、搭とう乗じよう員いんの練度も低いままだった。

　レギオンフレームとは、精霊発動機の動力によって、搭乗者のパワーとスピードを強化する鎧よろいのことである。

　歩兵の追つい随ずいを許さぬ速度で戦場を走り抜ぬけ、従来では考えられない大きさの火器を携けい帯たいし、その装そう甲こうはライフル弾だん程てい度どなら完かん璧ぺきに跳はね返す。

　強力無比な兵器なのは間違いない。そして当然、レギオンフレームを動かすには精霊と、精霊に与えるリキッドが必要だった。

　精霊発動機などいらない。文明が中世レベルになっても、それでいいじゃないか――そう言ってしまえれば楽だろう。

　ところが隣となりの国にレギオンフレームが一機でも存在し、その国が悪意を持って攻せめてきた場合、文明を捨てた国は瞬く間に制圧されてしまう。

　国家の存続には、最低限の武力が必要だ。それを支えるのがレギオンフレームであり、エンシェント・リキッドなのだ。

　故にリキッドを独占するキングダムは、既すでに二大超大国の力を凌りよう駕がしつつあった。

「あ、見て見て、お兄ちゃん。島が見えたよ！」

　飛行船の窓に張り付いていたイブは、黄色い声を上げた。その声に真っ先に反応したのは、アレックスではなくムルルだった。ムルルはイブの頭の上に降り立ち、一緒になってガラス越ごしに島を見下ろした。

「そう大声を出すな。別に飛行船に乗るのが初めてというわけでもないし、十五歳さいなんだから少しは落ち着いたらどうだ」

「まーたそうやってイジワル言う。元気なのはいいことだもん。ね、ムルル」

「ぴー」

「わーい。ムルルは分かってくれるんだね。えらいぞ」

　果たしてムルルの返答は、肯こう定ていだったのだろうか。

　人間であるアレックスには知るよしもない。無論、イブも人間なのだが、そこは思い込みの力でカバーしているようだ。

「しかしケルストリア島か。懐なつかしいな」

　ケルストリア島。

　それがアレックスたちの目的地だ。

　ケルストリア島に向かうこの飛行船には他に十人ほどの客が乗っている。その中にアレックスにとって顔見知りの男がいた。

　名はエミール・エイリー。二十代半ばの神経質そうな男だ。

「おい、アレックス。そろそろ到とう着ちやくだな。しかしこの僕ぼくと鉢はち合あわせするとは、君も運がないね」

　エミールは席を立ち、わざわざアレックスの近くまで来て、馴なれ馴れしくそう言った。

「ええ、最悪です」

　アレックスにとってエミールは、人間的に好きになれない相手だった。顔立ちは整っているし、着ているスーツのセンスも悪くない。しかし性格は、一言で表せばゲスだ。二度と会いたくなかった。

「そうだろうね。僕のように優ゆう秀しゆうなビジネスマンを相手にしては、君なんかじゃ話にならない。新しい会社の第一歩を挫くじくことになって、済まないね、ほんと」

　エミールはアレックスの「最悪」という言葉を歪わい曲きよくして理解したらしい。

　アレックスにとってエミールは、この二年間勤めていた会社の上司だった。

　その会社の名は、ハルバート。言わずと知れた、トリプルキングダムの一角を担になう、超ちよう巨きよ大だい企き業ぎようだ。

　こともあろうにアレックスは、倒たおすべきトリプルキングダムに、修しゆ業ぎようのため入社し働いていたのだ。もっとも向こうは、まさか面接に来た男が打だ倒とうキングダムを誓ちかっているなどとは想像もしなかっただろう。

　試験は極めて公平に行なわれ、アレックスはトップの成績で合格し、一年目で既に探鉱開発部のエースと呼ばれていた。

　そんなアレックスが突とつ如じよ退社し、新しい会社を起たち上げてリキッド採さい掘くつ業に参入しようとしている。元上司のエミールとしては、警戒するのも無理はない。

「もし私が鉱区を落札したら、そのときはよろしくお願いしますよ」

「おやおや。なるほど、そうきたか。確かにうちのルートに流してくれると助かる。ま、それも僕に勝てたらの話だがね」

　アレックスが従順な発言をすると、エミールはしきりに頷うなずき、満足顔で席に戻もどっていった。

　エミールはアレックスの独立を、敵対的なものだと見なさなかったらしい。

　もっともそれは、エミールが無能だからというより、リキッド業界にこびり付いた習慣によるものだ。

　リキッド業界で生きていくには、トリプルキングダムの傘下に入るしかない。これはもう、常識だった。それを破れば、文字通り死ぬ。今いま更さら、敢えて禁きん忌きを犯おかす者が現れるなど、エミールでなくとも想像しないはずだ。

　――かつて俺おれの父親はキングダムに挑ちよう戦せんし、そして死んだ。だが俺は死なないぞ。

　アレックスは無意識の内に歯を食い縛り、拳こぶしに力を込めていた。そんなアレックスを現実に連れ戻してくれたのは、イブの声だった。

「お兄ちゃん、あの島凄すごいよ……！」

　窓から見えるケルストリア島は、さっきより随ずい分ぶん大きくなっていた。それを見下ろすイブの顔は、真しん剣けんそのものだった。焼きイカで騒さわいでいた少女とはまるで別人だ。

「どうだイブ。あの島の地下に、リキッドは眠ねむっているか？」

　アレックスも一緒になって島を観察する。

　面積は約二万平方キロメトロン。

　大きさの割りに、山あり谷ありと起き伏ふくに富んだ地形だ。草原があれば森もあり、荒こう野やも広がっている。ザッと見ただけでも、有望そうなポイントがいくつかあった。

「うん。あるよ。七割……ううん、八割の確率である。それも凄い量だと思う！」

「そうか。お前がそう言うのなら、間違いないな」

　無論、事前に情報は集めていた。島の地図を何度も見て、ここなら大丈夫と確信を持って来た。

「だけど、逆に危ないんじゃない？　これだけの鉱区なら、トリプルキングダムは本気になって入札してくるよ。私たちがルーメシア王国の資金を得たからって、勝てる相手じゃ……」

　イブの言うとおり、トリプルキングダムの資金力は、並の国家を上回る。今のアレックスでは、まともにやり合っても勝てるわけがない。

「いや。リキッドの有う無むだけじゃなく、あらゆる条件が俺の希望どおりなんだ。前にも説明しただろ。危険に見えて、実は一番イージーな場所を選んだんだよ、イブ」

「でも、上う手まくいくかなぁ？」

「俺が失敗するって言うのか？」

　アレックスがそう問い返すと、イブはキョトンとした顔になり、それから笑って頷いた。

「それもそうだね。お兄ちゃんが失敗するとこなんて想像できないや」

「ぴー」

　世界一信しん頼らいしている妹と、更に精霊のお墨すみ付つきまで得た。これなら負ける要素は皆かい無むであろう。そもそも言ったとおり、最も容易な場所を選んだのだ。勝算は十二分にある。

　向かう先は、西ケルストリアという国だ。その名のとおり、ケルストリア島の西半分を占しめている。

　この西ケルストリア政府の手で、リキッド鉱区の採掘権が競売にかけられるのだ。

　トリプルキングダムの目的が全世界のリキッドを独占することである以上、彼かれらも当然、この飛行船に乗っている。そしてルーメシア王国にリキッドを供給するため、アレックスも採掘権の落札を狙っていた。

　アレックスの経験からして、鉱区入札はやってみなければ何が起きるか分からない。

　例えば、せっかく落札した鉱区で突とつ如じよ紛ふん争そうが起き、工事が中止になるということがあった。その紛争を止めるため、合衆国政府に根回しして、正規軍を送ってもらったこともある。

　掘ほったはいいが湧わき出たリキッドの質が悪くて商品にならないということもあったし、質が良くてもすぐに涸かれてしまったケースもある。無論、何も出ないことだってある。

　何にせよ、荒あれれば荒れるほど、アレックスがつけ込む隙すきが大きくなる。

　そしてアレックスは事前の調査で、西ケルストリアの鉱区に隙を見つけていた。

　無論、針の穴に糸を通すようなわずかな隙だ。しかし自分なら、その隙を利用しトリプルキングダムを出し抜けるという自信がある。

　シャロン姫から預かった資金、十億レーラ。

　それを武器にキングダムへ戦いを挑いどむのだ。




※




　実のところアレックスは、以前にもこのケルストリア島に来たことがあった。

　それは四年前。アレックスとイブがルーメシア王国を旅立った最初の年だ。

　両親の頭脳を引き継ついでいたイブは、弱じやつ冠かん十一歳にして合衆国の最難関とされるアーチボルト大学に合格。リキッド工学科で勉学に励はげんでいた。イブの存在は将来、アレックスの切り札になるはずなので、念のため旧きゆう姓せいのイブ・コリンズで在ざい籍せきしていた。これで何かあっても、イブの存在がトリプルキングダムに漏もれる可能性が減るだろうという算段だ。

　一方その頃ころアレックスは、地上最強の兵器、レギオンフレームで戦場を駆かけ抜けていた。とはいっても、バニスター合衆国の正規軍ではない。

　民間軍事会社ＰＭＣブラックファング――一昔前なら傭よう兵へい団と呼ばれているような組織に所属し、実戦の世界に身を投じていたのだ。

　アレックスがブラックファングの社長と出会ったのは、場末のバーだった。

　妹のイブがアーチボルト大学に入学したことで、計画は一歩前進した。次はアレックスの番だった。どこかのリキッド企き業ぎように入り、そのノウハウを吸収する。ルーメシア王国にリキッドをもたらすには、それが一番に思えたのだ。

　どの企業がいいか物色しながら、バニスター合衆国の各地を回った。そんなとある夜。カウンター席で飲んでいたとき、ボトルを叩たたき割る音が聞こえた。

　見れば一人の中年男を、十人ほどのゴロツキが取り囲んでいた。どうやらゴロツキたちが女性へ強ごう引いんに迫せまっていたのに対し、その男が割って入ったらしい。

　ゴロツキたちは二十代、もしかしたら十代も交じっていたかも知れない。

　対する中年男は四十代前半くらいに見える。

　年ねん齢れい的てきにも人数的にも、中年男に勝ち目はないだろう。

「おいオッサン！　てめぇのお陰かげで女に逃げられたじゃねーか。どうしてくれるんだよ」

「お前たちみたいに頭も顔も残念な奴やつらに、美しい花が散らされるのは我が慢まんならんのでね。元気が有り余っているようだから、俺が代わりに相手をしてやろうじゃないか」

　男は割れたグラスの切っ先を喉のど元もとに突つきつけられながらも、まるで動どう揺ようしていなかった。見上げた勇気だ。

　しかし、一対十では多勢に無勢。下手をすれば殺される。

　余計なトラブルはご免めんだ。かかわらないのが賢けん明めいだ。

　ところがアレックスは、その男を気に入ってしまった。

　気に入った以上は助けるしかない。

　アレックスはグラスの底に残っていたウイスキーを飲み干すと同時に席を立ち、ゴロツキの一人を背中から蹴けり飛ばした。

「加勢させていただきます」

「ほう。物好きなにいちゃんだ。まあ、好きにしろ」

　男は薄い笑えみを浮うかべて、珍めずらしそうにアレックスを見る。

　仲間の一人をやられたゴロツキは、奇き声せいを上げてアレックスに飛びかかった。それを軽く躱かわし、カウンターの奥に投げ飛ばす。

　琥こ珀はく色いろの酒が飛び散った。

　男も負けじと、強力なストレートパンチを繰くり出し、ゴロツキをノックダウンさせる。

　それを見たアレックスは、加勢などいらなかったかも知れないと思いつつ、また一人沈しずめていく。

　やがて十人のゴロツキは、あっという間に全ぜん滅めつした。それと同時にパトカーのサイレンが聞こえた。

「くそ、誰か通報しやがったな。おい、にいちゃん！　裏口から逃にげるぞ」

　アレックスと男は裏路地を走り抜け、警察を撒まき、そして別の店で改めて飲み直すことにした。

「いやー、スカッとした。にいちゃん、近ちか頃ごろの若者にしては見込みあるな。お陰で助かったよ」

　男はウイスキーをストレートでグイグイ飲みながら、嬉しそうにアレックスを見る。

「ありがとうございます。でも、俺の加勢なんか必要なかったみたいですね」

　当時まだそれほど酒に強くなかったアレックスは、ビールに切り替かえて男に付き合った。

「いやいや。お前さんがいなかったら警察が来るまでに片づかなかった。そうしたら面倒なことになっていただろう。にいちゃん、あんた学生か？」

「いえ、求職をかねて合衆国を見て回ってるんですよ」

「ほう。それは結構なことだ。どうだ、俺の会社に来ないか？　俺はブラックファングって民間軍事会社ＰＭＣをやってるんだ。にいちゃんならすぐにでも戦力になりそうだ」

「民間軍事会社ＰＭＣですか……」

　そのとき、アレックスの中で計画に迷いが生じた。

　リキッドを得るのが目的なのだから、リキッド企業に入る。そんな真っ当な考えにしたがっていたが、別の業界にコネを作るのも悪くない。どうせリキッドと暴力は、切っても切り離はなせない関係だ。

　アレックスのは両親は、リキッドを掘り当てたばかりに不当な暴力によって死んだのだから。

「しばらく考えさせてくれませんか？」

「分かった。明日の夜、俺はこの店で飲んでるから、それまでに決めてくれ。決断力のない奴は使えないからな。それ以上は待たない」

「分かりました。俺はアレックス・ベイリアルです」

「俺はカール・オルブライトだ。いい返事を期待しているぜ」

　結局アレックスは、そのままブラックファングに入社した。

　ブラックファングは、三機のレギオンフレームを運用する、小規模な民間軍事会社ＰＭＣだった。カールを含ふくめたパイロット三人に、整備士や事務員を加えても二十人に満たない。

　だが、全員の練度は正規軍を遙はるかに上回り、世界中から依い頼らいがあった。その内容は、単純な戦せん闘とうのみならず、訓練教官、戦術戦略のアドバイザーなど多た岐きにわたる。

　そんなブラックファングは、アレックスのために気前よくレギオンフレームと精霊を買かい与あたえた。

「お前には絶対に才能がある。俺が保証する」

　カールの言葉通りアレックスはメキメキと才覚を現し、瞬またたく間まにブラックファングの主力となった。

　ケルストリア島の仕事が舞まい込んだのはそんなときだった。

　かつてこの島もアクランド帝国の植民地だったが、百年前に世界中で多発した独立運動に乗じる形で独立を果たした。しかしその後、島民同士の争いが始まり、西と東で二つの国に分ぶん裂れつしてしまったのだ。

　西ケルストリアは民主国家。

　東ケルストリアは軍事独裁国家。

　当然、どちらも自分たちこそが正統なケルストリア政府だと主張しており、紛争は慢まん性せい化かしていた。

　そしてあるとき西ケルストリアは、東側が四度目になる侵しん攻こう作戦を企くわだてているという情報をキャッチした。それを防ぐため西側はブラックファングを雇やとい入れたのだ。

　カール率いる四機のレギオンフレームは、真夜中、川を上って東ケルストリア軍の背後に回り込み、野営地に奇き襲しゆうを仕し掛かけた。ブラックファングによって開戦前に叩かれた東側は、侵攻作戦を断念するしかなかった。

　ここでもアレックスの活かつ躍やくはめざましかった。自分自身こんな才能を持っていたとは知らなかった。

　が、結局、一年で辞やめてしまった。

　レギオンフレームはブラックファングに残し、ムルルと名付けた精霊だけを退職金の代わりにもらった。あまりにも懐かれて情が移ったのだ。

「アレックス。お前がいなくなるのは寂さびしいが、実はスカウトしたときからこうなるだろうという予感があったんだ。お前のような男を、ちっぽけな民間軍事会社ＰＭＣで腐くさらすのは惜おしい。前ぜん途と多た難なんだろうが頑がん張ばれよ。何かあったら連れん絡らくをくれ。俺たちにできることなら何だって協力する」

「はい、ありがとうございます。カールもお元気で」

　その後アレックスは、一年間の空白を置き、ハルバートに入社した。そこも二年で退職した。イブがアーチボルト大学を卒業したからだ。

　更さらにシャロン姫ひめからルーメシア王国の資金十億レーラを得た。これで全ての準備は完かん了りようしたといえる。

　故にアレックスはこうして、西ケルストリアに再び降り立ったのだ。




※




　飛行船の空港から外に出ると、熱い日差しが降りそそいだ。半はん袖そでのイブはまだいいが、スーツを着ているアレックスはたまらない。

「まだ五月なのに、流石は南の島だな」

　ケルストリア島は、旧大陸の南の近海に位置する島だ。

　これといった産業はなく、おまけに紛争地域とされているので、訪おとずれる人も少ない。

　しかしこの度、西ケルストリア政府はリキッド鉱区を設定し、各リキッド企業に地形図を配り、採掘権を競売にかけると宣言したのだ。それに興味を持ったトリプルキングダムは社員を派は遣けんし、アレックスと同じ飛行船で降り立った。

　もっともアレックスとて、トリプルキングダムの全社員を知っているわけではない。実際、飛行船に同乗していた人間で顔見知りなのはエミールだけだ。それでも飛行船に三つのキングダムの社員がいたと断言できるのは、空港の前に型落ちの高級車が三台並んでいたからだ。

　アレックスを追い抜いたエミールがその内の一台に乗り込む。残る二台にも一人ずつ乗った。

　西ケルストリア政府が、ハルバート、エクストラ、キャメロンブラッドに対して迎むかえを出したのだ。

　一方、アレックスは放置されている。当然だろう。

　なにせトリプルキングダムはどれも資本金十数兆レーラの超巨大企業。

　こちらは何の実績もない資本金十億レーラの新興企業なのだ。入札に参加する旨むねは伝えているが、下手をすると冷やかしだと思われたかもしれない。

「しかし、どうしたものかな。バニスター合衆国と違ちがってタクシーも走ってないし」

「ホテルまで歩けばいいんじゃないの？」

　イブはムルルを抱だきかかえながら、平然と言った。

「この暑さの中をか？　俺は嫌いやだぞ」

　もっとも、嫌だといくら喚わめいても、それ以外に方法はありそうもなかった。

　現地の人々も、当たり前のように徒歩で移動している。

　観念し、予約していたホテルに向かおうとしたそのとき、ここで聞こえるはずのない、しかし聞き慣れた声が響ひびいた。

「アレックスぅ、こっちですわぁ」

「――ミレーヌ!?」

　声の方角を見れば、ツアーコンダクターの如く旗を振ふる女性がにこやかに立っていた。

　長い金きん髪ぱつ。卵形の顔。そして、とんでもない巨乳を揺ゆらしながら、大声でアレックスを呼ぶ。しかもその隣には、タンポポの綿毛を連想させる握にぎりこぶし大のふわふわした精霊が浮かんでいるとなれば間違いない。

　ブラックファングのレギオンフレーム使い、ミレーヌ・アントワーヌだ。

「お兄ちゃん、あの人だれ？　知ってるの？」

「そうか、イブは会ったことがなかったか……それにしても来るの早すぎだろ、あいつ」

　アレックスとイブの困こん惑わくを無視して、ミレーヌは元気に旗を翻ひるがえしていた。

　トリプルキングダムの連中が走り去ったあとだからよかったものの、見られていたらこの上ない恥ち辱じよくである。

「おい、ミレーヌ！」

「お久しぶりですわ、アレックス。そして起業おめでとうございます」

　ミレーヌは眩しいほどの笑え顔がおでそう言った。怒おこる気も失うせてしまう。

「ありがとう。だが、どうしてここに？　俺は確かにブラックファングに連絡したが、契けい約やくするのは採掘権を落札してからという話だったはずだ」

「それは存じております。ですがカールいわく『アレックスが落札するに決まっているんだから、一足先に顔を出しても問題あるまい』とのことです。カールたちは他の任務を続行中ですが、終わり次し第だい合流しますわ」

「信用されすぎてプレッシャーだな、こりゃ」

「まあ、アレックスったら、心にもないことを」

　ミレーヌは笑いながら言う。

　アレックスが民間軍事会社ＰＭＣであるブラックファングに連絡したのは、落札した鉱区の警備をしてもらうためだ。

　なにせこの島は、西と東で慢性的な紛争状態にある。それにアレックスはこれから、トリプルキングダムに敵対的な行動を取るのだ。武力を使った妨ぼう害がいがあると考えて間ま違ちがいない。そうでなくても盗とう賊ぞく団に襲おそわれたり、作業員が暴動を起こしたりと、いつ何が起きるか分からない世界だ。

「ねぇねぇ、お兄ちゃん……」

　アレックスが考え込んでいると、イブがワイシャツの裾すそを引っ張ってくる。

「おっと、そうだった。イブ、こいつはブラックファングのミレーヌ・アントワーヌだ。ミレーヌ、これは妹のイブだ」

「あらまぁ、あなたがイブちゃんね。よろしくお願いします」

「うん、よろしくー」

　ミレーヌが差し出した手をイブは握りしめ、ぶんぶんと上下に振った。どちらもお調子者なので、放っておけばドンドン仲良くなっていくことだろう。

「あと、それから。このふわふわしている子は、精霊のポポラ」
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　紹しよう介かいされたポポラは、ゆっくりとイブに近づき、その頬ほおに触ふれた。

「あはは。くすぐったい」

　イブがポポラを突っつくと、それに合わせてふるふると揺れる。イブはポポラを気に入ったらしく、嬉しそうに指先で弄いじり回した。

「ムルルのことは今いま更さら紹介するまでもないよな」

「はい。三年ぶりです、ムルル」

「ぴー」

　ムルルもミレーヌのことを覚えており、しっかり頭を下げて挨あい拶さつする。

「よし。話がまとまったところで、俺たちはホテルに行こうか、イブ」

「うん、そうだね。こんな所で長話してたら干ひ上あがっちゃうよ」

　既に汗あせでワイシャツがぐしょぐしょだ。上着を脱ぬぎ、袖そでをまくっても暑さは変わらない。

「では、お供しますわ」

「何だ、ミレーヌ。荷物を持ってくれるのか？」

「いえいえ。そうではなく、私まだ宿をとっていませんから。アレックスたちと同じホテルにしようかと」

「なるほど」

「ついでに言えば、一文無しなので、よろしくお願いしますね」

「ちょっと待て」

　ミレーヌはさも当然のように言ったが、それは聞き捨てならない台詞せりふだった。

「何だって無一文なんだ。カールの命令で来たんだろ？」

「ええ。ですが、片道分の旅費しか出してくれなくて……残りはアレックスにたかれと」

「ただの嫌がらせじゃないか」

　どうやらカールは、アレックスが退社したときの一件をまだ根に持っているらしい。

　なにせアレックスは退社する直前、一対一の模も擬ぎ戦でカールを倒してしまったのだ。

　当時のカールは、自分が世界最強のレギオンフレーム使いだと豪ごう語ごしていた。実際、アレックスもカールにだけは勝てなかった。もしかしたら本当に世界最強だったのかもしれない。

　だがアレックスは負けたままというのがどうしても納なつ得とくがいかなかった。いつまでもブラックファングにとどまるわけにもいかないが、せめてカールに勝ってから辞めようと誓っていた。

　そして入社から一年が過ぎた頃、遂ついにカールのレギオンフレームをペイント弾だんで染め上げるのに成功した。

　カールにとって、人生初のレギオンフレーム戦での敗北だったらしい。

　負けたときカールは笑って誤ご魔ま化かしていたが、その夜ウイスキーを一人で三本も飲み干したのをアレックスは知っている。

「ねえ、お兄ちゃん。可哀かわい想そうだからお金出してあげようよぉ」

「ぴー」

「……仕方がない。だが、あとで請せい求きゆうするからな」

「流石さすがはアレックスですわ！　さぁ、お二人の荷物は私が持ちます。レッツゴーですわ」

　ミレーヌは華きや奢しやな外見だが、それでも民間軍事会社ＰＭＣの一員だ。並の軍人以上に鍛きたえている。アレックスとイブの鞄かばんをひょいと持ち上げ、鼻歌を歌いながら歩き始めた。

「全く。社長もいらん奴を送りつけてきたもんだ。先が思いやられる」

　レギオンフレーム使いとしての彼かの女じよがこの上なく優秀なのはアレックスも認める。しかし守るべき鉱区を持たない今、ただたんに食いぶちが一人増えたに過ぎない。

「いいじゃん。楽しそうな人だよ」

「それは確かだが、遊びに来たわけじゃない」

　アレックスはそう言いつつも、新しい戦いの前に昔の仲間と再会できたことが心強かった。どうやら自分で思っていたより、気負っているようだ。

　――まあ、このくらいの緊きん張ちよう感はむしろ丁度いい。

　初めてレギオンフレームで戦場に出たときのこと。そして敵地であるハルバートに入社したときのことを思い出す。

　今まで何度も危機を乗り切ってきた。

　だから今度も自分が勝つ。

　たかが小さな島国の鉱区一つ落札できない者がトリプルキングダム打倒を語るなど、笑い話にもならないのだ。




※




「飛行船から見たでしょう、ミスター・アレックス。この島には膨ぼう大だいなリキッドが眠っています。しかも大陸に近いから運ぶのも楽です。こんな素す晴ばらしい鉱区を逃のがす手はありませんよ」

　島に到着してから二日が過ぎ、アレックスはようやく鉱物資源省に呼び出された。もっとも、トリプルキングダムの後回しにされるのは分かっていたので、特に腹も立たない。

　通された応接室に現れたのは、今回の入札を担当するアルフ・アスカムという男だった。

　アスカムはまだ三十代そこそこだが、鉱物資源省の中に新設されたリキッド局の局長の地位にある。

　なんでもアクランド帝国の大学に留学し、地質学を専せん攻こうしていたらしい。いわゆるエリートだ。西ケルストリアのような国では、得がたい存在なのだろう。

「おまけに我わが国くにの港は排はい水すい量りよう一万メガグラマ級の船を受け入れるキャパシティがあるし、精製施し設せつもあります。落札していただいた場合、西ケルストリア軍を鉱区の警備に付けてもいい」

　アスカムは媚こびるように言った。

「それは魅み力りよく的てきな話ですね」

　アレックスは笑顔でそう答えつつ、内心では冷れい笑しようしていた。

　彼の話に嘘うそはないだろう。しかし全すべてを語っているのでもない。

　アレックスがこの島を標的に選んだのは、資金力に乏とぼしい現状でもトリプルキングダムを出し抜くための要素が揃そろっていたからだ。その要素をアスカムはひた隠かくしにしている。なにせ西ケルストリア政府にとって極めて不利な条件なのだ。絶対に知られたくないはずだ。

　それを裏付けるように、アスカムの語り口には必死なものがあった。何が何でもアレックスを入札に引っ張り込もうとしているようにしか見えない。

　しかし、ここにはトリプルキングダムも来ているのだ。普ふ通つうに考えれば、アレックスのような小者は無視しても構わない。

　――トリプルキングダムは、ここの鉱区にあまり興味を持たなかったのかな？

　アスカムの様子を見ていると、そうとしか思えない。

　つまり、キングダムもアレックスと同じ情報を得ている可能性が高い。

「我々ＲＯＬとしても、西ケルストリアのリキッドには関心を持っています。しかし、実際に入札するかどうかは、もう少し現地調査をしてからでないと、何とも言えません」

　アレックスは本心を隠すため、気のない振ふりをする。

　実際、勝負に出る前にこの目で確かく認にんしておきたいというのは嘘ではないのだ。

「そうですか……」

　アスカムは落らく胆たんを隠そうともしなかった。

　ＲＯＬというのは、アレックスが起ち上げた会社の名前だ。

　正式名めい称しようは、リベンジャー・オブ・ルーメシア。

　両親の仇あだ討うちをするというアレックスの想おもいを、露ろ骨こつに反映させた社名だった。

「ところで、西ケルストリア政府の方でも、試し掘くつは済ませたのでしょう？　推定埋まい蔵ぞう量りようは？」

「いいえ、試掘は行なっていません。なにせ我が政府は、東側の動きに備えて軍事費を削けずるわけにはいきませんから。試掘する余よ裕ゆうもないのです」

「なるほど。確かに、私の祖国も似たようなものかも知れません。では、自然噴出している場所などは？　地面ににじみ出たりはしていないので？」

「さて。今のところ、そういったものは見つかっていません。しかし地質学的に考えて、ケルストリア島には必ずリキッドが眠っているのです。これは保証します」

　アスカムは自信たっぷりに答えた。

　確かに、イブも八割の確率でここに大量のリキッドがあると言っていた。

　リキッドは基本的に、堆たい積せき盆ぼん地ちと呼ばれる地形から採掘される。地形図を見ても、飛行船から見ても、ケルストリア島はリキッド鉱区として期待値が高い。

　だがアレックスは、西ケルストリア政府が既に試掘を済ませていることを知っていた。そして、なぜそれを隠しているのかも知っている。

　その上で落札してやろうとしているのだ。もっとも、この場でそれを断言してやるほど、アレックスは親切ではない。値切る材料はいくらあっても多すぎるということはないのだから。

「分かりました。前向きに検討させていただきます」

「頼たのみましたよ、ミスター・アレックス。絶対にリキッドはあるのです」

　アスカムは力強くアレックスの手を握った。

　絶対に逃がさないと訴うつたえかけるような握あく手しゆだ。

　――逃がさないのはこっちの方だぜ。

　この島はアレックスが世界に打って出るための橋きよう頭とう堡ほだ。

　おそらく初めの内、キングダムたちはアレックスを馬ば鹿かにし、西ケルストリア政府は金づるとしか見てこないだろう。

　――しかし、手の平で躍おどらされているのは果たして誰だれなのかな？

　それを考えると、つい頬が緩ゆるみそうになった。




※




　アレックスはホテルに帰ると、真っ先にシャワーを浴びた。鉱物資源省からホテルまで歩いて十分とかからないが、それでも全身から汗が噴ふき出るのだ。

　それから新しい服に着き替がえ、首しゆ尾びを報告するため、イブとミレーヌの部屋に向かう。

「俺だ、アレックスだ……って、いないのか？」

　ドアをノックしても返事がない。二人でどこかに出かけたのだろうか。ここは南の島だから、遊ぼうと思えばいくらでも遊べる。海にでも行ったのかもしれない。そう考えて出直そうとしたとき、

「あ、お兄ちゃんだ！　やっほー」

「ああ、やはり出かけていたのか……って、何だ、その荷物は」

　帰ってきたイブとミレーヌは、ホテルのボーイに大量の荷物を運ばせていた。両手に数え切れないほどの紙かみ袋ぶくろを持ったボーイは、可哀想に顔を真っ赤にしている。何せこちらはスイートルームの客だ。運べと言われたら運ぶしかないのだろう。

　ちなみにアレックスがスイートルームをとったのは、別に贅ぜい沢たくがしたかったからではない。西ケルストリア政府に舐なめられないためだ。

　リキッド採掘というのは、とにかく金がかかる。相応の資金力を持つ者しか参入できない商売なのだ。

　そんなリキッドの採さい掘くつ権けんを手に入れようとしている企業の社長がスタンダードルームに泊とまっていたのでは、相手に不信感を抱かせてしまう。よって必要な投資だった。

　しかし、イブとミレーヌの買い物は別である。

「何って、服とかぬいぐるみとか」

「あと食料とかですわ」

　イブとミレーヌは悪びれることなく言う。

　確かに、彼女らにいくらかの金は与えた。ＲＯＬの経費ではなく、アレックスのポケットマネーだ。くれてやった以上、何に使おうが勝手だが、まさかこんな壮そう絶ぜつな無む駄だ遣づかいをされるとは思わなかった。

「腹が減ったなら、ルームサービスを使えよ」

「そういう高級なものではありませんわ。ベッドに寝ね転ころがってゴロゴロしながら食べるような庶しよ民みん的てきなものです」

　つまりお菓か子しのことである。

「さあ、ボーイさん。この部屋に全部運んで」

「よろしくお願いしますわ」

　ボーイは最後の力を振り絞しぼって、仕事を完かん遂すいする。ヘトヘトになって下の階に戻っていく後ろ姿に、アレックスは無言で声せい援えんを送った。

　そして部屋の中では、留守番をしていたムルルとポポラが空中を漂ただよっていた。なんとも呑のん気きな光景だ。

「ねーねーお兄ちゃん。水着も買ってきたんだよー」

「見たいですかアレックス。見たいですわよね？」

　イブとミレーヌはニヤニヤしながら迫ってくる。

「……まあ、見せてくれるなら、喜んで」

　お子様であるイブはともかく、ミレーヌの水着姿というのは、想像しただけでグッとくる。アレックスも男である以上、興味は尽つきなかった。しかし物事には順序というものがある。

「では早さつ速そく」

　ミレーヌは服を脱ごうとする。

「いや待て。水着はまた今度だ。それより話がある」

「え、愛の告白ですか？　そんなイブちゃんの前で……」

　するとミレーヌが頬に手を当て、わざとらしく俯うつむいた。そのふざけた態度を正すため、アレックスは敢あえて乗ってやることにする。

「ああ、実はそうなんだ」

「えっ？」

　アレックスの返答にミレーヌは固まる。

　人をからかうのは好きなくせに、反はん撃げきや不意打ちに弱いのは、三年前から変わっていない。面おも白しろいので、もう少し続けることにする。

「三年前から、俺おれはミレーヌのことをずっと想っていた。片時も忘れたことはない」

「あ、いえ、そんな、アレックス!?」

　手を握りしめてやると、ミレーヌは顔を真っ赤にした。口を半開きにして全身を硬こう直ちよくさせている。こんなに弱いメンタルで、よくも人をからかう気になったものだ。

「お、お兄ちゃん！　嘘だよね……三年も前からミレーヌさんのことが……わ、私よりミレーヌさんのことが好きなのっ？」

　しかし、どうやら調子に乗りすぎたのはアレックスの方だったらしい。

　標的のミレーヌのみならず、イブまで錯さく乱らんし始めたのだ。

　イブは少々、いや、かなりブラザーコンプレックスの気質がある。ミレーヌに迫る兄を見て、今にも号ごう泣きゆうしそうになっていた。

「冗じよう談だんだ。決まってるだろ」

　アレックスは慌あわててミレーヌから手を離し、イブの頭にそえた。

「本当？　本当にミレーヌさんのこと好きじゃないの？」

「ああ、全く興味がない」

「よかったぁ……」

　イブは笑い、ぎゅっと抱きついてくる。実際、アレックスにとってイブは可愛かわいい妹だ。この世界に残された、たった一人の家族である。一番大切なのは誰かと聞かれれば、迷うことなくイブと答える。

「ちょっとアレックス！　いくら何でも酷ひどいのではありませんか？」

　一方、興味がないと断じられたミレーヌは、頬を膨ふくらませ睨にらんでくる。

　確かに、少し酷い言い方だったかも知れない。だがイブを安心させるためだ。そこは大人として我慢して欲ほしい。

　もっともミレーヌは十七歳さいなので、イブとは二つしか違わないのだが。

「まあ、落ち着け。先にふざけたのはお前だろう。俺は反撃しただけだ」

「むぅ……」

　ミレーヌは色々と言いたげだったが、アレックスにしがみつくイブを見て矛ほこを収めた。

　これ以上話がこじれずに済みそうで、一安心といったところだ。

「もう、アレックスの意地悪癖ぐせは変わっていませんのね。この件については改めて問いたださせていただきます。それで、鉱物資源省はどうでしたか？」

「おおむね悪くない。俺に尻尾しつぽ振ふっていたからな」

　アレックスは、アルフ・アスカムの話をかいつまんで説明した。

「それは妙みようですわね。ＲＯＬ以外に企業がいないというならともかく、ケルストリア島にはトリプルキングダムが勢せい揃ぞろいしているのでしょう？　ならアレックスに媚びを売っても、普通なら無む駄だと考えるはずですわ」

　事情を知らないミレーヌは、至し極ごく真っ当な疑問を口にする。

　だがアレックスは、裏で何が起きているのか見当を付けていた。それこそがケルストリア島を選んだ理由であり、ＲＯＬの武器になる。

「そう思うのも無理はない。実はこの島のリキッドにはな――」

　アレックスは事前に得ていた情報をミレーヌに語った。

　それを聞いた彼女は目を丸くする。

「その情報は確かなのですか？」

「実のところ噂うわさレベルだった。しかし、さっきアスカムと話して確信に変わったよ」

「本当であれば、トリプルキングダムが興味を失うのも当然ですわ。売り物になりませんもの」

「その通り。だからこそ俺たちみたいな新興企業にチャンスが回ってくる」

「ですが……私たちで落札しても、売り物にならないのは同じでは……？」

　ミレーヌは不安そうに見つめてくる。

　リキッドに関して素人しろうとの彼女ですら気付くのだ。無論、アレックスの計算に入っている。

「心配することはない。策はある。な、イブ」

「うん。まかせといて！」

　イブは自信満々に自分の胸を叩いた。

　ミレーヌは、どうしてここでイブが出てくるのだろうという表情をしていたが、やがて頷うなずいた。

「分かりましたわ。アレックスが間違ったことをしないというのは知っていますから。それでこれから何をなさいますか？」

「情報の裏付けを取る。幸いにも入札は三日後だ。その時間を利用して調査を行なう。もっとも、機材もなければ人員もいないが。トリプルキングダムが既すでに嗅かぎつけているんだ。それらしい徴ちよう候こうがあるはずだ」

　アレックスがそう言うと、二人の少女は頷いた。やる気に満ちあふれた表情だ。

「じゃあ、明日にそなえて休んでおけよ」

　元気が有り余っているこの二人が大人しく休むとは思えなかったが、一応、言っておかねばならない。最悪アレックス一人で調査することになってもいいのだが、イブの知識は是ぜ非ひ欲ほしいところだ。

「はーい」

　するとイブは素す直なおに答え、なぜかアレックスと一いつ緒しよに部屋を出た。

「……？」

　今までアレックスがいたのは、イブとミレーヌのためにとったスイートのツインルームだ。なのにどうしてイブがそこから出てくるのだろう。休むのではなかったのか。

「もう、何を変な顔してるの、お兄ちゃん。私とお兄ちゃんは一緒の部屋だよ。決まってるじゃん！」

「いや。お前とミレーヌのために二人部屋を用意したんだが。そして俺の部屋にはベッドが一つしかない」

「そんなの知らないもん。お兄ちゃんと一緒じゃなきゃヤダ！」

「ヤダってお前、子供か」

　イブがアレックスに依い存そんしているのは前からだが、こんな我わが侭ままを言い出すのは初めて――ではないが、近頃では珍しい。

　もしかすると、知らない土地に来て不安なのかも知れない。

　だとしたら、少しくらいは甘あまえさせてやるべきだろうか。

「……分かった、分かった。しょうがない奴やつだな」

「わーい、お兄ちゃん、大好き！」

　満面の笑えみを浮うかべるイブを見て、アレックスまで笑顔になってしまった。どうも、イブのことばかりは言っていられない。自分もれっきとしたシスコンだ。

「まあ、それでしたら、私もご一緒しますわ」

　開けっ放しにしていたドアから、ミレーヌが枕まくらを持って出てきた。それにムルルとポポラも続く。

「なぜそうなる」

「私だけ仲間外れなんて酷いですわ」

「お前まで子供みたいなことを言い出すな。三人とも同じ部屋で寝ねたら、何のために二部屋借りたか分からないだろうが」

「まあ、そんなことを言って。さきほど私をあんなにドキドキさせておきながら、あとは知らぬ存ぜぬというのは酷すぎますわ！」

「そんなにドキドキしたのか」

「アレックスのような殿との方がたにあんなことを言われたら当然ですわ」

　ミレーヌはなぜか威い張ばるように言った。

「ふむ、そうか……」

　実際、そういう効果を期待してやったのだが、ここまで過か剰じように反応されると、アレックスとしてもどう返していいのか分からない。

「そうですの。ですから、さあ、今日は三人で仲良く眠りましょう」

「……イブもそれでいいのか？」

「いいよー、大勢の方が楽しそう！」

「ほら、イブちゃんもこう言っていることですし」

　確かに、イブがいいと言うのであれば、仕方がないかという気になってしまう。

　右みぎ腕うでをイブに、左ひだり腕うでをミレーヌに掴つかまれたアレックスは、果たして明日ちゃんと起きられるのだろうかと不安になった。




※




　アレックスの父、ジェフ・ベイリアルは、かつてルーメシア王国でリキッドの精製業を営んでいた。

　会社名は、ルーメシアリキッド。

　トリプルキングダムから購こう入にゆうしたリキッド原液を精製し、国内に出しゆつ荷かする小さな会社だった。

　精製所の処理能力は、一日当たり約百樽バレル。決して大規模なものではなかったが、それでもルーメシア王国の需じゆ要ようを一手に引き受けていた。

　ジェフ・ベイリアルはリキッド精製の功績により、ナイトの称しよう号ごうを得ていた。宮きゆう殿でんに出入りすることも度たび々たびあり、そのおかげでアレックスとシャロン姫は、幼い頃ころから顔見知りだった。

　アレックスは父を尊敬していた。優やさしい母も、可愛いイブも愛していた。いつか父の跡あとを継ついで、ルーメシア王国にもっと沢たく山さんのリキッドを供給することを夢見ていた。

　そんなある日。アレックスが十三歳のとき、ベイリアル家は、世界最大のリキッド産出国であるバニスター合衆国に渡わたった。

　ルーメシア国王の要よう請せいで、リキッドの採さい掘くつ業に参入することになったのだ。

　なぜ精製だけでなく採掘まで手がける必要があるのか？

　それはトリプルキングダムの価格設定にあった。

　彼かれらは本国以外にリキッドを販はん売ばいするとき、輸送費という名目で、とんでもない高値をつけていた。おかげで二大超ちよう大たい国こくとそれ以外の国では、十倍以上もの価格差があった。

　だが、ルーメシアリキッドが自分たちの手でリキッドを掘ほり、運び、精製すれば、まっとうな価格でルーメシア王国に供給することが出来る。

「アレックス。ルーメシアリキッドは、父さんのお爺じいちゃんが始めた会社だ。ずっと精製業をやってきた。けどな、やっぱりリキッドの醍だい醐ご味みは採掘にあると父さんは思っているんだよ。自分たちの手で鉱区を買い取り、穴を掘り、そして噴き出す瞬しゆん間かんに立ち会う。考えただけでワクワクしてくると思わないか？」

　父は船上でそう語る。少年のような瞳ひとみだった。しかしアレックスには、いまいち想像の出来ない世界だった。

「けど、お父さん。トリプルキングダムは、自分たち以外がリキッドを掘ろうとしたら邪じや魔ましてくるんでしょ？　よりによってバニスター合衆国で掘るなんて、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ああ、大丈夫だ。父さんに考えがある。競売にかけられた鉱区を手に入れるのは確かに難しい。資金力では連中に勝てないからな。しかし、父さんの凄すごいところをよーく見ていなさい」

　難しい話はよく分からない。

　だが、父が生き生きと仕事の話をしている姿を見るのは、アレックスにとって誇ほこらしいことだった。

「うん、見てるよ！　それで俺、大きくなったらお父さんみたいなリキッドマンになるんだ」

「はは、頼もしいな。けど、どうせなら、父さんより凄いリキッドマンになってくれ。ま、そう簡単に追い抜ぬかせたりはしないけどな」

　父ジェフ・ベイリアルの考えとは、個人の所有地を買い取って採さい掘くつするというものだった。

　バニスター合衆国の土地のほとんどは、各州政府の所有物となっている。その中から、リキッドの採掘地として有望そうな場所が逐ちく次じ、競売にかけられる。また個人の所有地であっても、自分の土地からリキッドが湧わくと知れば、持ち主は少しでも高く売るため、当然、競売を行なう。

　しかし中には、自分の土地にリキッドが眠ねむっているとは露つゆ知らず、また興味もないので調べようとすらしない者がいる。

　そういった人たちから、リキッドのことを伏ふせたまま土地を買い取ってしまえば、トリプルキングダムとぶつかることなく鉱区を手に入れることが出来る。

　ジェフはルーメシア王国にいたときから、バニスター合衆国の地図を何百枚も取り寄せ、土地に目星を付けていた。

　条件は、堆積盆地であること。価値の低い人里離はなれた場所であること。牧場や畑として活用されていないこと。

　そういった土地はたいていの場合、先祖代々受け継いできたが使い道がなく持て余している土地だ。買い付けは極きわめて容易だった。

　あとは採掘機を借り、作業員を集め、掘るだけだ。

「ねえ、お父さん。リキッドのことを黙だまって土地を買うのは、卑ひ怯きようじゃないの？」

「そう思うかい？　けど、あの人は使わない土地が売れて喜んでいたじゃないか」

「だけど、お父さんはもっともっと儲もうけるんでしょ」

「リキッドが湧いたらね」

「……湧くから買ったんでしょ？」

　アレックスには父が何を言っているのか分からなかった。

「そうだよ、父さんはここにリキッドが眠っていると確信している。だがアレックス。それはやっぱり、実際に掘ってみるまで分からないんだよ。リキッドの採掘は世界最大のギャンブルだからね」

「ギャンブル？」

「そうさ。いいかいアレックス。リキッド業界には大きく分けて四つの仕事がある。採掘、輸送、精製、販売だ。この中で後ろの三つ、輸送、精製、販売はまっとうな商売だ。一いつ所しよ懸けん命めい働けば、それだけお金になる。だけど、採掘は違ちがうんだ。頑がん張ばって掘っても、リキッドが湧くとは限らない。湧かなかったら、そこに使った膨大な金を無駄にしてしまう。お父さんはルーメシア王国に出資してもらっているからまだいいが、普通なら借金で首をつるしかない。自分の掘った穴からは一滴てきも出ないのに、隣となりの鉱区からは勢いよく噴出していた、なんて聞いただけで悔くやしくなる話だってある。その代わり湧いたら……一気に大金持ちだ！」

　両手を高く上げて熱弁する父に、そのときのアレックスはまだ共感できなかった。

　そんな危ない橋を渡らなくても、地道に働けばいいのにと思ってしまう。

「ねえ、お兄ちゃん。リキッド、なかなか出ないね」

　小屋の中から採掘現場を見ていたイブは、アレックスに語りかけてきた。

　窓からは、やぐらが見える。その下には穴を掘るためのドリルが吊つるされ、泥どろ水みずを吸い出すポンプやホースもあった。それらの装置を作動させるのにも精せい霊れい発動機とリキッドが使われている。

　リキッドを得るためにリキッドを使うのが、何だか不思議に思えた。

　三十人ほどいる作業員たちは、交代で装置のメンテナンスをしたり、泥水や土を運んだりしている。

　指揮を執とっているのは父だ。その姿はやはり格好良かった。

「あら、何だか揉もめているようね」

　いつの間にか後ろに立っていた母が、のんびりした口調で言った。

　母の言うとおり、父とルーメシアから一緒に来た社員が口論している。

「社長。この採掘機はもう限界です。無理です！」

「うるさい、いいからフルパワーで掘れ！　この岩がん盤ばんを貫つらぬけば、リキッドはすぐそこなんだ！」

「一体何を根こん拠きよに……一度引き上げて、改めて採掘ポイントを検討すべきです」

「貴様、俺が信じられないんだな。もういい。引っ込んでいろ！」

　そう言って父は、勝手に採掘機のレバーに手をかけた。その瞬間、地面を掘り進める音が一気に大きくなった。それからバギバギッと今までとは違う音も混ざり、そして遂に採掘機が止まってしまった。

「シャフトが折れた……」

　どこからともなく絶望の声が上がる。作業員たちは手を止め、唖あ然ぜんとやぐらを見上げていた。

「だから言ったじゃないですか社長！　この採掘機は借り物なんですよ。一体どうするんですかッ」

「待て、静かにしろ。この音が聞こえないのか！」

「……え？」

　父は口に人差し指を当てた。全員が沈ちん黙もくする。

　するとどうだろう。地面の奥おく深ふかくから、何かが昇のぼってくるような音が聞こえた。

　確実に、近づいてくる。凄すさまじい力を持ったものが、この場所を目指している。

　アレックスはいても立ってもいられず、窓から飛び出した。

「あ、お兄ちゃん、待って」

　イブも追いかけてきたが、アレックスはこのときばかりは、妹より自分の好こう奇き心しんを優先させていた。

　だが父は血相を変え、大声で怒ど鳴なった。

「駄だ目めだ、アレックス、イブ！　こっちに来るな。お前たちもだ。全員、やぐらから離れろ！」

　そのただ事ではない雰ふん囲い気きに、皆みなが蜘く蛛もの子を散らしたように走り出した。

　そして次の瞬間、やぐらが吹ふっ飛とんだ。

　ドリルもポンプも精霊発動機も、全てが空高く投げ出された。

　地面の底から噴き出したのは、七色に輝かがやくリキッドの原液。

　地面から空に向けて光の柱を作り、再び地上に降りそそいで虹にじを描えがき、七色のプールが出来上がる。

　勢いは衰おとろえるどころか激しさを増し、大地を震わせながらアレックスたちをずぶ濡ぬれにした。

「巨大産地ビツグ・レインボーだ！」

　そう誰かが叫さけぶ声が聞こえた。

「わはははは！　どうだ見たか！　やはりリキッドはあったんだ！　しかも採掘機を吹っ飛ばす勢いで出やがった。ルーメシア王国はもう二度とリキッドで頭を悩なやませることはないんだ。そして……俺たちは大金持ちだぞ！」

　父の絶ぜつ叫きようがどこからか聞こえてくる。

　アレックスはその七色の柱に見とれていた。完全に心を奪うばわれていた。

　――何と力強く、美しいんだろう。

　掘ってみるまで出るかどうか分からない。失敗すれば莫ばく大だいな借金を背せ負おう。世界最大のギャンブル。父はそう言っていた。

　そのギャンブルに勝利した者だけが見ることの許される、栄光の柱だ。

　父は勝った。

　――俺も、勝ちたい。

　父を超こえるリキッドマンになる。漠ばく然ぜんとしていた目標が、このときアレックスの中で確固たるものになった。




　日産、五千バレル。

　それが父が掘り当てたリキッド井い戸どの生産量だった。平均の倍以上である。

　ルーメシア王国の使用量を全て賄まかなってもまだ余る。

「余らせちゃ駄目だ。使うんだよ。発電量を増やせば、今までよりもっと多くの家に明かりが灯ともる。工場も増やせるぞ。そしたら工業製品を輸出することも出来る。俺たちが掘ったリキッドで、ルーメシア王国は生まれ変わるんだ。こんなに素晴らしいことが他にあるか!?」

　今のアレックスなら、父の興奮が理解できた。

　リキッドの醍醐味は採掘にある。

　その言葉の意味を、五感で体感した。ただたんに金になるというだけではない。そこには血を沸わかせるロマンがあった。

　しかも、この鉱区にはまだまだ余裕がある。採掘機を増やせば、日産一万バレルを超えるのは確実だった。

　世界でも有数のリキッド埋蔵量かもしれない。

　だが、その喜びに暗い影かげが差した。

　リキッド原液の出荷を始めてからほどなくして、原因不明の事故が多発したのだ。

　従業員居住地でのボヤ。食中毒。リキッドを運ぶ馬車隊が、盗とう賊ぞく団に襲おそわれるという事件も起きた。

　終しまいには土地の元々の所有者が、ジェフ・ベイリアルに土地をだまし取られたと意味不明の訴えを起こす。

　次々と問題は起きたが、それでも父の熱意は変わらなかった。

　トリプルキングダムの一つ、ハルバートが父の下を訪おとずれたのは、そんなときだった。

「色々と問題を抱かかえているようですな。それを解決するお手伝いをしたいのですが」

「……何が言いたい？」

「単刀直入に申し上げます。鉱区放棄フアームアウトしていただきましょう。勿もち論ろん、それなりの対価は払はらいます。あなたにとっても悪い話ではないはずですが？」

　父は聞く耳を持たなかった。

　当然だろう。この鉱区は苦心して手に入れたのだ。ルーメシア王国の未来を背負って立つ鉱区だ。いくら金を積まれても売れるはずがない。

　そのことがハルバートの逆げき鱗りんに触ふれた。

　盗賊団が採掘地に直接襲いかかってきたのだ。

　ライフルで狙そ撃げきされた。爆ばく弾だんを投げ込まれた。大たい砲ほうまで撃うち込まれた。

　絶対に盗賊団如ごときの火力ではなかった。しかも奪うことではなく、明らかに殺すことを目的にしている。

　何者かが彼らに力を与あたえ、命令したのだ。

　誰？　ハルバートに決まっている。

「おい、しっかりしろ、イブ！」

　燃えさかる採さい掘くつ場じようで、アレックスは妹を抱だきかかえ逃にげ惑まどった。

「お父さん、お母さん！」

　返事はない。ただ炎ほのおが燃える轟ごう々ごうという音だけが響ひびいていた。

　やぐらが崩くずれる。汲くみ上げたリキッドに引火し爆ばく発はつが起きた。

　焼けた作業員の死体が目の前に落ちてきた。

「ひぃっ！」

　アレックスは悲鳴を上げ、イブを連れて走った。

　走って走って、走り抜いた。

「お父さん、お母さん。どこにいるんだよ。助けてよ。このままじゃ全部燃えちゃう。せっかく、せっかく掘り当てたのに。リキッドも、ルーメシアの未来も、俺たちの命も、全部……くそっ、くそっ……くそぉぉぉぉぉっ！」




※




　アレックスはベッドの上で目を覚ました。

「……夢か」

　あれは七年も前の出来事だ。なのに今でも鮮せん明めいに思い出せる。幾いく度ども夢に出てきたし、その度にうなされた。

　アレックスは手で額の汗あせを拭ぬぐい、大きくため息を吐ついた。

　左右でイブとミレーヌが寝ね息いきを立てている。

　彼かの女じよらを起こさないように起き上がり、明かりを点つけようとする。しかし既に消灯時間の九時を過ぎていたので、スイッチを押おしても反応はなかった。

　この国には、たとえスイートルームであっても、余分な電気を使わせる余裕がないのだ。なにせ国全体でリキッドが不足なのだから。

　そこで昔ながらのランプにマッチで火を付ける。柔やわらかい光が部屋を灯した。

　床ゆかの上でムルルとポポラがくっついて寝ていたので、抱き上げてベッドの上に乗せてやる。それからウイスキーをグラスに注いで、一気に飲み干した。

　焼けるような感覚が喉のどを襲う。

　ソファーに腰こしを下ろし、二杯目を注いだ。

　酒に頼たよらなければ、この嫌いやな気分はどうしようもなかった。明日がどうなろうと、もう知ったことではない。

「アレックス……？」

　するとミレーヌも目を覚まし、こちらを向いた。

「悪い。起こしたか」

「いえ、構いませんが……もしかして、またあの夢を？」

「……まぁ、な」

　燃える採掘場の夢は、これまでも度々見ていた。

　かつて寝しん食しよくを共にしたブラックファングのメンバーは、そのことを知っている。

　ここしばらく見ていなかったのだが、よりによってイブとミレーヌがそばにいるときにうなされるとは。情けない限りだ。

「イブは眠ったままか？」

「はい。それにしても、アレックスの妹さんだけあって、本当に可愛らしいですわ」

　ミレーヌはイブの頬ほおを撫なで微び笑しようした。

「義理の妹だけどな」

「え、そうなのですか？」

　ミレーヌは驚おどろいた顔を作り固まった。

「イブの両親は、俺の父親の親友だった。昔から家族ぐるみの付き合いがあったから、もともと妹みたいな感覚だったんだが。仕事中の事故でイブの両親は死んでしまった。それで俺の父親はイブを引き取ることにしたんだよ。もう十年も前の話だ」

「そうだったのですか……申し訳ありません。私、無神経に……」

「別に気にしていない。それより、こっちに来て酒に付き合ってくれよ」

「はい。喜んで」

　ミレーヌはネグリジェ姿でこちらに歩いてきた。

　ランプに照らされたその姿が思った以上に官能的だったので、アレックスは見とれてしまった。

「まあ、アレックス。どうしたのですか？」

「別に」

「あら、そうですか」

　クスクスと笑い出したので、ミレーヌはアレックスが見とれていたことに気付いていたようだ。仕返しのつもりかも知れない。

　グラスにウイスキーを注いでやると、彼女はアレックスにピッタリと寄り添そい、胸を押しつけてきた。

「こんなに飲ませて、一体どうするおつもりなんですか？」

「さてな。だが、ミレーヌみたいな美人に抱きつかれたら、俺の理性も危あやうい。どうせなら隣の部屋に行って飲もうか。ここで声を出したら、イブが目を覚ます」

　アレックスとしてはささいな反撃のつもりだった。だというのにミレーヌは、顔を真っ赤にして目をそらす。

「……お前な。自分から話を振っておきながら、こっちが乗ると恥はずかしがるのやめろよ。気まずくなるだろ」

「だって、アレックスの話は具体的なんですもの……」

「じゃあ最初から人をからかおうとするな」

　アレックスは苦く笑しようしながら、ミレーヌの額を指でつついた。

　ミレーヌはいたずらを叱しかられた子供のような表情でこちらを見上げてくる。

　三年ぶりに再会し見事な美人に成長したものだと感心していたのだが、こうして見ると綺き麗れいなだけでなく、昔ながらの可愛らしさも残っていた。どうりで虐いじめたくなるわけだ。

　などと考えていると、アレックスは不意打ちを喰くらった。

　ミレーヌがアレックスを抱きしめ、その胸で包つつみ込んできたのだ。

「……ミレーヌ？」

「こうすると、少しは落ち着くでしょう？」

　まるで女め神がみのように優しい声だった。

　確かに、悪夢を見たあとの嫌な気分が、スーと溶とけていく。

「もう少し、このままでいいか？」

「はい。アレックスのお好きなように」

　気き恥はずかしいが、母親に抱きしめられているような感覚になってしまう。怖こわい夢を見た子供のようにすがりつき、完全に身を任せてしまう。

　するとミレーヌは頭を撫でてくれた。

　どうやらアルコールの助けを借りなくても、このまま眠れそうだ。

「ミレーヌ、助かったよ。ありがとう」

　アレックスは彼女の胸から体を離し、自分でも驚くほど穏おだやかな声で言った。

「ふふ。今回は私の勝ちですわね」

　そしてミレーヌは微笑ほほえみ、してやったりという顔をする。

「敵かなわないな」

　本当にそう思う。普ふ段だんは女性をからかって、適当に手なずけているふうを装よそおっているアレックスだが、所しよ詮せん、男は女に敵わない。

「冗談ですよ。アレックスがブラックファングにいたときは、何度も戦場で助けて頂きましたから。このくらいのお礼はしておかないと」

「じゃあ、これで貸し借りゼロってことか？」

「さあ、どうでしょう。個人的には、アレックスにはもっと色んなことをして差し上げたいのですが」

「俺も、もっとミレーヌに色んなことしてもらいたいな」

「まあ、アレックスったら……そんな」
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　酒の勢いだったかも知れない。

　しかしアレックスは、ふざけているのではなく、本気でそう言った。

　それを感じ取ったのか、ミレーヌは赤くなりながらも、目をそらさなかった。

　互たがいの吐と息いきが聞こえるほど近づく。

　アレックスは自分の心音が高鳴っているのを感じた。

　体温を感じ合い、唇くちびるを重ね――ようとした瞬間、

「うーん、むにゃにゃ……もっと焼きイカ食べたいよぉ……」

　ムードをぶち壊こわす、イブの間ま抜ぬけな声が流れてくる。

　それを聞いたアレックスとミレーヌは、顔を見合わせて、互いに苦笑した。

　さっきまでの艶あでやかな雰囲気は、どこかにいってしまった。

「寝るか。明日はやることが沢山あるし」

「そうですわね。そうしましょうか」

　惜おしい、とは思わない。

　アレックスはリキッドを掘るためにここに来た。それを思い出しただけだ。

　それを思い出させてくれたイブこそが、アレックスにとって一番のパートナーなのだ。

　少なくともトリプルキングダムを倒たおすまで、立ち止まることは出来ないのだから。







第二話　勝利への布石







　早く寝たお陰かげで、全員、朝の六時には目を覚ました。

　ホテルのレストランで朝食をとったあと、アレックスはイブとムルルを連れて、西ケルストリアを回ることにした。

「姫ひめ様さまの首がかかっている以上、この目で確かめるまで金を突っ込めないからな」

「分かりました。それで、私は何をすればよろしいのでしょう？」

　ミレーヌは、ソワソワした様子で尋たずねてくる。

　しかし今のところ、ミレーヌはＲＯＬの社員ではないし、正式に契けい約やくもしていない。何かを頼たのむ理由も必要もなかった。

　だがミレーヌが余りにも期待に満ちた顔だったので、無視するのも忍しのびない。

「……ミレーヌは、街で聞き込みをしてくれ。リキッドに関する噂を集めるんだ。どんな些さ細さいなものでも構わない」

「分かりましたわ。お任せを！」

　ミレーヌが胸を張ると、ポポラも一緒になって飛び上がった。

　かくしてＲＯＬは、社員と部外者の二手に分かれて調査に当たることになった。

　メインのアレックスとイブは、西ケルストリア全体を探たん索さくする。もっとも、いくら小さな国とはいえど、たった二人で見て回れるはずもない。

　そこでものをいうのがイブの知識だ。

　アーチボルト大学のリキッド工学科を卒業したイブは、もともと持っていた天性の才覚に磨みがきをかけ、誰だれよりも正確にリキッドの産出地を割り出すことが出来る。

　一度、飛行船から目視しているし、何度も地図を眺ながめて熟考していた。既に見当はついている。

　問題なのは、例の情報が正しいか否いなか。もし嘘うそであったらアレックスはこの島から撤てつ退たいすることになる。

　別にそれは敗北ではない。リキッドの採掘は世界最大のギャンブルなのだ。どうしたって慎しん重ちようにならざるを得ない。勝率が半分以下なのに勝負に出るのは、ギャンブラーではなく世捨て人のやることだ。

　そして勝率を把は握あくするために必要なのが、情報である。この世で最も確度の高い情報とは、自分の目で見た情報だ。

　そこでアレックスは借りた馬の背中にイブを乗せ、リキッドが湧きそうな場所に走らせた。

「イブ。暑くないか？　気分が悪くなったら、すぐに言うんだぞ」

「大丈夫。昨日より曇くもってるし、風が気持ちいいし。それに――」

　イブはアレックスの背中にしがみつく。

「お兄ちゃんとお出かけするの楽しい！」

「おいおい。何を今いま更さら」

　アレックスとイブは昔から一緒だった。二人で出かけたことだって数え切れないほどある。

「そうなんだけど……大学にいたときはあんまり会えなかったから、今、凄く幸せなの」

「……そうか。済まない。寂さびしい思いさせちゃったもんな」

　イブは大学生だった四年間、寮りようから通っていた。

　その間アレックスは、ブラックファングやハルバートの社員として、世界中を飛び回っていた。

　無論イブとて、大学や寮で友人を作っていただろうが、兄きよう妹だいの時間はとても少なかった。

　ほんの一ヶ月前まで、そういう生活をしていたのだ。

　反動で甘あまえたくなるのも無理はない。

「謝あやまることないよ。私とお兄ちゃんの目的は一いつ緒しよ。打だ倒とう、トリプルキングダム。そのためにお互い頑張ってきたんだから。だけど……そうだね。今まで会えなかった分、一いつ杯ぱい甘えちゃう！」

「こらこら。馬に乗っているときに余り動くなよ。落ちたら大ケガだ」

　イブは二度、家族を失っている。

　最初は実の両親。彼らはルーメシア王国を代表する機械技術者だった。

　そもそもルーメシア王国はリキッドこそ噴出しないが、鉄などの鉱物資源は豊富な土地だった。工場を稼か働どうさせる電力さえ確保できれば、工業国として一気に成り上がることも夢ではない。

　そんなルーメシア王国で、イブの両親は新型の精霊発動機を開発しようとしていた。

　現状の精霊発動機は、発電所にある大型のものから自動車に使われている比ひ較かく的てき小型のものまで、基本的な構造は同じだ。リキッドを精霊に与え、そこから発生したエネルギーでお湯を沸かし、蒸気の力でタービンを回している。

　仕組みとしては単純だが、その分、エネルギーのロスが大きい。その効率は、精霊が生み出したエネルギーの一割しか動力や電力として取り出せないという悲ひ惨さんなものだった。もし、蒸気という媒ばい介かいを使わずに、精霊が生み出すエネルギーを直接動力として使うことが出来たなら、それはエネルギー革命と呼べるものとなる。

　イブの両親はそれをやろうとしていた。

　しかし実験中の事故で爆発が起き、共に帰らぬ人となった。

　それからイブはベイリアル家に引き取られたが、ここでも新しい両親を失ってしまう。

　もうイブにとって、家族はアレックスしか残っていない。

「イブ。俺おれはお前を一人にしたりしないから、大丈夫だよ」

「うん、分かってるよ、お兄ちゃん。それに今はムルルも家族だもんね。寂しくないよ」

「ぴー」

　イブの頭の上に乗っていたムルルは、元気づけるように声を上げる。

「そうか、ムルルもいるもんな。こりゃ、俺の居場所が奪われそうだ」

「えー、そんなことないよ。お兄ちゃんはお兄ちゃん。ムルルはムルル。どっちも大切」

　イブは誰よりも家族を大切に思っている。だからこそ、家族を奪ったトリプルキングダムのやり方が許せない。

　その怒いかりは、もしかしたらアレックスより深いのかも知れない。

「イブ。一緒に、トリプルキングダムを倒すぞ」

「うん。まず手始めに、この島を手に入れないとね」

　そのために馬を走らせている。リキッドが豊富に眠っていると思われるポイントまであとわずかだ。

　そして幸いにも近くに村があったので、立ち寄って話を聞くことも出来た。

「エンシェント・リキッド？　ああ、もしかしてあれかな。ここから北にいった岩山に、虹にじ色いろの液体が染しみ出しているんだ。昔から有名だよ。ちょっと前に政府の人も調査に来てたな。けど精霊を見たことはないよ。リキッドが湧く場所には精霊が集まるって言うけど、そもそもこの島で精霊なんて滅めつ多たに見ないなぁ」

　畑仕事に熱心な農民たちから、重要な情報を聞き出せた。

　アレックスは礼を言って、馬を北に走らせた。

　村の周りは草原地帯だったが、すぐに岩いわ肌はだが広がる荒こう野やになる。

　目的の岩山は迷うことなく見つかった。

「お兄ちゃん、あそこ！　リキッドが湧き出てる！」

　イブの言うように、岩山の割れ目から、七色の液体が染み出し、水たまりを作っていた。

　大した量ではない。しかし村人たちが言うには、昔から知られた場所らしい。

　西ケルストリア政府も当然、把握しているに違いない。

　そしてアレックスは、自分の情報が正しかったことを自分の目で確信した。

「虹色の中に黒が混ざってるよ、お兄ちゃん」

　イブが呟つぶやいたその事実こそ、アレックスたちの行く末を左右する重大な条件だった。

　黒色が混じったリキッド原液を、業界ではエビル・リキッドと呼び、忌いみ嫌きらっている。なにせエビル・リキッドを精霊に与えると、とても嫌がられる。発動機が動かないばかりか、最悪、精霊に逃げられることすらあるのだ。

　そもそもエンシェント・リキッドとは、太古の神々の骸むくろが地中で変化したものと考えられている。しかし神話には、それら神々と対立した悪あく魔まも描かれていた。

　つまりエビル・リキッドの黒色は、悪魔の骸ということだ。

「情報どおりだな。しかも地上に自然噴出しているってことは、キングダムなら当然、この事実に辿たどり着ついているはずだ。なにせその辺の農民ですら知っているんだから」

　ケルストリア島は地質学的に、かなりのリキッド埋まい蔵ぞう量りようが期待される場所だった。だからこそトリプルキングダムがこぞってやってきた。しかし眠っているのがエビル・リキッドとなれば話は別だ。

「おい、ムルル。このリキッド原液を少し舐なめてみろ」

　アレックスは指先をエビル・リキッドで濡らし、ムルルの鼻先に近づけた。

「ぴー……？」

　ムルルは不ふ審しんそうな声を出しながらも、素す直なおに舌を出しアレックスの指を舐めとった。その瞬しゆん間かん、今まで聞いたこともないほどの絶叫を上げる。

「ぴー！　ぴぴぴ、ぴぃぃぃいっ！」

　目から涙なみだをポロポロこぼし、イブの頭にしがみつく。よほど不味まずかったらしい。

「ちょっと、お兄ちゃん。ムルルのことベンチマークに使ったら可哀かわい想そうだよ。そんなことしなくても見たら分かるじゃん。これ、売り物にならないよ」

　精霊は純度の高いエンシェント・リキッドを好む。

　だが掘ほり出されたばかりのリキッド原液は、水分、塩分、硫い黄おう分、ガス、その他様々な不純物を含ふくんでいる。そのために掘り出されたリキッド原液は、精製所に運ばれたあと、ろ過され、蒸留される。

　ところが悪魔の骸、いわゆる悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイと呼ばれる成分は、知られている限りどんな方法を用いても除去することが不可能なのだ。

　ちなみに、ムルルは精霊の中でも特にグルメで、少しでも質の悪いリキッドを飲むと途と端たんに不ふ機き嫌げんになる。逆に言えば、ムルルが喜んで飲むリキッドは最高の質ということだ。

　ムルルがここまで嫌がるということは、これはエビル・リキッドで間ま違ちがいない。

「悪かったなムルル。ほら、これで口直ししろ」

　アレックスは腰にぶら下げた水すい筒とうを開け、手の平に精製されたリキッドを垂らす。するとムルルは素す早ばやくそこに口を付け、大喜びで舐め始めた。

「ぴー」

「機嫌を直してくれたようで嬉うれしいよ」

　ムルルの体から、ほのかに赤い光が放たれた。リキッドを摂せつ取しゆしたことにより、エネルギーを放ち始めたのだ。

　今は一口舐めただけなので少し温かくなる程てい度どだが、大量に与えれば並の精霊でも自動車を動かすだけのパワーを放つ。ムルルに至っては、単体で機関車を動かすことすら可能だ。

　リキッドと精霊の反応を利用した精霊発動機は、今後、より一層重要度を増していくだろう。

　それはつまり、二大超ちよう大たい国こくとそれ以外の国の格差が、ますます広がっていくことを意味している。

　むしろ、このまま行けば、トリプルキングダムが二大超大国政府の力すら超えて、新たなパワーバランスを作り出すかもしれない。当然それは、ルーメシア王国や西ケルストリアといった小国にとって暮らしにくい世界に違いない。

　だからこそアレックスは、トリプルキングダムにリキッドを独どく占せんさせないため、ＲＯＬを設立したのだ。

「イブ、ホテルに戻もどるぞ。これで計画を進める条件が整った。あとは網あみにかけるだけだ。お前の働きに期待してるぞ」

　アーチボルト大学のリキッド工学科を首席で卒業したイブの頭脳こそが、ＲＯＬの切り札なのだ。トリプルキングダムの持つ十数兆レーラの資金力も、二大超大国の軍事力も、イブの前では霞かすんでしまう。

　身内びいきが入っているかも知れないが、アレックスは本当にそう思っている。

「了りよう解かい！　任せといて、お兄ちゃんのために論文発表しないで封ふう印いんしてたんだから」

　イブは無む邪じや気きに言う。

　それがどれほど世界に影えい響きようを与えるのか、自覚しているはずだ。外見と言動が幼くても、その頭脳は天才なのだから。

　しかしイブは打倒トリプルキングダムのため、その全能力をＲＯＬに捧ささげてくれている。

「イブ、お前がいてくれて本当に良かったよ」

　イブ以外にも、尊敬や信しん頼らいに値あたいする者は沢たく山さんいる。しかし、アレックスが絶対に模も倣ほうできないとサジを投げた才能の持ち主は、イブだけなのだ。全ぜん身しん全ぜん霊れいを注いでも、イブと同じ分野で並び立てる気がしない。

「えへへ、私もお兄ちゃんがお兄ちゃんで良かったぁ」

　イブはとろけそうなほどの笑え顔がおになり、ギュッと抱きついてきた。

　その可愛かわいさにアレックスも頬が緩ゆるむのを止められず、抱きしめ返した。
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　夕方、ホテルに戻ると、ミレーヌは先に帰ってくつろいでいた。

「あら、お二人ともお帰りなさい」

　バスローブ姿でソファーに腰こし掛かけて、手にはブランデーを注いだグラスを持っている。開いた胸むな元もとにはポポラが挟はさまっていた。

「どこのセレブだ、お前」

「あら、スイートルームに泊とまっているのですから、セレブといっても差さし支つかえないでしょう？」

「セレブなら自分の部屋代くらいは払ってもらいたいものだな」

「……そ、それはそうと、アレックスたちは何か収しゆう穫かくがありましたか？　私は面おも白しろい話を聞いてきましたよ」

　ミレーヌは誤ご魔ま化かすように目を泳がせ、話の矛ほこ先さきをそらした。もっとも、そのそれた先こそが本題なので、アレックスとしても望むところだ。

「俺たちはリキッドが湧わき出ている現場を見つけたよ。情報どおり、エビル・リキッドだった。あれじゃ売り物にならない。ミレーヌが聞いた話ってのは？」

「キングダムは三つとも全すべて、この競売から撤退するそうです」

「ほう。誰から聞いた」

「キングダムの方々から直接」

「……直接だと？」

「はい。ホテルのバーに行ったら、いかにもリキッド関係者らしき人が三人固まって飲んでいたのです。なので私も交ぜて頂き、色々お聞きした上に奢おごってもらいました。皆さん、撤退を決めていたせいか、情報の出し惜しみがありませんでしたわ。何でも、西ケルストリア政府は、ここのリキッドの品質が悪いのを隠かくして競売を行なおうとしたとか」

　ミレーヌは当然のように語る。それにしても大だい胆たんな行動だ。

　情報収集を頼んだのはアレックスだが、よりによって敵であるトリプルキングダムに直接聞くとは。流石さすが、ブラックファングの一員として幾度も死線を潜くぐり抜ぬけてきただけある。肝きもの据すわり方は、その辺のビジネスマンとは比べものにならない。

「そうか、やはり知っていたか。教えてやる手間が省けたな」

「え？　教えてあげるつもりだったの？　情報は自分で独占した方が強いと思うんだけど」

　そこでイブが不思議そうな声を上げた。

　科学的知識においては比類のない彼女だが、それ以外においては年相応のあどけなさを表すのだ。もっとも、そうでなければアレックスの出番がなくなってしまう。

「それは場合によりけりだ。リキッドが売り物にならないと知れば、連中、諦あきらめて帰るだろ。実際そうなっているしな。となれば必然的に、残った俺たちＲＯＬが落札できる」

「ああ、なるほど！　やっぱりお兄ちゃん、頭いい！」

「その歳としでアーチボルト大学を出たイブの方が凄すごいよ」

　アレックスは、ぴょんぴょん飛び跳はねるイブの頭を撫でてやった。

　しかし、今度はミレーヌが首をかしげて尋ねてきた。

「やはり入札に参加するおつもりですか？　売り物にならないと分かっていて？」

「ああ、当然の疑問だな。けど、売り物にならないってのは従来の方法を使ったときの話だ。な、イブ」

「うん。まっかせといて！　私の実力、見せてあげるんだから！」

　そこまで言ってもミレーヌは合が点てんがいかず、難しい顔をしていた。

　当然だろう。イブのような小さな女の子が、トリプルキングダムの技術部が束になっても敵わないほどの頭脳を有しているなど、普ふ通つうは想像も付かない。

　だが、イブは正しよう真しん正しよう銘めいの天才だった。

　トリプルキングダムを始めとする各研究機関が大枚をはたいても実現できなかったことを、この小さな頭脳で易やす々やすとやってのける。

　エビル・リキッドが精製できないという常識は、まもなく覆くつがえされるだろう。
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　入札は鉱物資源省のビルで行なわれる。

　入札に参加する者は、決められた時間までに鉱物資源省へ行き、入札内容を書いた書類を、専用の箱に入れることになっていた。

　時間が過ぎたあと、職員の手によって開かい封ふうされ、審しん査さに入る。この審査には鉱物資源省の職員のみならず政治家も関かかわってくるので、何日か時間がかかるのが普通だ。

　しかし今回の入札は、速攻で決まるとアレックスは確信している。

　それを裏付けるような絶ぜつ叫きようが、入札を行なうフロアから聞こえてきた。

　階段を登り現場に行くと、案の定、三人集まった各キングダムの社員と、それに縋すがり付くアルフ・アスカムの姿があった。

「ミスター・アスカム。我々はこのまま黙だまって去ることも出来た。しかしそれでは礼を失すると思い、こうして断りを入れに来たのです。我々キャメロンブラッド、ハルバート、エクストラの三社は、今回の入札を見送らせて頂きます。理由はお分かりですね」

「そんな、待って下さい！　西ケルストリアの鉱区は優良です。絶対にリキッドが出るのです！　それを三社とも……」

「出る、出ないの問題ではありません。問題なのは品質です。西ケルストリア政府は、この島のリキッドに悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイが含まれているのを知りながら、我々に隠したまま競売を行なおうとした。違ちがいますか」

「そ、それは……」

「よって西ケルストリアのリキッドは、エビル・リキッドです。精製しても流通ルートに乗せられない。故ゆえに価値がない。それが我々の総意です。それでは、ごきげんよう、ミスター・アスカム。またの機会に」

　アルフ・アスカムはそれ以上何も言えず、床に座すわり込んでしまった。

　放心するアスカムを無視して、トリプルキングダムの三人は踵きびすを返して歩き始めた。

　世界のリキッド業界を三分する、王者の行進だ。

　彼かれらに見放された以上、この国のリキッド開発は頓とん挫ざした。

　この場にいる者は全員、そう考えているだろう。アレックスを除いて。

「やあ、アレックス。お互い、とんだ無む駄だ足あしだったね。まあ入札前に分かって良かったよ。もし落札してから悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイが見つかったら、僕ぼくらは見せしめに報復しなきゃいけない。正直、面めん倒どうだからね。ところで昨日バーに来ていた女の子。君のところの社員なんだろ？　凄い美人じゃないか。うらやましいよ、全く」

　ハルバートのエミールはアレックスの前で足を止め、散々言いたいことを言って去って行った。

　流石さすがはキングダムの出世株だ。傲おごりに傲りまくっている。

　三人の姿がフロアから消えた頃ころを見計らって、アレックスはアスカムに近づき、その肩かたを叩たたいた。

「ミスター・アスカム。キングダムを逃のがしたのは痛かったでしょうが、まさか入札を中止するなんて言いませんよね。困りますよ、それは」

　アスカムは何を言われたのか分からないといった顔で見上げてくる。

　五秒ほどしてようやく言葉が脳に届いたらしく、目を見開いてアレックスの腕うでを握にぎりしめた。

「あ、あなたは入札して下さるのですか！」

「はい。そのために来たのですから。本来ならあの箱に封ふう筒とうを入れて夜になってから開けるのでしょうが、入札者が私一人ではその必要もないでしょう。これがＲＯＬの入札内容です」

　アレックスは書類が入った封筒をアスカムに直接渡わたした。

　彼は狂きよう喜きを浮うかべてそれをむしり取った。なにせ絶望の中に投げ込まれた、唯ただ一つの光明なのだ。

　だが、中を確かく認にんしたアスカムは体を震ふるわせ、声を荒あららげた。

「な、何ですかこれは！　鉱区使用料年間二億レーラ……これは分かりますが、この取り分８％って何ですかっ？　相場の半分だ！　こんなの聞いたこともない」

　無論、アレックスも聞いたことがない。普通なら政府側の取り分は15％程度が相場だ。

　８％というのははっきり言って無む茶ちや苦く茶ちやである。

　しかし最初に無茶を言って、そこから折り合いを付けていくといった交こう渉しようをするつもりもなかった。

　このまま通すのだ。

「ミスター・アスカム。気持ちは分かりますが、我々とて慈じ善ぜん事業をやっているのではない。もともと採さい掘くつには金がかかるし、おまけに悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイというハイリスクもある。一体、どこの誰が相場で買ってくれるというのですか？」

「で、ですが……」

「もう一度、改めて企き業ぎようを集めて仕切り直しますか？　しかし既すでにトリプルキングダムには見放された。彼らの口からあっという間に噂うわさは広がるでしょう。そうなれば、エビル・リキッドしか出ない鉱区に見向く者はいなくなる。ここで私の条件を蹴ければ、西ケルストリアのリキッドは永遠に眠ねむったままです。８％どころか、０％だ」

「ゼロ……！」

　その未来はアルフ・アスカムにとって、絶対に避さけねばならぬものに違いない。

　西ケルストリアの現状は恐おそらく、ルーメシア王国とさして変わらない。いやむしろ、東ケルストリアという軍事独裁国家と隣りん接せつしているのだから、一段と逼ひつ迫ぱくしているだろう。

　トリプルキングダムに頭を下げ、媚こびへつらい、わずかな量のリキッドを高値で売ってもらう。そのために国民の生活を圧あつ迫ぱくし、成長を阻そ害がいし、希望を閉ざす。

　今回の競売は、起死回生を狙ねらった大バクチだ。なにせ、あのトリプルキングダム相手に詐さ欺ぎを働こうとしたのだから。

　それも失敗に終わった。

　成功するわけがない。企くわだてた段階で失敗していたのだ。

「ミスター・アスカム。よく考えて下さい。あなた方はＲＯＬに鉱区を貸してくれるだけでいい。あとの調査も工事も、全て我々がやります。西ケルストリアはノーリスクで、年間二億レーラと、掘ったリキッドの８％を現金か現物か好きな方で受け取れる。悪くない話だと思うのですが？」

　一度どん底に落ちた相手からすれば、こんな条件でも砂さ漠ばくの中のオアシスに思えるだろう。現にアスカムの瞳ひとみは媚びるようなものになっていた。

　しかし実際には相場の半分なのだ。

「わ、分かりました……ですが、これは私の判断だけでは決められません。持ち帰って、上の判断を仰あおがねば……」

「当然でしょう。私の宿しゆく泊はく先さきはご存じですよね？　ではいい返事を期待していますよ」

　このとき既にアレックスは、獲え物ものを仕留めたことを確信していた。

　そして次の日の昼には、アレックスの条件を呑のむことを告げる電話が、アルフ・アスカムからホテルにかかってきた。

　西ケルストリア全体の採さい掘くつ権けんが二年間、ＲＯＬに与あたえられる。その対価としてＲＯＬは、採掘したエンシェント・リキッドの８％を月に一度、現金か現物で西ケルストリア政府に渡す。それとは別に鉱区の使用料として年間二億レーラを支し払はらう。

　全てアレックスの思い描えがいたとおりに進んでいた。
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　ケルストリア島に来た当初は、本当に上う手まくいくのだろうかという懸け念ねんがあった。

　だがフタを開けてみれば、アレックスの圧あつ倒とう的てき勝利だった。

　しかもキングダムたちは負けたことに気付いていない。新興企業が焦あせって欠けつ陥かん鉱区を買ってしまったとしか考えていないだろう。

　せっかく敵が油断しているのだ。

　気付かれる前に一気に工事を進める。

「まずは採掘機の確保だ。それがないと話にならない」

　アルフ・アスカムからの電話を受けた後、アレックスはイブとミレーヌを連れ、ホテルのレストランで昼食をとっていた。

　そこで今後の方針を話し合うことにしたのだが、とにかく採掘機が必要だった。それなしでリキッドを掘るというのは、船なしで海かい賊ぞくをやるようなものだ。

「あら。採掘機でしたら、港の倉庫にありましたわよ？」

　ミレーヌが厚切りのステーキにフォークを突つき刺さしながらそう言った。アレックスはそんな彼かの女じよの図ずう々ずうしさに感心していた。

　ミレーヌのホテル代を出しているのはアレックスだ。勿もち論ろん、レストランの代金もだ。ミレーヌはびた一文出していない。なのにステーキ。ワインまで飲んでいる。

　一方、当のアレックスはパスタで済ませている。イブもハンバーグだ。

「お前な、少しは遠えん慮りよという言葉を知ったらどうだ」

「あら、器うつわの小さいことを仰おつしやらないでください。鉱区が落札できたのでしょう？　なら、お祝いと言うことで豪ごう勢せいにいかなければ」

「ああ、そうか。だったら俺も飲む」

「じゃあ、私もー」

　やけになったアレックスはウイスキーを。イブはオレンジジュースを頼んだ。

「では、かんぱーい」

　ミレーヌの音おん頭どでグラスをぶつける。

「だがな、ミレーヌ。言っておくが、祝しゆく杯はいを上げるのはまだ早いんだぞ。俺たちが一息吐つけるのは、リキッドを掘り当てたその瞬間だ」

　鉱区の採掘権を得るのも、採掘機を手に入れるのも、全てはリキッドのためだ。

　リキッドが手に入らなければ、全ての過程は徒労に終わる。結果が出なければ、何の意味もない。

「分かっています。でも、小休止くらいはいいじゃありませんか」

「まったく……で、港の倉庫に採掘機があったって？　どうしてミレーヌがそんなことを知っているんだ？」

「私のレギオンフレームを倉庫に預けたのですが、その隣となりに採掘機があったのですわ」

　またしてもミレーヌは、重大なことを当然のように語る。

「おいおい。レギオンフレームを持ち込んだなんて聞いてないぞ。というより、倉庫代を持ってきたのにホテル代は持っていないのか。おかしいだろ」

「だってカールがくれなかったものですから……あと、倉庫代も今月分だけで、来月分からはアレックスが払はらってくださいね」

　ミレーヌは笑顔で言った。

　それにしても、とアレックスは思う。

　ブラックファングは、かつてアレックスが使っていた物を含めて、レギオンフレームを四機しか保有していない。そんな貴重なレギオンフレームをアレックスのために送り込んできた。鉱区を落札できる保証はどこにもなかったのに。実に酔すい狂きような話だ。

「仕方がない。採掘権を得た以上、ブラックファングとは正式契約を交かわすことになるからな。倉庫代くらい払ってやるよ」

　その倉庫にあったという採掘機は、リース業者がキングダムに貸すために用意した物だろう。しかしリース業者の当ては外れ、キングダムは全て撤退してしまった。

　ここでＲＯＬが名乗りを上げれば、リース業者は大喜びで貸してくれるだろう。

　採掘機を購こう入にゆうすれば七千万レーラはするが、リースなら年間一千万レーラで済む。

　自分も相手も得する理想的な取引だ。
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　昼食後、アレックスはイブとミレーヌを連れ、港の倉庫に向かった。

「ああ、ほら。あれですよ」

　ミレーヌの言ったとおり、倉庫には黄色いレギオンフレームと採掘機が並んでいた。

　採掘機は使い込まれているが、手入れも十分に行き届いている。問題無さそうだった。

「あとは持ち主を調べ、交渉するだけですわね」

「まあ、向こうが貸したくて、こちらが借りたいのだから、交渉というほどのことではない」

　倉庫の管理者に少し金を握らせれば、採掘機の持ち主はすぐに分かるだろう。

「そっちの方はミレーヌに任せた。俺とイブは行くところがある……おいイブ。どうした？」

　ふと目をやると、イブはムルルを抱だきかかえたまま、レギオンフレームをジッと見つめていた。まるで取りつかれているようだ。

「あ、ごめん。レギオンフレームを間近で見るの初めてだったから、つい」

「……別に謝ることじゃない。好きなだけ見たらいい」

「うん」

　イブの両親は精せい霊れい発動機の実験中に死亡した。その精霊発動機の申し子ともいえるレギオンフレームを前にして、イブとしては思うところがあるのだろう。

　イブはアレックスが掲かかげた打倒トリプルキングダムのためにリキッド工学科に進んだ。しかし、両親の跡あとを継つぐため機械工学への思い入れもあったはずだ。実際、イブの才能はそちらでも光るものがあった。

「ねえ、お兄ちゃんもブラックファングにいた頃は、レギオンフレームに乗って戦ってたんだよね？」

「まあな」

「アレックスは本当に強かったですわ。私なんかではとても敵かないません」

　イブとミレーヌの言葉で、アレックスは三年前を思い出す。

　レギオンフレームで戦場を駆かけ抜ける高こう揚よう感は、ビジネスでの戦いとは全く別の生々しさがあった。久しく忘れていた野性の戦いだ。

「よく言うぜミレーヌ。お前だって『雷らい撃げきの魔ま女じよ』と恐れられた傭よう兵へいじゃないか。その名を聞くだけで、どこの国の兵士も震え上がる」

「ですが、私よりアレックスの方が強かったですわ」

「へえ、お兄ちゃん、そんなに強かったんだ！　お兄ちゃんには通り名ないの？」

「俺は名が知られる前に引退したからな。そういう恥はずかしいものはないんだ」

「は、恥ずかしいですか……？　私、かっこいいと思っていたのですが」

　人の好みはそれぞれなので、アレックスは何も言わないことにした。

「大だい丈じよう夫ぶ！　私も『雷撃の魔女』ってカッコイイと思うよ！」

「まあ、流石はイブちゃん。良いセンスをしていますわ」

　それにしても妹までミレーヌと同じセンスなのは困った。あとでじっくり話し合う必要があるかも知れない。

「そろそろ次の行動に移りたいんだが」

「あら、そうですわね。ところでアレックスとイブちゃんはどこへ行くのですか？」

「地じ震しん探査のための爆ばく弾だんを調達しに行く。軍関係者に知り合いがいるから、分けてもらえないか聞いてくる」

「へー、お兄ちゃん、顔が広いね！」

「流石はアレックスですわ」

　イブとミレーヌは感心した声を出す。

「言っておくが、ミレーヌも知っている人だぞ」

「そうですの？　あ、もしかしてガルム将軍？」

「そうだ。あの人は物分かりがいいからな。多分、爆弾くらい、気前よく分けてくれるだろう」

　アレックスはミレーヌと倉庫を出たところで分かれ、イブとムルルを連れて街を歩き始めた。

　西ケルストリアは相変わらず暑いが、だいぶ慣れてきた。日ひ陰かげを選んで行けば、それほどでもない。

　これがバニスター合衆国の首都ならば、ビルのお陰で街全体が日陰になり、いざとなればタクシーに乗ることも可能だ。それが出来ないという不便が、逆に楽しかった。

　露ろ店てんではパイナップルやマンゴーなどを売っている。それら色いろ鮮あざやかなフルーツを見ていると、小腹が減ってきた。

「ねぇねぇ、お兄ちゃんも食べる？」

　するとイブがバナナを一ひと房ふさ手に持って駆け寄ってきた。

「いつの間に買ってきたんだ？」

　目にも留まらぬスピードとはこのことだ。ムルルなど既に皮を剥むき、イブの頭の上でモグモグ食べていた。

「え、普通に今買ってきたんだけど」

「そんな食べてばっかりだと太るぞ」

「だって、こんなに美味おいしそうな物を前に我が慢まんするとか無理だし。我慢は体に毒だし」

「ぴー」

「あと成長期だから太らない！　縦に伸のびるだけ！」

「……そうか」

　イブが人並みに大きくなった姿はアレックスの想像力を超こえていた。しかし信念は時として奇き跡せきを起こす。可能性としては、キングダムのあらゆる施し設せつに隕いん石せきが同時に落下して操業不能になるくらいの確率だが、それとてゼロではないのだ。

「俺も一本もらおう……残りは全部イブが食べるといい」

「うん。美味しいよー」

　イブの無邪気な笑顔が不ふ憫びんで仕方なかった。

　そしてガルム将軍の自宅に行き呼よび鈴りんを鳴らすと、ありがたいことに本人が現れた。

　既に六十歳を超えた歴戦の勇者であり、その顔には深い皺しわが刻まれていた。だが肉体はいまだ筋肉質で、衰おとろえはまるで見えない。

「アレックス!?　アレックス・ベイリアルか！」

　将軍は破顔し、アレックスの手をガッチリと握ってくる。

「お久しぶりです将軍。ご在宅でよかった。私では基地には入れませんからね。言付けを頼たのんで帰るのを覚かく悟ごしていたのですが」
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「今日はたまたま休きゆう暇かでね。特にやることもなく家で腐くさっていたのだが、君が来てくれるとは嬉しい。鉱区を落札したらしいじゃないか。まあ、中に入りたまえ」

　ガルム将軍の軍人としての経歴は、アレックスの年ねん齢れいを倍にしたよりなお長い。一兵卒から始まり、今では全軍を束ねる将軍の地位にある。それだけこの島には出世の機会が多い――すなわち戦乱が多いということだ。

　そしてガルム将軍は、三年前、東ケルストリア軍が西への侵しん攻こう作戦を進めていたとき、ブラックファングを雇やとい入れた張本人である。

　諜ちよう報ほう機関によって東側の侵攻作戦の情報を得た当時の西ケルストリア政府は、東側への先制攻こう撃げきで意見がまとまっていた。しかしそれは、自国の軍を使っての先制攻撃だ。

　練度の低い西ケルストリア軍では、奇き襲しゆうを仕し掛かけても失敗する可能性が高い。

　そこでガルム将軍は、プロの傭兵を使うことを主張した。

　傭兵など得体が知れないという反発があったが、将軍は強ごう引いんにブラックファングとの契けい約やくを結んだ。

　結果、ブラックファングは東ケルストリア軍に決定的な打だ撃げきを与え、紛ふん争そうを未然に防いだ。その作戦にアレックスも参加していたのだ。

「ところでアレックス。君の隣にいるお嬢じようさんは？」

「妹のイブです」

「よろしくお願いします」

　イブはぺこりと頭を下げる。

「ほう、君にこんな可愛らしい妹さんがいるとは知らなかった。イブくんはオレンジジュースでいいかな？」

「はい、ありがとうございます」

「ぴーぴー」

「おっと。ムルルもオレンジジュースかね？」

「ぴー」

　ガルム将軍はコップと皿にオレンジジュースを注ぎ、そして二つのグラスに上等のウイスキーを注いだ。

　休暇中の将軍なら昼間から酒を飲んでも問題なかろうが、アレックスは仕事中だ。それでも断らず頂ちよう戴だいしたのは、単純に飲みたかったからだ。それに将軍は厳格そうに見えて大の酒好きだ。酒の席では交渉もまとまりやすい。

「それでアレックス。わざわざこんな老人の家を訪ねてきたのはなぜかね？　まさか、タダ酒を飲みに来たわけではないのだろう？」

「別に酒を飲むためだけに来てもいいのですがね。将軍のウイスキーコレクションは一級ですから。しかし、今回は仕事のためです。リキッドの場所を探さぐる地震探査のため、爆弾を分けて頂きたいのです」

「何だ、そんなことか。それならお安いご用だ。この国の新しい産業のためだからな。好きなときに好きなだけ使ってくれたまえ。話は通しておこう。だがそれより……」

　自分とアレックスのグラスに琥こ珀はく色いろの液体を注つぎ足しながら、ガルム将軍は一いつ旦たん言葉を切った。そしてアレックスを心配げに見ながら、低い声を出す。

「大丈夫なのかね？　この国のリキッドは、素しろ人うと目めに見ても質が悪いぞ。あれでは掘ったところで経費がかさむばかりだと思うのだが」

　トリプルキングダムと同じように、将軍もあのリキッドは商売にならないと判断したようだ。普通なら、誰だれだってそう思うだろう。

「まあ、何とかなりますよ。ところで将軍。そう次から次へと注がないでください。まだ昼ですよ」

「おっと、済まない。君と再会できたのが嬉しくてね。そうだ、今夜、食事でもどうかね？　いいレストランがあるんだ。もっとも、バニスター合衆国にいた君から見たら田舎いなかの食堂に見えるかもしれないが」

　将軍がいいレストランと評価する店は、いい酒を出すに決まっている。断る理由はなかった。

「ご謙けん遜そんを。この国の料理は最高ですよ。是ぜ非ひご一いつ緒しよさせてください。ミレーヌを連れて行っても構いませんか？」

「ブラックファングのミス・アントワーヌかね？」

「ええ。彼女は今この島にいますよ」

「そうか、彼女にも是非会いたいな。では今夜七時に、ホテルまで迎むかえの馬車を向かわせよう」

　アレックスとガルム将軍は握あく手しゆを交わした。

　イブはオレンジジュースを飲みながらずっと黙っていたが、レストランで出てくるであろうご馳ち走そうを想像したのか、じゅるりと涎よだれを飲み込んだ。




※




　ガルム将軍に食事に誘さそわれたことをミレーヌに伝えると、大喜びで衣装を選び始めた。

　この前ミレーヌとイブは大量の買い物をしていたが、その大半が衣服だった。人の金だと思って贅ぜい沢たくをしすぎだろう。

「わー、ミレーヌさん、そのスリット大胆！」

「あら、これくらい普通ですわ。それよりイブちゃん、このドレスなんか可愛いと思うのですが」

「うん、私もそれがいいと思ったんだけど、こっちの白いのも捨てがたいんだよね」

　などと二人で大はしゃぎをする。

　アレックスなど一いつ張ちよう羅らのスーツしかないというのに。

　しかし美しく着き飾かざるのは女性の権利であり義務でもある。そう思っているアレックスはあまり強く言えなかった。

「いい加減時間だぞ。早く決めろ。そこの……水色のやつがいいんじゃないか？」

　部屋に散乱するドレスの中から、アレックスはイブに似合いそうなのを直感で選んだ。するとイブとミレーヌは顔を見合わせキョトンとする。

　もしや間ま違ちがった選せん択たくをしたのだろうかとアレックスは不安になったが、むしろ逆だった。

「流石お兄ちゃん！　いいところに目を付ける！」

「数ある中から一いつ瞬しゆんで見み抜ぬくなんて、やはりアレックスは凄いですわぁ」

「感心していないで早く着き替がえろイブ。七時まであと十分だぞ」

「え、お兄ちゃんが見てる前で……？　そんな……でもお兄ちゃんになら全部見られても……いいよ」

「まあ、禁断の愛ですわ！」

「ミレーヌ、お前は少し黙れ」

　結局、三人がロビーに降りたのは七時ギリギリだった。

　ガルム将軍が手配してくれた馬車は、五分ほどでレストランまで運んでくれた。

　その店内に入ってアレックスはホッとする。客の服装がカジュアルで、和わ気き藹あい々あいとしていた。むしろ、気合いの入ったイブとミレーヌの方が浮いている。これならムルルとポポラを連れてきても良かったかも知れない。

「おや、来たかね」

　窓まど際ぎわのテーブル席で、ガルム将軍が手を上げた。

　そして同じテーブルに、もう一人座っていた。アレックスはその男を知っている。前に一度会ったことがあるし、そもそもこの国で最も有名な人間だ。

「まさか首しゆ相しようまでいらっしゃるとは」

　西ケルストリアの国家元首、その人であった。

「久しぶりだね、ミスター・ベイリアル。そしてミス・アントワーヌ。三年ぶりになるのかな？」

「アレックスで構いませんよ、首相。ちなみに正確には三年四ヶ月ですね」

「再びお目にかかれて光栄ですわ」

　ミレーヌはドレスの裾すそを広げ、上品にかしこまった。そのとき一瞬、首相の目線が彼女の胸に注がれたが、それは仕方のないことだろう。男なのだから。

「ふむ……ミス・アントワーヌは一層美しくなったな。そして、君は貫かん禄ろくが付いたな、アレックスくん」

「ありがとうございます。首相は相変わらずお若いままで」

「はは、そのお世辞は三年の間に覚えたのかな。それとも元からか？　まあ、かけたまえ。ご婦人方を立たせたままにするのも忍しのびない」

　首相に勧すすめられるままアレックスたちは椅い子すに腰こしを下ろした。

　そしてイブを紹しよう介かいしてから、四つのワインと一つの葡ぶ萄どうジュースで乾かん杯ぱいする。

「しかしアレックスくん。急に私が出てきて驚おどろいただろう？」

「ええ、首相が来るとは聞いていなかったので。私に何か急ぎの用件でも？」

「はは。そう大した話ではない。我わが国くにの採掘権を、たった８％で落札した男に嫌いやみの一つでも言ってやりたくなってね」

　首相はアレックスにイタズラっぽい笑えみを向けた。

　アレックスは国家元首の嫌みに臆おくさず、それならばと言い返す。

「奇き遇ぐうです。私もエビル・リキッドを競売にかけた人物に、嫌みを言っておきたかったところです」

　そのアレックスの言葉を聞いたイブとミレーヌは、ギョッとした顔になった。

　ところが当の首相は、満足げに頷うなずいた。予想どおりの反応だ。

「やはり君は骨があるな。図太い。まあ、そうでなくてはその若さでリキッドに手を出そうなどとは考えないだろうが。私がここに来たのは、君たちに礼を言いたかったからだよ。三年前、ブラックファングによってこの国の安全が守られた。そして今、ＲＯＬという新企業によって産業が羽ばたこうとしている。今まで西ケルストリアは、申し訳程てい度どの鉱物資源と果物を出しゆつ荷かするしか能のない国だった。これからは違う。エンシェント・リキッドという戦略資源を扱あつかうのだ。もう東にでかい顔はさせんよ」

　首相は全てをやり遂とげたような満足げな表情を浮かべた。鉱区が無事に落札されたことで安心しきっているのだろう。

　だが、アレックスに言わせればまだスタートラインにも立っていない。

　掘ほるのはこれからなのだ。工事が無事に進むという保証はない。リキッドが確実に湧くという保証もない。それにアレックスは、イブが悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイを除去できると知っているが、首相は違う。問題は山積みのはずだった。

　にもかかわらず無責任に喜ぶ首相を見てアレックスは、悪人ではなさそうだが有能かどうかは疑問、と考えた。

　そして料理が並んでからは、とりとめもない雑談に花を咲さかせた。まずはイブの愛らしさから始まり、三年前のブラックファングの活かつ躍やくで盛り上がる。

　イブはアレックスの戦いぶりを聞けるのが嬉うれしいらしく、目を輝かがやかせていた。もっとも、それは料理に興奮していたからという可能性もある。

「ところで首相と将軍にお聞きしたいのですが、東側の動きはどうなっているのでしょう？　近々、軍事行動に出る可能性は？」

　アレックスが尋たずねると、首相も将軍も気楽な顔のまま首を振ふった。

「心配は無用だ、アレックス。三年前、ブラックファングが徹てつ底てい的てきに叩いてくれたお陰で、すっかり大人しくなった。無論、監かん視しは怠おこたっていないが、怪あやしい動きはない。戦争を始められるほど、奴やつらの軍事力は回復していないのだ」

　と語って、将軍はワインを飲んだ。

「そもそもリキッド不足は西も東も同じだからね。東はそれをコツコツ貯ためて軍事行動を起こしたが、一歩目を踏ふみ出した途と端たんにブラックファングにつまずいたんだ。あと何年かはご遠慮願いたいね」

　首相も東の動きに懸念がないようだ。

　二人に対しアレックスは「なるほど」と短く返す。

　この島の状じよう況きようは首相と将軍の方が遥はるかに詳くわしい。東側が軍事行動に出る余力はない、という情報は間違ってはいないのだろう。

　しかし裏を返せば、力さえあれば東は今すぐにでもこちらに攻せめてくるということでもある。

「一つ気がかりなのは、トリプルキングダムの動きです。連中は西ケルストリアの鉱区を無価値と判断して手に入れなかった。しかし私は、ここで利益を挙げる方法を知っています。それを見たときキングダムたちがどう動くか。特にハルバートは手て荒あらな方法を積極的に使ってきます。その思おも惑わくと東ケルストリアが結びついたとしたら、かなりやっかいなことになるでしょう」

　アレックスは首相と将軍の注意を喚かん起きするため、少々しつこく食い下がった。

　それに対し首相は少々うっとうしそうな顔を作った。せっかくの料理を不味まずくするなというジェスチャーだ。

「そうは言うがね、アレックスくん。いくらキングダムと呼ばれていても、所しよ詮せんは企き業ぎようだろう？　そして西ケルストリアと東ケルストリアは本物の国家だ。そこで起こる衝しよう突とつとなれば、まごうことなき戦争だよ。一企業がそこに介かい入にゆうしてくると言うのかね？」

「そうです。更さらに言えば、介入ではなく、支配です」

　アレックスがそう言うと、首相と将軍は顔を見合わせ、まさかという表情を作った。

　無理もない。彼らはキングダムと直接矛ほこを交えたことがないのだ。

　超ちよう大たい国こくを後うしろ盾だてに暴利を貪むさぼる悪徳企業という認にん識しきしかないのだろう。

「とにかく、いつ何が起きてもいいように準備だけは怠らないで下さい」

　アレックスが念を押おすと、

「西と東は常に戦争状態にある。君に言われるまでもなく、我が軍はいつでも戦える」

　ガルム将軍が不ふ機き嫌げんそうに答えた。

　彼は英えい雄ゆうと称たたえられ、アレックスから見ても優すぐれた戦術眼を持った男だ。それでも一企業が国家に介入するという状況が想像できないらしい。

　――まあ、西ケルストリア政府には最初からあまり期待していない。ようは俺おれの邪じや魔まさえしなければいいんだ。

　アレックスは既に、東ケルストリア軍が攻めてくることを想定していた。いや確信といってもいい。

　その上で、自分は鉱区を守ることが出来ると絶対的な自信を持っていた。







第三話　包囲網完成







　バニスター合衆国最大の都市、クロスロードシティ。

　人口四百万人を有し、超ちよう高こう層そうビルが立ち並ぶ経済の中心地だ。

　立ち並ぶ摩ま天てん楼ろうは、それを有する企業の象しよう徴ちようとして天を目指し、それらの群れが国を象徴する景観となっている。

　今やバニスター合衆国は、世界を見下ろしているのだ。

　そんなクロスロードシティの中心部において、一ひと際きわ高い二つのビルがあった。

　合衆国企業の双璧、ハルバートとエクストラの本社である。

「はぁ……」

　ハルバートの探鉱開発部に所属するエリン・エイリーは、オフィスから下界を眺ながめつつ黄昏たそがれていた。

　エリンはただでさえ美人な上、腰まである漆しつ黒こくの髪かみに、アイスブルーの瞳という人目を惹ひく風ふう貌ぼうをしていた。細身の長身に鋭するどい目つきが取っ付きにくいという者もいれば、逆にそれがたまらないという男もいた。

　エリンとしては周囲を威い嚇かくしているつもりはないし、お高くとまっているわけでもない。しかし周りからは、クールでミステリアスな女と評価されているらしい。

　だがエリンは、まだ二十歳はたちの小こ娘むすめだ。頭の中は同年代の若者たちとそれほど変わらない。

　実際、エリンは恋こい煩わずらいをしていた。

　ほんの一ヶ月前まで同どう僚りようだった、アレックス・ベイリアルのことが頭から離はなれないのだ。

　二年前、同期で入社したエリンとアレックスだが、周囲から寄せられる期待は対照的だった。

　エリンはアーチボルト大学の経済学部卒業。

　アレックスはルーメシア王国とかいう王室の歴史以外に取とり柄えのない田舎出身。

　出世レースの本命であるエリンに対し、アレックスは入試の結果が良かったから取とり敢あえず採用してみたというだけの存在だった。

　しかし、その評価はすぐに逆転する。

　始まりは入社一ヶ月目のことだった。まだ研修期間も終わらないド新人だったアレックスが、部長に頼まれてもいないレポートを提出したのだ。

「アレックス。君のレポートを読んだ。これは一体何だね？」

「書いてあるとおりですが？」

　明らかに不機嫌な部長を前にしても、アレックスは一いつ切さい悪びれていなかった。横から見ているエリンたちの方が緊きん張ちようしていた。

「君はシカルーマ共和国からの撤てつ退たいを主張しているが、私にはその理由が分からんのだがね」

　完全にアレックスを馬ば鹿かにした口調だった。

「部長もご存じのはずです。あの国では今、クーデターが起きています」

「そんなものは新聞を読んでいる者なら誰だって知っている。だがシカルーマ共和国では、この二十年だけで三回もクーデターが起きた。そして三回とも政府軍によって鎮ちん圧あつされている。その間、ハルバートは何の問題もなくリキッドを掘り続けた」

「ええ、その通りです。ですが今回のクーデターは、過去の三回とは決定的に異なります。これまでのクーデターが反政府テロリストによるものであるのに対し、今回のは神治主義者によるものです。彼かれらにはナボコフ連れん邦ぽうの後ろ盾があります。もしハルバートがシカルーマ共和国から撤退せず鉱区を持ち続けるつもりなら、合衆国政府の介入を要よう請せいするべきです」

「いらんよ。今まで通り、シカルーマの現地軍だけで大丈夫だ」

「ではせめて、現地にいる社員に帰国を命じてください。このままでは巻き込まれます」

　ここで部長の忍にん耐たいが限界を迎えた。

「だまれ！　貴様ら新人は言われたことをやっていればいいんだ！　ましてお前のような田舎者が大ハルバートの方針に口を挟はさもうなどと身の程を知れッ！」

　フロアの外まで響ひびく怒ど声せいだった。

　なのにアレックスは少しも萎い縮しゆくせず、むしろ部長を憐あわれむように見ていた。

　その一週間後、シカルーマ共和国の政権は倒たおれ、神治主義者によるクーデターが成功した。現地にいたハルバートの社員は皆みな殺ごろしにされた。

　二度目の事件は、三ヶ月の研修期間が終わった直後だった。

　探鉱開発部に回された新人はエリンとアレックスを含ふくめ五人いたが、それぞれに鉱区の取得が任された。失敗してもいいから、取り敢えず一人でやってみろというのだ。

　研修期間中、先せん輩ぱいたちについて回り、ある程てい度ど交こう渉しようを理解しているとはいえ、やはりいきなり一人でやるのは難しい。

　エリンたちは合衆国内で競売に出されている鉱区を探し、入札に参加した。だが全すべてライバルであるエクストラに取られてしまった。

「どうだ、リキッドの難しさが分かっただろう。この商売は一ひと筋すじ縄なわではいかない。そのことを忘れるなよ」

　部長はエリンたち四人を並べ、嬉しそうに説教していた。

「ところでアレックスの奴はどこに行った。最近オフィスに来ないじゃないか」

　その部長の問いに対し、アレックスの教育係だった社員が申し訳なさそうに答える。

「それが……あいつ、国外に行ったみたいで……」

「国外だとっ？　どこだ。誰が許可をやった。有給の申しん請せいを受けた覚えはないぞ」

「それが休暇ではなく……その、国内の鉱区は競走が激しすぎると言って、勝手に。私がそれを知ったのも、アレックスが国際電話をかけてきてからでして」

「じゃあ何か。あいつ会社の金で行ったのか!?」

「そのようです……」

　部長は自分の机を殴なぐり、Ｆワードを連発してアレックスを罵ののしりまくった。それから経理部に、二度とアレックスの領収書を受け取るなと抗こう議ぎの電話をした。

「帰ってきたらクビにしてやるぞ、あの田舎者めがッ！　それで、どこの国に行ったんだ？」

「……シカルーマ共和国……です」

　それを聞いた全員の顔に驚きが走った。

　あの国は今、神治主義者の手によって支配されている。ハルバートは旧シカルーマ政権と契約を交わしリキッドを採さい掘くつしていたが、それを一方的に反ほ故ごにされ、それどころか現地にいた外国人は皆みな、殺されるか捕ほ虜りよにされてしまった。

　そんな場所にのこのこ出向くなど、自殺行こう為いでしかない。

　しかし、ここでもアレックスは驚くべき結果を出した。

　一ヶ月後、神治主義者による新政権が倒れ、バニスター合衆国に亡命していた前首相が返り咲ざいたのだ。

　首相は自分をバックアップしてくれた礼にと、前よりもいい条件で採掘権を与あたえてくれた。だが、ハルバートにはバックアップした覚えなどない。

　ただ、ブラックファングという民間軍事会社ＰＭＣから、心当たりのない請せい求きゆう書しよが届いた。アレックスの仕し業わざなのは明らかだった。

「アイツは会社の金で勝手に傭兵を雇やとって戦争したんだぞ！　研修期間が終わったばかりの新人が！」

「だがシカルーマ共和国の鉱区が戻もどってきた。しかも前よりいい条件でね」

　重役たちは渋しぶ々しぶながらも、アレックスを認めるしかなかった。

　ところがアレックスは本社に帰ってこなかった。

　バニスター合衆国に帰国はしたものの、向かった先はカスペット州だった。

　カスペット州は合衆国に四十ある州の中で、おそらく最も悪名高い。その最大の産業は大たい麻まの栽さい培ばいである。州の議員の大半はマフィアから莫ばく大だいな献けん金きんを受けているし、それどころか議員本人がマフィアという例もある。いわば悪の巣そう窟くつ。

　外国の企き業ぎようであるキャメロンブラッドはおろか、ハルバートやエクストラですら尻込みする未開の地だ。

　だが同時に、大量のリキッドが眠ねむっている新大陸最後のフロンティアでもあった。

　アレックスはマフィアから土地を買い取った。それもハルバートの調査部が採掘ポイントの最有力候補としていた場所だ。

　不可能と思われていた取引を、研修期間が終わったばかりの新人がやってのけたのだ。

　二ヶ月ぶりに本社に帰ってきたアレックスを、皆が祝福した。既すでに彼は探鉱開発部のエース同然だった。

　エリンはアレックスを食事に誘い、どんな魔ま法ほうを使ったのか尋ねた。

　すると彼の答えは呆あつ気けなかった。

「正確な情報。迅じん速そくな行動。そして誠実さ。ここにハルバートの後ろ盾があれば大たい抵ていのものが買える」

「簡単に言いますが……」

「例えば、シカルーマ共和国。あれは運が良かった。新聞とラジオの情報だけでも神治主義者が国をまとめ切れていないのは分かったし、旧政権の亡命先がバニスター合衆国だったから。あとは現地に赴おもむき、シカルーマの国民を一つにまとめ、傭兵も加えて神治主義者を討つ。そのあと旧政権を返り咲かせて恩を売れば、鉱区は勝手に戻ってきた。正確な情報と迅速な行動が功を成したわけだ」

　夕飯の作り方でも語るかのように、アレックスは簡単に言う。

　だが、どう考えても十代の小こ僧ぞうの手に負えることではない。それこそ、一国の諜報機関が総力を挙げて臨のぞむようなオペレーションだ。

　それをたった一人でやってのけたのだ。このアレックスという男は。

「ではカスペット州は？　あそこのマフィアは我々ハルバートやエクストラがいくら交こう渉しようしても、絶対に土地を売っても貸してもくれなかったはずですが……」

「ただたんに買いたいだけなら簡単だな。天てん井じよう知しらずに金を積み上げるか、暴力で脅おどせばいいんだ」

「ええ。しかしいくらリキッドが儲もうかると言っても、無限の利益を生むわけではありません。経費と売上のバランスを考えれば、そこにつぎ込める金額もおのずと決まってしまいます。それにマフィア相手に暴力というのも……」

「その通り。損益分ぶん岐き点てんがある以上、どこの企業も出せる金額は似たり寄ったりだ。ではどうする？　どこで差を付ける？　それはな、俺たちの人格を買ってもらうんだよ」

「人格、ですか？」

　何のことか分からないエリンは、首をかしげる。

「そうだ。例えばエリン。君には売りたい物があったとする。それを買いたいという人物が二人現れた。どちらも提示した金額は同じだった。ならばどうする。どちらに売るか、彼らの人となりで決めないか？」

　エリンはハッとし、ワイングラスを持った手を止めた。

「こいつとビジネスをしたい。そう思わせることが大事なんだ。俺はマフィア相手にそれに成功した。まあ、最初に出向いたときは二十人くらいに銃じゆう口こうを向けられ追い返されたがね。首領ドンの好きな音楽、食べ物、酒、自動車、スポーツ、星座、信条、何でも調べて友達になったよ。一番良かったのは、隣となり町まちの組に襲おそわれた現場にたまたま居合わせて、首領を助けることが出来たことだ。あれがなかったら、俺は手ぶらで帰ってきただろう」

　そう言いながら、アレックスはステーキを口に運ぶ。

「……本当に、たまたまだったのですか？」

　エリンがそう問うと、アレックスは意地が悪そうにニヤリと笑った。

　その笑みを見た瞬しゆん間かん、エリンは彼に惚ほれていた。

　今まで出会ったどんな男よりスケールが大きい。そう確信してしまう笑みだった。

　だがアレックスは今から一ヶ月前、突とつ然ぜん退社してしまった。理由はよく分からない。ただ、故郷に帰るとだけ言っていた。

　エリンは結局、想おもいを伝えることが出来なかった。初はつ恋こいだったのだ。自分でもどうしていいのか分からない。忘れることも出来ない。

「ふぅ……」

　二度目のため息をついたとき、電話が鳴り響いた。

「はい、こちらハルバート、探鉱開発部第一課」

「やあ、エリン。僕ぼくだよ、エミールだよ」

　受話器から聞き慣れた男性の声が流れてきた。

「あら、お兄様……ではなく、課長。お疲つかれ様さまです」

　エミール・エイリーはエリンにとって実の兄であると同時に、直属の上司でもあった。

　今まで沈しずんでいたエリンだったが、兄の声を聞き、少しだけ笑え顔がおになれた。アレックスも好きだが、やはり血の繋つながった家族というのも大切なのだ。

「西ケルストリアの入札は、予定通り見合わせたよ。エビル・リキッドなんかいらないからね」

「ええ、それがよろしいでしょう。課長は今どちらに？」

「まだケルストリア島さ。空港で飛行船を待っている。週に一本しか便がないっていうんだから田舎は困るよ」

　兄のいかにも苦労していますという口調が、エリンは可笑おかしかった。

「そんなことを言って。入札をボイコットしたあと、海でナンパでもしていたのでしょう。せっかくの南の島ですからね」

「流石さすがは妹。よく分かっているね。ああ、そうそう。ナンパで思い出したんだが、ここの採掘権を買ったバカが一人いるよ。誰だか分かるかい？」

「え……私の知っている人でしょうか」

　エミールの話では、西ケルストリアのリキッドは、一目見ただけでそうと分かるほど悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイが多いらしい。

　なにせ何の知識もない現地住民にすら知れ渡わたっていたというのだから、それを隠かくしたまま競売にかけようとした西ケルストリア政府に呆あきれてしまう。まさかバレないとでも思っていたのだろうか。

　そんなあからさまな欠けつ陥かん鉱区に、入札した者がいる。確かにバカとしかいいようがない。

　しかし、そんな愚おろか者ものの知り合いなどいただろうか。

「お前をたぶらかしたアレックスだよ。あいつハルバートを辞やめて、リベンジャー・オブ・ルーメシアとかいう会社を興おこしたんだって。しかも凄すごい巨乳の女の子を雇って。僕以上のナンパ者だね」

「なっ、巨乳の女の子!?」

　エリンは残念ながら、あまり胸が大きい方ではない。それは最も早はや、努力してもどうにもならないものだ。もしや、アレックスは巨乳が好きなのだろうか。だとすればエリンは諦あきらめるしかないのか――

「――ではなく、アレックスが起業して、西ケルストリアの鉱区を落札したのですか？　それは本当に？」

「疑うなんて酷ひどいな。確かだよ。そのリベンジャー・オブ・ルーメシア、通つう称しようＲＯＬは、もう採掘機まで手配してるみたいだ。流石さすがアレックス、動きが速い――と言いたいところだが、どんなに早く掘ったところで出てくるのはエビル・リキッドなのにねぇ」

　電話の向こうで兄は笑っていた。哀れみと侮ぶ蔑べつを混ぜた嘲ちよう笑しようだった。

　エリンも、それがアレックス以外の話だったら、同じような反応をしただろう。

　だが、あのアレックスが何の考えもなしに欠陥鉱区を落札するだろうか。

「と言うわけで、僕はこれから飛行船に乗るから。途と中ちゆうの乗り換かえを入れても、四日後にはそっちに着くと思うよ。部長によろしく。それじゃ」

　電話が切れてからも、エリンはしばらく唖あ然ぜんとしていた。

　アレックスのことを考えていたときに、丁度その消息がつかめた。それは嬉しいが、起業していたとは予想外だった。いや、彼の才覚を考えれば、誰かに使われるより使う方が合っているのかも知れない。

　それにしてもリベンジャー・オブ・ルーメシアという名前からして、彼の故郷であるルーメシア王国で起たち上げた企業なのだろう。どうする気なのだ。まさかリキッド業界でトリプルキングダム相手に、覇はを競きそうつもりだろうか？

　ありえない。如い何かにアレックスといえど無む謀ぼうすぎる。蹂じゆう躙りんされ排はい除じよされるだけだ。

　現実的に考えれば、下した請うけ企業としてやっていくことになる。それでも彼なら、かなりの富を成せるはずだ。

　同じリキッド業界に居続けるなら、もう一度会うチャンスもあるだろう。それどころかハルバートの社員であるエリンなら、そのＲＯＬとやらを顎あごで使う立場となる。アレックスの上に立ったのだ。
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　エリンの頭の中で、立場を利用してアレックスと関係を築く妄もう想そうが広がっていく。

　――ああ、アレックス。私に逆らえば取引を中止しますよ。ハルバートの販はん売ばい網もうを使わずにリキッドを捌さばけるのですか？　ええ、初めから素す直なおにしていればいいのです。さあ、跪ひざまずいて私の靴くつを舐なめてくださいな。

「ふふ、ふふふ……」

「おい、エリンくん。今の電話、エミールからか？」

「はっ、部長！」

　いつの間にか隣となりに部長が立っていた。しかもエリンの口端からヨダレが垂れている。凄すさまじい失態だ。

「はい、その、お兄……エミール課長からです。予定通り入札はキャンセルしたと。これから飛行船に乗って、四日後に到とう着ちやくする予定です」

「そうか。今回は会社の金でバカンスだけして帰ってくるわけか。羨うらやましい限りだ」

「それと……リベンジャー・オブ・ルーメシアという企業が採掘権を落札したそうです」

「何だそれは？　聞いたことがないが新興企業か」

「はい。アレックス・ベイリアルが起ち上げたそうです」

　部長はその名にどんな反応をするだろう。

　怒おこるのか。悲しむのか。それとも喜ぶだろうか。

　そのどれでもなかった。

　部長は鼻で笑ったのだ。

「何だ、アレックスの奴。突とつ然ぜん辞やめたと思ったら社長になりやがったか。強ごう欲よくなアイツならやりそうだが、それにしても焦あせりすぎだろう。あんな欠陥鉱区を落札して。まあ、辞めた奴がどう苦しもうと、我々には関係ない。せいぜい高みの見物をさせてもらおうか」

　部長の性格の悪さと小者っぷりがにじみ出ていた。関係ないと思うなら、見物などせず自分の仕事に邁まい進しんすればいいのだ。

　それにしても、アレックスは本当に何を考えているのだろうか。

　――調べてみる必要がありそうね。

　もしかしたら自分がアレックスを過大評価しているだけなのでは、という疑ぎ惑わくを抱いだきつつ、エリンは調査部に向かった。




※




「さあアレックス。約束どおり水着姿になりましたわ」

「約束、約束～～」

　アレックスが部屋でムルルにリキッドを与えていると、不意に二人の水着少女が入ってきた。

　ミレーヌは白いビキニだった。ただでさえ爆ばく発はつ的てきなプロポーションをしているのに、それを強調するような際きわどい布面積である。凶きよう器きと言って差さし支つかえない。

　一方、並んで入ってきたイブは、いかにも子供っぽいフリルのついた花はな柄がらのワンピース。その体のラインは、まな板以外の何物でもない。見比べていると悲しくなってくる。

「約束……？」

「もう、忘れたのですかアレックス。水着姿をお見せすると約束したではありませんか」

「ああ、そんな話もあったな」

　前にイブとミレーヌで、正気とは思えない量の買い物をし、ボーイの体力を抉えぐり取っていたときのことだ。確かに、買ってきた水着を見せてもらうという話があった。色々あって忘れていた。

「で、どうですかアレックス。ご感想は」

「そうだな、悪くない。いや、むしろ目の保養だ」

　嘘うそも誇こ張ちようもなく、アレックスは素直にそう答えた。

　イブは妹ながら可愛かわいいし、ミレーヌが美人なのは言うまでもない。モデル顔負けのスタイルだ。普ふ通つうなら金を払はらわねば見られないものを無料で晒さらしてくれるのだから、いい機会とばかりにアレックスはしげしげと観察した。

「うーむ、くびれのラインが凄い……！」

「ちょっとアレックス、そんなに見つめないでください！」

　ミレーヌは赤くなり、イブの後ろに隠れた。

「自分から見せに来たくせになぜ隠れるんだ？」

「だって、恥はずかしいんですもの……」

「じゃあ自分から水着になるなよ、変態かお前は」

　変態と言われたミレーヌは頬ほおを膨ふくらませるが、実際、恥ずかしいのを我が慢まんして自ら露ろ出しゆつするのは変態の所業だ。アレックスは何も間違っていない。

「まあまあ、ミレーヌさんが変態かどうかはさておき、せっかく南の島なんだから海に行こうよ。行かなきゃ損だよ。むしろ何しに来たのか分からない！」

　イブの主張に対し、リキッドを掘るために来たのだと反論するのは簡単だった。

　しかし一理あるようにも思える。

　採掘権は無事に落札し、採掘機も手に入れた。あとは人員が集まればすぐにでも作業に入れるが、逆に言えば集まるまでやることがない。まとまって遊べる時間は今だけだろう。

　そして今日は狙ねらったかのように快晴だ。

「そうだな、行くか、海」

「わーい、流石お兄ちゃん。話が分かるぅ」

　この島はこれといった産業がない代わりに、海の美しさは超ちよう一級だ。

　白い砂すな浜はまにヤシの木。青い空にエメラルドグリーンの海という、絵に描かいたような楽園が広がっている。

　その上、観光地化されていないのでほとんど貸し切り状態だ。

　これを前にして禁欲しろというのは、確かに人間の摂せつ理りに反している。

　アレックスは頷き、海に向かうことにした。

「うみー、うみうみ、うーみぃ！」

　イブは波打つ海岸に向かって全速力でつっこんでいく。そのあとをムルルがパタパタと羽ばたいて追いかけて行った。

「イブちゃんは無む邪じや気きですわね。ひねくれた兄とは大おお違ちがいですわ」

「何だミレーヌ。随ずい分ぶんな言い方じゃないか……って、いつの間に」

　背後から声がしたので振り返ると、ミレーヌは砂浜に大きなパラソルを立て、その下でうつ伏ぶせに寝ねそべっていた。こんな物をいつの間に準備していたのだろう。流石、雷らい撃げきの魔ま女じよという異名は伊達だてではない。

「さあ、アレックス。背中にサンオイルを塗ぬって下さいな！」

　ミレーヌは顔だけを上げ、気合いの入った表情を向けてくる。まるでこれから決けつ闘とうに臨むような目だった。

「どうした急に」

「リベンジですわ。今度こそアレックスを私の魅み力りよくでメロメロにして差し上げます！」

「ほう」

　ミレーヌは毎度毎度、自分から色いろ仕じ掛かけをするくせに、途中で怖おじ気けづいて逃にげ出す。そのミレーヌが再び戦いを挑いどんできたのだ。

　今度はどこまで耐たえられるかとアレックスは楽しみに思いつつ、ミレーヌの隣に座すわり込んだ。

「いいだろう。望みどおりオイルを塗ってやる。嫌だと言ってもやめないからな」

「ええ、お願いしますわ」

　そう答えるミレーヌの声は若じやつ干かんうわずっていた。早くも緊張している。これでは先が思いやられる。しかしアレックスは、前言どおり、途中でやめるつもりはない。

　サンオイルの瓶びんを手に取り、ミレーヌの背中に丹たん念ねんに塗っていく。

　途中、ポポラがふわふわと纏まとわり付き邪魔だったので、砂浜に埋うめておいた。

「ア、アレックスったらいやらしい手付きですわ」

「そうか？　普通だろ。お前が意識しすぎてるだけだ」

「意識などしていません！」

「そうか、なら遠えん慮りよなく」

　などと言ってアレックスは、背中から尻、太ももへと手を伸のばしていく。

　するとミレーヌは身じろぎを始めた。

　そう言えば、昔からかなりのくすぐったがり屋だった気がする。

　であれば、もっと指先でゆっくりとなぞるようにしてやるべきだろう。

「ひゃんっ！　アレックス、そんな触さわり方してはいけませんわ」

「乙おと女めの柔やわ肌はだだ。優やさしくしないとな。ほら、次は前だぞ」

「え、前は自分で塗ぬれますわ……」

「おいおい。そっちから誘さそっておいてそれはないぜ。大だい丈じよう夫ぶ。もうくすぐったくしないから」

「いえ、ですが……」

　ミレーヌの声は完全に震ふるえており、アレックスをメロメロにすると息巻いていた元気はどこにも残っていなかった。

　――本当に虐いじめ甲斐がいのある女だ。

　そろそろ許してやろうかとも思ったが、あまりにも楽しいので、もう少し続けることにした。

　だが、しかし。

「うぉぉぉい、お兄ちゃん何やってるのぉぉぉっ！」

　アレックスが脅おびえるミレーヌの肌はだに手を伸ばした瞬間、顔面にビーチボールが激しく衝突した。アレックスは衝しよう撃げきで跳はね飛ばされ、それどころか砂浜を無様に転がり、三回転半したところでようやく止まる。

「……痛いだろイブ。何するんだ」

「それはこっちの台詞せりふ！　私が目を離した隙すきにミレーヌさんと、その、い、いやらしいことして……私というものがありながら。そんなにミレーヌさんが好きなの!?」

「うむ。ミレーヌも好きだ」

　アレックスは正直に言った。

　するとミレーヌは胸を張り、自信満々の顔になる。

「うふふ、やはりアレックスは私を愛して――って、『も』って何ですか！」

「何って、そのままの意味だ。俺の好きな女性リストに、ミレーヌも入っている」

「また『も』って言いましたわ！　ちょっとどういうことですの？　詳しく説明してください」

　詳しくと言われても困る。

　この世界にはミレーヌ以外にも、魅み力りよく的てきな女性が大勢いる。故に一人に絞しぼれない。全員大好きだ。ただそれだけのことである。

「お兄ちゃん。私は私は？」

「イブのことも好きだが……でもイブはミレーヌとちょっと違ちがうな。特別だ」

「わーい、特別だってぇ。やっぱりお兄ちゃんは私が一番好きなんだよ。ミレーヌさんには悪いけど、私こそがメインヒロイン！　妹最強！　たった一年一いつ緒しよに働いただけの仲では太た刀ち打うちできないのです、むふー」

「まあ、イブちゃん、何てことを言うのです！　私はアレックスと共に戦場をかけ、何度も死線を乗り越こえてきたのです。その絆きずなの深さは、ただたんに長く一緒にいただけでは到とう底てい達し得ないものですわ。共きよう闘とうするヒロインこそメインヒロイン！　ですわね、アレックス！」

「お、おう……」

　迫せまってくるイブとミレーヌが必死すぎて、アレックスは若干引いてしまった。

　アレックスは女性を困こん惑わくさせたり煙けむに巻まくのは好きだが、自分がそうされるのは苦手だ。

　それにイブがそのメインヒロインとやらになるのは考えにくい。確かに世界で一番大切な人だが、義理とはいえ妹なのだ。

「とりあえず、二人とも落ち着け。俺は今のところメインヒロインを求めていない。その論争はまたにしよう」

　この場を切り抜ぬけたい一心で放った言葉だが、それが別の疑惑を生んでしまう。

「メインヒロインを求めていないってことは……つまりお兄ちゃん女に興味がないっ？」

「まあ、アレックス！　あなたホモだったのですか！」

「違うぞ、断じて！」

　これほど不ふ名めい誉よな疑惑があるだろうか。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで否定しなければならない。

「じゃあ、どういうことなのさ？」

「どうもこうも、特定の女性にしばられたくない。それだけだ」

　そう答えると、ミレーヌが眉まゆをひそめる。

「では、私たちの他にも気になる女性がいるのですか？」

「ふむ。そうだな……いる」

「だ、誰だれですの!?」

「あっ、私分かっちゃった！　姫ひめ様さまでしょ！」

「ルーメシア王国の王女殿でん下かですか？　くっ、それは強敵ですわ！」

　ミレーヌは悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ締しめた。

「お前がそんなに俺おれを想っていたなんて知らなかったよ」

「べ、別にアレックスが好きなわけではありませんわ！　ただその……狙った獲え物ものを逃がすのは悔しいだけです」

　ミレーヌは顔を真っ赤にし、そっぽを向く。

　そこまで本気になって否定することもないのに、とアレックスは少し残念な気持ちになった。

「で、で、お兄ちゃん。姫様のこと好きなんでしょ」

「ああ、姫様も好きだ」

「また『も』って言いましたわ！」

　ミレーヌは急に歯ぎしりを始める。

「それとハルバートの同僚だったエリンも美人だったな。いやぁ、数え上げれば切りがない。この世はまこと、魅力的な女性で溢あふれかえっている」

　アレックスは今まで出会った女性を一人一人、頭の中で思い描いた。それぞれに違った魅力がある。一人に絞るなど不可能な話だ。

「じゃあお兄ちゃんは結局どうしたいのっ？」

「そうですわ。そんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんなことでキングダムに勝てると思っていますの！」

「そうだな……怒らないで聞いてくれよ。俺は出来ることなら、ハーレムを作りたいと思っているんだ」

　そう告白すると、二人の女性から左右の頬にビンタが飛んできた。

　頭の中で火花が散る。

　凄まじい衝撃が全身に伝でん播ぱし、アレックスはその場にくずおれた。

「お、お兄ちゃんがこんな酷い恋れん愛あい観かんを持っていたなんて！」

「私がアレックスを真人間にしますわ！　愛の力で！」




※




「全くハーレムなんて……アレックスったら……」

　ミレーヌはバスタブに浸つかり、お湯の中で息をブクブク吐はいた。

　別に他の女性を好きなのはいい。

　アレックスが女好きなのは昔から分かっていたし、あれだけの傑けつ物ぶつがもてないわけがない。ミレーヌの知らないところで色々と物語があるのだろう。

　しかし、ハーレムというのは何事か。

　どうりで特定の誰かと付き合ったという話を聞かないわけだ。

「私もハーレムに入れてくださるのでしょうか……ではなく！　独占したいですわ、イブちゃんにも渡したくないですわぁ！」

　イブとは出会って間もないが、何だか妹が出来たみたいに可愛い。これからもっと仲良くなりたい。

　だが、それとこれとは話が別だ。

　アレックスは断固としてミレーヌが頂く。

　ましてルーメシアの姫ひめ君ぎみとか、ハルバートのエリンなどというどこの馬の骨ともしれない女に取られるかと思うと、今すぐレギオンフレームで暴れたくなってしまう。

「はぁ……そもそも私の好意はアレックスに伝わっているのでしょうか」

　あれでアレックスは鈍どん感かんなところがある。

　いや鈍感を装よそおっているところがある。

　しかもシスコンだ。何だかんだといいつつ、イブのことを一番大切にしているのは見え見えだ。

　自分一人にアレックスの興味を向けるのは、至難のわざとしかいいようがない。

　だが諦めるのも難しい。

　そもそもミレーヌがアレックスを好きになったのは、戦場で命を救われたからだ。

　そのときブラックファングは、ケルストリア島より更さらに赤道に近い熱帯雨林で作戦に当たっていた。

　内容は、ゲリラ活動を行なう反政府テロ組織の拠きよ点てんを攻こう撃げきするという、ありがちなものだった。

　政府側を支持するバニスター合衆国軍の戦せん闘とう複葉機が制空権を完全に握にぎり、敵は地上にしかいないはずだった。

　しかし戦争である以上、いつどんなことが起こるか分からない。

　案の定、アクランド帝てい国こくが反政府側につき、制空権を奪うばい返してしまった。それにより爆ばく撃げき飛行船が戦場の空を埋め尽つくし、ブラックファングを含めた政府軍に爆ばく弾だんを雨あられと落としていった。

　いくらブラックファングが精せい鋭えいの集団といえど、空から一方的に攻撃されたのではたまらない。カールはすぐに撤てつ退たいを決めた。

　だがそのとき、ブラックファングの真上に爆弾が落ちてきた。レギオンフレームの装そう甲こうであっても耐えきれない超ちよう大おお型がただ。

　ミレーヌは、自分はここで死ぬのだと思った。全てがスローモーションになり、走そう馬ま灯とうすら見えた。誰もが同じ思いだっただろう。

　アレックス唯ただ一人を除いて。

　なんと彼かれは爆弾が落ちてくる刹せつ那なの時間、機き関かん砲ほうを空に向け、引き金を引いた。

　そして発射された弾だん丸がんは、信じがたいことに、落ちてくる爆弾に命中した。

　爆弾は空中で炸さく裂れつし、周囲の木々を燃え上がらせたものの、レギオンフレームは無事だった。ミレーヌたちブラックファングは助かったのだ。

　それにしても、あの短い時間で狙いを定め、爆弾を撃ち落としたアレックスの判断力と射しや撃げき力には驚きよう嘆たんを禁じ得ない。それ以前から並々ならぬ才能を持った男であるのはわかっていたが、まさかこれほどだったとは。

　それ以来ミレーヌは、アレックスを目で追うようになっていた。

　そして、いつの間にか大好きになっていた。

　ちょっと意地悪なところも魅力だし、ときおり見せる弱さも母性本能をくすぐる。この胸で抱きしめてあげたくなる。

　だから、こうしてもう一度、一緒に仕事が出来るのがとても嬉うれしい。

　今度こそ想いを真まっ直すぐ伝えたい。

「ですが……」

　アレックスにも言われたが、ミレーヌは自分から誘っておきながら途中で怖じ気づく癖くせがある。何とかしたいと思っているが、こればかりはどうにもならない。

　それに相思相愛になったとしても、アレックスはハーレムを望んでいるのだ。別の女性に手を出すのは目に見えている。

　アレックスの気持ちを自分だけに向ける方法を何とか考えなければ。

　――それにしても、さっき海で触られたのは気持ちよかったですわ……イブちゃんが邪じや魔ましなければあのまま。

　その先を想像すると、全身がカーッと熱くなる。実のところ、その先の知識があまりないので具体的なことは想像できないのだが、何かこう、凄いということだけは知っている。

「ミレーヌさん、まだぁ？　明日は地じ震しん探査やるから早くお風ふ呂ろに入って寝たいんだけどぉ」

「は、はい！　今上がりますわ」
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「もう、お兄ちゃんってばハーレムなんて……」

　イブは湯船に浸かり、風呂場の天てん井じようを眺ながめながらそう呟つぶやいた。

　アレックスが自分を妹としか見ていないことは知っていた。どんなに大事にされても、それはあくまで家族としてであり、異性への好意にはならなかった。

　それはいい。今は仕方がない。

　いずれイブが大人の女性になればアレックスも、二人はあくまで血の繋がらない義理の兄きよう妹だいであると思い出すだろう。

　しかしハーレム構想には参った。どこまで本気なのか分からないが、女を馬ば鹿かにしているにも程ほどがある。

　英えい雄ゆう色を好むというから、ちょっとした浮うわ気きくらいなら大目に見ても良い。が、一夫多妻制など断じて認められない。

　アレックスの正妻はイブ唯一人であり、その他一いつ切さいの女性はアレックスに憧あこがれるファンにとどまって頂きたい。

　シャロン姫ひめやミレーヌは友達だが、だからといって渡さない、譲ゆずらない。

「お兄ちゃんを最初に好きになったのは私だもん。早い者勝ちなんだもん」

　イブがアレックスを好きになったのは何年前か。実のところ思い出せない。

　物心ついたときには既に好きだった。

　言ってみれば、初めから好きだったと言って差し支えないだろう。

　イブの実の両親が健在だった頃ころ、アレックスとは家が近所で、二人でよく遊んでいた。いわゆる幼おさな馴な染じみという奴やつだ。

　そのときからイブはアレックスを『お兄ちゃん』と呼んでいた。二人とも一人っ子だったし、家族ぐるみの付き合いだったから、兄妹意識が芽生えたのだろう。そのくせ恋れん愛あい感情もしっかりあって、大きくなったら絶対にお兄ちゃんのお嫁よめさんになると決めていた。

　アレックスはいつもイブを守ってくれた。

　川で溺おぼれたとき真っ先に助けてくれた。迷子になったら一番最初に見つけてくれるのは決まってアレックスだった。両親が死んだときアレックスがそばにいてくれなかったら、イブはどうなっていたか分からない。

　どうしようもなく好きなのだ。

　アレックスのことなら盲もう目もく的てきに信じられる。

　トリプルキングダムを倒たおすくらい、アレックスならやってのけて当然とすら思える。

　だが、冷静に考えれば世よ迷まい言ごとだ。道のりは険しく果てしない。

　酔よっ払ぱらいですらキングダムを倒すなんて言わないだろう。それだけ大それているのだ。

　だからこそイブはアレックスをそばで支える。

　幸いにも自分は両親の頭脳を受け継ついでいる。それを全力で成長させた。誰よりもアレックスの役に立つ自信がある。

　そしてアレックスなら、誰よりも自分の知識を上う手まく使ってくれると信じている。

　この世界が一つの物語だとしたら、アレックスは間ま違ちがいなく主人公だ。ならば自分がヒロインだろう。

　二人でこの世界を変えるのだ。

　七年前、両親の命を奪ったキングダム体制をぶち壊こわし、新しい秩ちつ序じよを作る。

「お兄ちゃん、私、頑がん張ばるよ。それで技術だけじゃなく、体も大人になって、お兄ちゃんを惚れさせちゃうんだから！」
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　地震探査はその名の通り、爆ばく薬やくを使って人工的な地震を起こして地下の様子を探さぐる方法だ。イブは地面に耳を当て、跳ね返ってくる音を一いつ生しよう懸けん命めい聞き分けていた。

　アレックスはイブの邪魔にならないよう黙だまり込み、微かすかに震しん動どうするミレーヌの胸を見つめていた。

　それによってイブが割り出したポイントは、あのリキッドがにじみ出ていた岩山から更に北に向かった場所だった。

　村が近くにあるため食料の補給が容易で、しかも小川のすぐそば。理想的な作業場だ。

　ＲＯＬはそこに作業員を泊とめる小屋を建て、採さい掘くつ機を運び込み、早さつ速そく掘ほり始めた。

　作業員の数は五十名ほど。全員、西ケルストリアの国民だ。この中に料理人や医者も含ふくまれており、アレックスも同じ小屋で寝ね泊とまりしていた。

　イブも現場に常じよう駐ちゆうしてくれれば助かるのだが、屈くつ強きような作業員たちとうら若き少女が一緒に暮らすというのは、非常に問題がある。それにイブは、湾わん岸がんで行なっている、とある作業も同時進行させていた。

　なのでイブはミレーヌと共に、近くの村に宿をとり、そこから採さい掘くつ場じように来たり湾岸に行ったりと忙いそがしい日々を過ごしている。

「お兄ちゃん、おっはよう！」

　ミレーヌが手た綱づなを握る馬から下りたイブは、タッタカタッタカと元気に走ってきた。その後ろをムルルが付いてくる。

「おはようイブ。今日はやたらと元気だな」

「うん。だって私の計算では、もうすぐリキッド溜だまりにドリルが達するんだもん」

　イブはニコニコと笑いながら、やぐらを見上げた。まるでクッキーが焼けるのを待つ子供のような表情だ。しかしイブが待っているのは、エンシェント・リキッドという最強の戦略資源だ。

「アレックス。おはようございます。よく眠ねむれましたか？」

「おはようミレーヌ。小屋に泊まり始めて二週間だが、ようやく雑ざ魚こ寝ねになれたよ。もっともブラックファングだと、もっと辛つらい環かん境きようで仮か眠みんを取ることもあったからな。どうってことない」

「ですが、ベッドの方が疲れが取れるのは確かですわ。アレックスも私たちと一緒に村に泊まればいいのに」

「いや。リーダーが率そつ先せんして働かないと誰も付いてこない。それに、ここを離はなれるのは何となく不安だから」

　アレックスはこれまでハルバートの社員として幾いくつもの鉱区を採掘してきた。だがこうして自分で会社を興して掘ほるとなれば緊きん張ちよう感が違う。

「お兄ちゃん。私が出るって言ってるんだから大丈夫だよ。信じて」

「ああ、それは信じているよ」

　ここを掘ればリキッドが出る。そこに疑いはなかった。

　それに夜間は作業を中断しているので、緊きん急きゆうの問題が発生する確率も低い。

　しかしアレックスは現場を離れることが出来なかった。

　かつて父と母を失った事件が頭をよぎるのだ。もし自分がここを離れている間に、あのときのように襲おそわれでもしたら。そう思わずにいられない。

　もっとも、本当に襲しゆう撃げきされれば、何の武器も持たないアレックスが残っていたところで意味はない。

　作業員たちと寝しん食しよくを共にすることで得られるのは、単なる気休め。自己満足。

　いや、それだけではない。

「ここにいると作業の進しん捗ちよくが肌で感じられる。日射病でぶっ倒れそうになりながら働いていると、皆みんなと一つになれる気がするんだ。これはハルバートではやらなかったことだから楽しいよ」

　アレックスは作業員一人一人の名前を覚えたし、仲良くもなった。ここにいる全員でリキッドが噴ふき出す瞬しゆん間かんを見たいと思った。

　利益を挙げる。ルーメシア王国にリキッドをもたらす。キングダムを打倒する。そういった目的とはまた別に、この労働を成なし遂とげたいという単純な欲求が生まれていた。

「アレックス、体育会系になってしまわれたのですね。それはそれで素す敵てきですわ」

「タオルを首からさげる姿もかっこいいよ、お兄ちゃん！」

「ぴー」

　なぜかムルルにまで褒ほめられ、アレックスは苦く笑しようした。

　それからアレックスは作業員たちの様子を見に行こうとした。そのとき地面が微かに揺ゆれていることに気が付いた。

「あら、地震でしょうか？」

　ミレーヌもそう言っているので気のせいではない。

　揺れは止まらず、それどころか時間と共に激しくなっていく。

「待って、これ地震じゃないよ。これは……！」

　イブが興奮した様子で叫さけび、やぐらの上を見つめる。同時にムルルが落ち着きを失い、アレックスの腕うでにしがみついてきた。

「ぴー、ぴーぴー！」

　それは恐きよう怖ふに染まった声だった。精せい霊れいである彼がここまで脅えるものとなれば、決まっている。

　エビル・リキッド。

「遂ついに、届いたか！」

　地面の底から何かが昇のぼってきている。この感覚をアレックスは以前にも味わったことがある。

　そう。七年前。父が掘り当てた虹にじ色いろの液体。

　世界最大のギャンブルと呼ばれ、世界中が血ち眼まなこになって探している戦略資源。

　リベンジャー・オブ・ルーメシアは遂に達した。

「お頭かしら、この震動は一体なんですかい!?」

　作業員の一人が血相を変えてこちらに駆かけ寄ってくる。

　アレックスはあらん限りの大声で叫んだ。

「全員、採掘機から離れろ！　リキッドが来るぞ！」

　西ケルストリアで暮らす彼らは、リキッドが噴ふん出しゆつする瞬間を見たことがないはずだ。それでもアレックスの剣けん幕まくを見て、ただならぬことが起きると察してくれたようだ。全員が作業を放ほう棄きし、やぐらから離れようと走り出す。

　そして次の瞬間、来た。

　震動が頂点に達し、轟ごう音おんが鳴り響ひびく。採掘機を吊つるしたやぐらが上下左右にしなり、最後にバラバラになって吹ふっ飛んだ。採掘機の中で精霊発動機を回していたポポラも一緒に空を飛んだ。

　やぐらの代わりにそびえ立ったのは虹色の柱。

　広場にある噴ふん水すいを何十倍もの規模にして、空高く昇っていく。

　忘れたことはない。父はこれを求めて命を懸かけ、自分はそれを継ぐと決めていた。

　――はは、頼たのもしいな。けど、どうせなら、父さんより凄すごいリキッドマンになってくれ。ま、そう簡単に追い抜かせたりはしないけどな。

「父さん、今並んだよ。明日には追い抜いてるさ」

　もうこの世にいない父親に向かって、アレックスは小さな声で語りかけた。

　自分は世界を獲とる。トリプルキングダムの時代を終わらせる。全人類が平等にリキッドを使えるようにする。

「お兄ちゃん、やったよ凄いよ！　これは間違いなく巨大産地ビツグ・レインボーだよ！」
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「虹色の雨ですわ～～」

　イブとミレーヌはアレックスの腕を掴つかみ、その場をクルクル回った。

　作業員たちも空を見上げ歓かん声せいを上げた。

　全員ずぶ濡ぬれになっていたが、誰もそんなことは気にしなかった。

　かつてアレックスの父、ジェフ・ベイリアルが掘り当てたものに匹ひつ敵てきする巨大産地ビツグ・レインボー。

　それ故ゆえに、トリプルキングダムはここを見み逃のがしはしない。

　――ああ、望むところだ。

　アレックスがケルストリア島の大地を踏ふみしめてから六週目のこの日。

　皆が喜びに浸ひたる中アレックスだけが、これから始まる戦いの号ごう砲ほうを聞いていた。




※




　一日当たり五千五百バレル。

　それがＲＯＬが掘り当てたリキッド井い戸どの生産量だ。

　文句なしの巨大産地ビツグ・レインボー。

　アレックスのみならず、一いつ般ぱん作業員までお祭り騒さわぎだった。いくら湧わき出ようとも、彼らに払われる給料は最初の契けい約やくと変わらないというのに。

　やりとげた。そんな想おもいが強いのだろう。

　しかし、仕事はまだ終わらない。

　リキッドは出しゆつ荷かして初めて意味がある。

　ただ湧き出ただけでは、色が付いた噴水に過ぎないのだ。

　アレックスはリキッド原液を樽たるに詰つめ、大量の馬車を雇やとって湾岸までピストン輸送した。

　ちなみに一バレルは樽一つ分のことだ。昔からリキッドは樽に入れて運ばれる。だから樽バレル単位で数えるのだ。

　湾岸には、以前から西ケルストリアで操業していた精製所があった。ＲＯＬはそれを買収した。

　地面から汲くみ上げたリキッド原液には、ガス、水分を始めとした様々な不純物が混じっている。これを熱し、沸ふつ点てんの違いを利用して精製するのだが、エビル・リキッドだけは別だ。今までの方法では悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイを除去できない。

　よって、エビル・リキッドが湧き出る鉱区は、欠けつ陥かん鉱区として忌いみ嫌きらわれる。

　しかし、エビル・リキッドから悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイを除去し、まともなエンシェント・リキッドにする方法があるとしたらどうだろう。

　キングダムたちが無価値と判断し捨ててきた欠陥鉱区が、超ちよう優ゆう良りよう鉱区に化けることも有り得るのだ。

　この西ケルストリア島は、その第一号となる。

「正直、最初に聞いたときは信じられませんでしたよ。しかし、現に成功しているのです。我々の理解を超こえていますが、目の前で起きている以上、信じるしかありません」

　精製所のスタッフは、アレックスにそんなことをボヤいていた。

　実際、ただの子供にしか見えないイブの理論を、いきなり信じろという方が無理なのだ。

　しかも、その方法は、装置の中に神話時代の大気を再現するという、単純極きわまるものだった。買収された精製所のスタッフたちは、子供の遊びに付き合わされている気分だっただろう。

　だが、イブは正しかった。

　リキッドが眠っている地層は、約六千五百万年前のものだ。その時代の大気成分は現代と異なり、気圧も高かったと言われていた。

　実際、南極や北極の氷の中から、大昔の大気を採取するのに成功したという事例もある。しかし六千五百万年前の大気は誰も見つけていない。なぜなら当時は今よりずっと温暖で、氷河が形成されていなかったからだ。

「一体、どうやって大気を再現するつもりなのですか？」

「それはもちろん、勘！　数打ちゃ当たる！」

　精製所のスタッフの問いに対し、イブはそう答えた。いい加減に聞こえるが、それは素人しろうと考えだ。

　一いつ般ぱん人じんの勘と、科学者であるイブの勘は、まるで意味合いが異なる。前者が全くの当てずっぽうであるのに対し、後者は知識と経験に裏付けされた推測である。

「サンプルが少ないからハッキリしないんだけど、六千五百万年前はね、今よりもずっと気圧も気温も高くて、あとあと二酸化炭素も八倍くらいだったって考えられてるんだよ。それからそれから――」

「はぁ……」

　畑違いの講義に、スタッフたちは曖昧な返事をするしかない。

「なんで分かるかって言うとね、琥珀の中に当時の植物が閉じ込められてるからだよ。氷河はなかったけど、そのかわり琥珀から採取された化学組成と同位体組織を分析して、大気成分を割り出した研究チームがいたんだよ！　凄いよね凄いよね！」

「な、なるほど」

「だけど、やっぱり直接採取して分析したのに比べると、どうしても精度が落ちちゃうの。だから、そのままやっても駄だ目めだと思う。とりあえず二千ｐｐｍを基準にして、色々試してみようと思うの。皆はどう思う？」

「いや、その……よく分かりませんが、頑張ってください」

　リキッドの精製に関してはベテランの彼らも、本物の天才児であるイブを前にしてたじたじだった。

「うん、頑張るー」

　アレックスが休めと言っても聞かず、イブは三日ほど徹夜し、機械と睨めっこしながら、よく分からない数字を丸っこい字で書き連ねていた。

　そして、六千五百万年前の大気の近似値に辿たどり着ついた。

　シリンダーに再現した大気とエビル・リキッドをぶち込み、遠心分離機にかけた。

　その結果――

　ついに悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイをほぼ完全に除去することに成功した。

　どうしてそうなるのか、アレックスにはまるで見当もつかない。なにせイブ自身、言葉では上手く説明できないのだから、原理そのものが解明されるのは未来の話だろう。

　しかしイブは、その発想に至った経緯を、祝いのピザを頬張りながら語ってくれた。

「エンシェント・リキッドそのものは神様で、悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイは悪あく魔まなんでしょ？　仲悪いのに混ざってるなんて変。だから昔の環境を再現したら、元気になってまた喧けん嘩かすると思ったの。見事に大成功！　ブイ！」

　などと言って無む邪じや気きにＶサインを作るイブだが、歴史に名を残す大偉業なのだ。

　アーチボルト大学在ざい籍せき中に、理論だけは思いついていたらしいが、アレックスのために今まで封ふう印いんしてきたらしい。

「褒めて褒めてー」

「よしよし。あとで好きなお菓か子しを買ってあげよう」

「わーい、お兄ちゃん、最高！」

　この技術が生み出す利益を考えれば、お菓子工場ごと買い与あたえても全く支障はない。無論、お菓子ばかり食べていては体に悪いので、そんなことはしないが。

　ともかく、ＲＯＬにおいては、エビル・リキッドはもはや無価値な廃棄物ではなく、利益を生み出す素材となったのだ。

　あとは掘り、精製し、出荷するのみだ。




※




　採さい掘くつ地ちでリキッドが噴出してから一週間後、アレックスはホテルのロビーから、シャロン姫の私室に直接電話をかけた。

　それにしてもスイートルームにすら電話がないのには困った。バニスター合衆国なら、よほど場末のホテルでない限りどの部屋にでも電話があるというのに。格差はこんな所にも現れているのだ。

「はい、シャロンです」

　電話越ごしでも耳に心地よい、鈴のような声だった。

「俺です。アレックスです」

「アレックス!?　リキッドはどうなりましたかっ？」

「姫様。落ち着いてください。掘り当てましたよ」

　アレックスはわざと何でもないことのように言った。するとシャロン姫は意味を呑み込むのに時間がかかったようで、二呼吸ほど置いてから悲鳴を上げる。

「ほ、本当に？　嘘うそではありませんねっ？」

「いくら俺でも、王族の私室に直接電話をかけてジョークを飛ばすほど酔すい狂きようではありません。輸送船を二隻チャーターしたので、それに積めるだけ積んで送ります。取とり敢あえず第一便は、七千バレル」

「な、七千！」

　受話器からドスンという音がした。

「姫様？」

「も、申し訳ありません。いきなり凄い数字が出たのでコケてしまって」

「この程てい度どで驚かれては、そのうち心臓発作を起こしますよ。まあそれはさておき、一つ問題が」

「ええ、そうでしょうね。そう美味おいしい話ばかりとは思っていませんでしたから。知っていますよ。それで何でしょう？」

「輸送が間に合わないのです。船に積めなかった分は西ケルストリアで流通させますが、それでも余ります。なにせ日産五千五百バレルですから。たった一個の採掘機でこれですよ。今後拡張していけば、果たしてどうなってしまうことやら。この鉱区、半端じゃありません。今は生産量を思いっきり絞っていますが、いずれちゃんとしたタンカーが欲ほしいですね」

「ええっと……それはつまり、嬉しい悲鳴……でしょうか？」

「悲鳴というか、絶ぜつ叫きようです。先さき程ほどは姫様に偉そうなことを言いましたが、俺もこんなに興奮したのは久しぶりですよ。それより、いくら姫様が相手でもリキッドをタダで差し上げるのではありませんから。お金は用意してくださいよ。無論、キングダムのトチ狂った値段ではなく、適正価格でお売りします」

「あら。勝手にこちらに送りつけておきながら金を払えなんて。まるっきり悪徳業者ではありませんか」

　シャロン姫もようやく余よ裕ゆうが出てきたらしく、そんな冗じよう談だんを言ってきた。

「返品してくださっても構いませんよ？」

「いいえ、買わせて頂きます。上限はありません。可能な限り送ってください」

　当然のことだ。アレックスがリキッドを送れば送るほど、それだけキングダムへの依い存そんを減らすことが出来る。ルーメシアから出て行く金が減り、逆に入ってくるリキッドは増える。いいことだらけだ。

「ところで姫様。ルーメシア王国の港では、大型のタンカーが入港できません。まだ先の話になりますが、新しい港を作ることも検討してください」

「確かに、今の港では排はい水すい量りよう二千メガグラマくらいが限界ですからね。アレックスの希望は？」

「取り敢えず、排水量二万メガグラマ」

　受話器からガシャンと大きな音が響いた。

「アレックスがいきなり凄い数字を言うから後頭部で花ビンを割ってしまったじゃないですか！　十倍ですよ十倍！　取り敢えずビール、みたいな口調で言わないでください！」

「はぁ……大だい丈じよう夫ぶですか、姫様」

「痛いです！」

　痛いで済んで良かった。意外と石頭のようだ。

「ですが姫様。現にキングダムはそのクラスのタンカーを多数運用しています。それに排水量二万メガグラマと言っても、積載量はその半分程度になってしまいますから、西ケルストリアから出るリキッド十数日分にしかなりません。私が思うに、タンカーは今後どんどん巨大化していきますよ。ですから排水量二万メガグラマとケチなことを言わずに十万とか二十万とか……いや、もっとでしょうか。まぁ港の深さを二十メトロンくらいにしておけば、孫の代になっても大丈夫でしょう」

「大丈夫でしょうって……そんな工事をする資金力がルーメシアにあるとでも？」

「分かっています。ですから、俺おれが送るリキッドを周辺国に売ってみてはいかがでしょう。どうせ今のルーメシア王国では使い切れないのですから」

　ルーメシア王国があるドレン半島には、他に二つの国がある。それらを合わせてドレン三国というのだが、この三つの国は歴史的な交流がある。シャロン姫ひめが話を持ちかければ、無視はしないはずだ。

「……それはつまり、キングダムに逆らうよう他の国をけしかけろ、と？」

「そうです。共犯者にしてしまうのです。まさかルーメシア一国でトリプルキングダムに勝てると思ってはいないでしょう？　連中、二大超ちよう大たい国こくそのものを飲み込む勢いで成長していますからね。こちらも箔を付けないと。まずはドレン三国。そこが反トリプルキングダムの出発点です」

「キングダムへ明確に弓引く行こう為いですね……」

「姫様。既すでに戦いは始まっているのですよ。俺は立ち止まるつもりはありません。姫様がルーメシアを本気で救いたいのであれば、キングダムと真正面から戦わねばなりません。当然ですが力が必要です。そのためには多くの国をまとめた同盟を。これは俺には出来ない仕事です。王族である姫様にしか出来ません。やってくれますね？　これでも俺は姫様に期待しているのですよ」

　王族に対して実に不遜な物言いだった。ほとんど冒涜だ。

　しかしシャロンは、この程度で怒いかり出す器ではない。もしそうなら、アレックスは初めから他のパトロンと手を組んでいる。

「分かりました。あなたに全力で付いていきます」

「ありがとうございます。では詳細は後ほど。それまでに英気を養っておいてください。こき使いますから。それでは」




※




　シャロン姫との電話を終えたアレックスは、すぐに別の所に電話をした。

　相手はバニスター合衆国に本社を置く情報サービス会社『パンドラボックス』である。

　パンドラボックスは元諜ちよう報ほう員や元警察官、ジャーナリストなどで構成されている。あらゆる国家のあらゆる組織に入り込み、顧客の依い頼らいに応じて情報を提供する。平たくいえば、民間のスパイだ。

　アレックスはハルバートの社員だったとき、ここの情報提供者インフオーマーとして活動していた。つまりハルバートの機密を漏らして報酬を受け取っていたのである。

「はい、こちらビューティフル清掃会社」

　電話に出た女性は、そんなふざけた会社名を名乗った。

「世界の掃除を依頼したいのですが」

　合い言葉を言うと、くくっと笑い声が聞こえた。

「何だ、アレックスじゃないの。久しぶり。どうしたの？　もしかして、あたしが恋しくなっちゃった？」

「実はそうなんだ。君のことを思うと夜も眠れない」

「アンタね。そういう冗談ばっかり言ってると、そのうち本当に刺されるわよ。モテそうな顔してるだけに」

　電話の相手、チェルシー・パセットは呆れた声で、しかしどこか楽しそうに言う。

「そっちから言い出したことじゃないか」

「あたしはいいの。今さら敵を減らす努力をしたところで遅すぎるわ」

　チェルシーはパンドラボックスの創立者であり社長である。

　詳くわしいことはアレックスも知らないが、彼かの女じよは元々、アクランド帝国の諜報機関『ＭＩＳ』の機関員オフイサーだったらしい。

　それがどういう経緯で民間の情報サービス会社を起たち上げたのかは分からない。しかしチェルシーはアクランド帝国とバニスター合衆国を憎悪しており、その根はかなり深そうだった。

「で、どんな用件かしら。東ケルストリアの動きでも探ればいいの？」

　アレックスは、自分が西ケルストリアにいると告げていない。なのにチェルシーはそんなことを言い出した。

　なにせ、この西ケルストリアのリキッドに悪魔性エビル・イン不純物ピユリテイが混じっているという情報をもたらしたのはチェルシーなのだ。

　彼女率いるパンドラボックスに世界中を調べさせ、売り出されているリキッド鉱区の中でエビル・リキッドが産出する可能性の高い場所をリストアップした。その結果、西ケルストリアが全すべての条件を満たしており、ＲＯＬの第一歩目の地として選ばれた。

　全ては、この島に来る以前から仕組まれたことだったのだ。

「いや、東ケルストリアはいい。そんなことでアンタの手を煩わせようとは思わないし、バニスターからじゃ遠すぎて地獄耳にも限度があるだろう」

「心外ね。星の裏側で針が落ちる音だって聞き逃さないのに。それで、あなたの望みは何かしら」

　パンドラボックスの組織力なら、本当に針が落ちた音まで収集しそうだったので、アレックスは笑い飛ばすことが出来なかった。

「……一度しか言わないから聞き逃のがすなよ。まず――」

　アレックスは誰だれかに聞かれることのないよう小声で依頼内容を語った。それを聞き終えたチェルシーは「やれやれ」と呆れた声を出す。

「どうだ、出来るか？」

「そこまで相手の動きが具体的に分かっていれば楽勝だけど、本当なの？　これで当たったら予言者よ、アレックス」

「別に予言じゃない。俺はハルバートのやり口は熟知しているからな。連中は絶対に俺の言ったとおりの動きを見せる。パンドラボックスにはその裏を取って欲しい」

　パンドラボックスの組織力なら可能であると信用している。だからこそ頼むことが出来る。おそらく世界中でアレックスの要望に応えられるのは、パンドラボックスだけだろう。

　なにせチェルシーからはアレックスと同じ、反逆心を感じるのだ。

「了解。けど、武器としてはちょっと弱くない？　どこの新聞社も怖がって取り上げてくれないわよ、きっと」

「パンドラボックスはアクランド帝てい国こくにも食い込んでるだろ？」

「そりゃまあ……ああ、なるほど。まったく、悪魔と契約を交かわしたとしか思えないズル賢さね。アレックス、マジでうちの社員にならない？」

「悪いが誰かの下で働くのは性に合わない」

「二十歳はたちのガキのくせに生意気な……ま、それでこそアレックスって感じだけど。取り敢えず、証しよう拠こを押さえたら送るわ」

「助かる。危ない橋を渡わたらせて済まんな」

「スパイ相手に何言ってるのよ。それにキングダムのやり方はあたしも気にくわないし、久しぶりにスカッとするオペレーションになりそうだわ」

　チェルシーは弾はずんだ声を出す。二大超大国が嫌いやがりそうな仕事なら、彼女は大喜びで受けるのだ。無論、それもアレックスの計算の内だった。
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　エリン・エイリーはレストランの個室で、とある男と密会していた。

　その相手は合衆国上院議員、マイク・ブラウン。

　彼かれはリキッド族と呼ばれる派閥に属し、選挙ではハルバートの強力なバックアップによって当選した。今はハルバートと政府を繋ぐ窓口の役目を負っている。

　エリンは単刀直入に、合衆国軍のケルストリア島介かい入にゆうを要よう請せいした。

　あの島は巨大産地ビツグ・レインボーだったのだ。何としてでも手に入れなければならない。

　バニスター合衆国にはいまだリキッドが豊富に眠っている。しかし無限ではない。今のペースでリキッドの消費量が増えていけば、新大陸のリキッドだけではバニスター合衆国の需じゆ要ようをまかなえなくなる。だから今の内に他国を開かい拓たくするのだ。

　それにしてもアレックスは、一体どこからエビル・リキッドを精製する技術を得たのだろう。トリプルキングダムの技術部ですらサジを投げているのだ。ルーメシア王国の援助を受けているのは掴めたが、そんな小国の研究機関ではいくら頑張ってもエビル・リキッドなど手に負えないと思うのだが。

　そして調査部がもたらした情報の中に、気になるものが一つあった。アレックスは、七年前ハルバートが叩き潰し鉱区放棄フアームアウトに追い込んだ企き業ぎよう、ルーメシアリキッドの社長の子供だということだ。

　人事部は何を考えてアレックスを採用したのか。採用する人間の過去くらい調べるべきだろう。

　いや、どんな経歴の人間が来ようとも、ハルバートを倒すため内部に潜り込もうとしているなどと疑うのは難しい。誰もそんなことは考えつかない。仮にエリンが人事部の所属で、アレックスの経歴を知っていたとしても、特に疑わなかったはずだ。

　この期に及およんでもアレックスを疑っているのはエリン一人だ。そしてエリンですら、まだ半信半疑だった。

　アレックスは、トリプルキングダムという、国家すら上回る力を持った超ちよう巨きよ大だい企き業ぎように挑もうとしている。

　そんな馬ば鹿かな。有り得ない。酔っ払いの戯ざれ言ごとだ。

　そう理性で否定しても、否定しきれなかった。

　――アレックスならやりかねない。いえ、彼ならやるはず！

　アレックスは知的でクールな仮面を被かぶっているが、その下には触れれば火傷やけどしそうな熱さがある。エリンはそこに惹かれていたのだ。

　だからこそ、アレックスがキングダムと戦う力を得る前に、潰す。徹てつ底てい的てきに。

「既に東ケルストリア政府とは話が付いています。あとは合衆国政府しだいです」

　エリンが描えがいたプランは、合衆国軍に東ケルストリアを支し援えんさせ、その圧あつ倒とう的てきな軍事力で西ケルストリアを倒し、島を統一してしまうというものだ。

　そしてハルバートは、東ケルストリアと合衆国軍のキューピッドを演じた見返りとして、島全体の採さい掘くつ権けんを頂く。

　このプランは既に部長からゴーサインが出ている。

「なるほど。だが、東は軍部が実権を握にぎる独裁政権だろう？　対する西は我わがバニスター合衆国と同じ民主国家だ。普ふ通つうに考えれば東を支援するのは筋違い。どうやって国民を納なつ得とくさせればいい？」

　ブラウン上院議員は顎あごに手を当て、値踏みするような目を向けてくる。

　彼とて平の議員で終わるつもりはないだろう。ここで失敗するわけにはいかないのだ。こちらがハルバートだからといって、無条件で要求を呑んでくれるわけがない。

　もっとも、少し工夫すれば操り人形にするのは簡単だ。

「それはお任せ下さい。東ケルストリアで近々、選挙を行ないます。あの国も民主国家として生まれ変わるのです」

「まさか。選挙などやれば、現政権は百パーセント落選する」

「百パーセント、などというものはこの世にありません。例えば対立候補が偶ぐう然ぜん事故にあったり、強盗に射殺されたり、それから支持者たちが何者かによって不幸にも空爆されたりすれば、現政権が勝つでしょう。そして『西ケルストリアは、民主的な平和を目指す東ケルストリアを妨ぼう害がいするならず者国家である』と徹底的にアピールすればよろしいでしょう。これで東ケルストリアを支援する土台は整います」

　ここでようやくブラウン上院議員の視線が、小こ娘むすめを眺めるものから、取引相手への敬意と警けい戒かいに変わる。

「相変わらずキングダムは恐ろしいことを考えるな。で？　それを上に通すからには私も色々と働かねばならん。用意はあるのかね？」

「勿もち論ろん、いつものルートでご支援させて頂きます」

　ハルバートも議員も、こういった取引をするために隠かくし口座を持っている。まず見つからないようになっているし、仮にマスコミや検察にバレたとしても揉もみ消せる。キングダムの力は既に司法を超えているのだ。

　とはいえ、バレないに越したことはない。隠し口座の場所は、エリンですら知らないのだ。秘密を守るため、もっと上の方で処理される事柄だった。

「よかろう。いい返事を期待してくれたまえ」

　この時点で決着は付いた。如い何かにアレックスが有能であっても、合衆国軍に勝てるはずがない。個人の才覚ではどうすることもできない土俵だ。ルールもへったくれもない下劣な暴力装置でアレックスを屈服させる。

　自分がそんなものを操あやつる立場にあることに、エリンは優越感を覚えた。アレックスの野望を踏みにじる。そう思うとゾクゾクした。そして失意に沈むアレックスを優やさしく抱擁し、飼い馴ならしてあげたい。

　――ふふ、そうよアレックス。私、決めたわ。あなたの手足をもいでから、お婿さんにしてあげる。

　しかし、その日のうちにブラウン上院議員からエリンへ、軍事介入にストップがかけられたと電話がかかってきた。

「はっ!?」

　オフィスで電話を取ったエリンは、口をあんぐりと開け、固まってしまった。

　根回しを始めた瞬間にストップがかかるなど尋常ではない。

「一体どうしたのです。誰が止めたのですか！」

「それが分からないんだ。私はリキッド族の下っ端だからね。しかし……どうやら金の問題じゃないらしい。こんなことは初めてだ。何か大きな力が働いている気がしてならない。この件はお互たがい深入りしない方が身のためだぞ」

　そう言ってブラウン上院議員は電話を切ってしまった。

　深入りするなと言われても、西ケルストリアの鉱区を手に入れるためには武力が必要なのだ。

　それにしても一体、政府内で何が起きているのだろうか。

　大統領は二期目を狙ねらっているから面めん倒どうごとを避さけたのだろうか。いや、二期目を狙うからこそ手柄を立てたいはずだ。

　ではなぜ？

　そのときふと、エリンの脳裏にアレックスの顔が浮うかんだ。

　彼の仕し業わざ――などということは有り得ない。いくらアレックスが優ゆう秀しゆうな男でも、今は小規模の新興企業の社長に過ぎない。

　だが、西ケルストリアを守るかのような政府の動きを、どう説明したらいいのだろう。

　――違う。私はアレックスを過大評価しているだけ。そんなはずはない！

　そういくら否定しても、アレックスの見えない手が自分の体に絡みついてくる気がしてならなかった。
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　ＲＯＬが取得した鉱区でリキッドが噴出してから一ヶ月が経たった。

　約束通り西ケルストリア政府には、採掘したリキッドの８％を取り分として渡している。

　それにより、西ケルストリア軍はリキッドの備び蓄ちくを気にせず訓練に励むことが出来るようになった。発電施し設せつも安定した。首しゆ相しようは気が早く、バスや列車を通すことも考えているようだ。

　ルーメシア王国に送りきれなかった分は、西ケルストリアの倉庫に眠らせている。アレックスはその一部を市場で売った。今はまだ然さしたる需要もないが、いずれこの島でも自家用車が走り始めるだろう。

　やはりリキッドは、経済と工業に爆ばく発はつ的てき成長をもたらす戦略資源だ。リキッドを制する者が世界を制する。

　このまま行けば、ＲＯＬも西ケルストリアも発展し、互いに万々歳となる。

　だが、このまま行くはずがない。

「そこで将軍。東側の軍が攻せめてきたという想定で、徹底的に訓練して欲しいのです。使用するリキッドは全てＲＯＬが提供します」

　アレックスは基地の司令室を訪ね、ガルム将軍にそう頼み込んだ。

「しかし、今のところ東にそれらしい動きは見えないが？」

「ええ。当の東ケルストリア政府ですら、再度の侵しん攻こう作戦はずっと先のことだと考えているでしょう。ですが、来ますよ。それも近い内に。私に出し抜かれたキングダムは黙だまっちゃいません。特にハルバートという企業はどこよりも好戦的で、面子メンツを大事にしています。絶対に東をコントロールして戦争を始めるでしょう」

「……まあ、君が掘ほり当てたリキッドのお陰かげで、訓練がやりやすくなった。我が軍の敵は東ケルストリアなのだから、それを想定した演習を行なうことに異存はない。それもＲＯＬで燃料を負担してくれるというのだ。大喜びでやらせてもらう。だがアレックス。君は働きすぎて少々、神経質になっているのではないかね？」

「私の杞き憂ゆうならそれに越したことはありません。あとそれから、ミレーヌをレギオンフレームの訓練教官として使ってくれませんか？　奴やつはふざけた性格ですが、レギオンフレームの使い手としては、世界有数だと俺が保証します」

「知っているよ。ブラックファングの活かつ躍やくを忘れるものか。彼女がうちの兵士を鍛きたえてくれるなら願ったり叶ったりだ」

　アレックスの話を怪け訝げんそうに聞いていたガルム将軍だったが、ミレーヌを教官として使えると聞き、表情を和らげた。

　アレックスの話は信用出来ないが、ミレーヌの腕うでは信用しているらしい。

　しかし、いずれ事が起きれば嫌でも分かる。キングダムの手にかかれば、こんな小さな島国など虫けらのように潰つぶされてしまうということを。

　基地を出たアレックスは社用車でホテルに帰る。そしてロビーを歩いていると、背後から呼び止められた。

「やあ、アレックス。随ずい分ぶんと上う手まくやったじゃない。正直、脱帽だよ」

　ハルバートの探鉱開発部第一課課長、エミール・エイリーがソファーに腰掛け、こちらを見ていた。

「課長。まだ島にいたのですか？」

「お前のせいで帰ってきたんだよ。あと課長はやめにしないか。お前はもう僕ぼくの部下じゃない」

「そうですか。ではミスター・エミール。俺に何の用です」

　アレックスはエミールの向かいに腰を下ろし、脚を組む。

　正直、エミール如ごときに礼を尽くす気にはなれないのだ。

「ふふん。そのでかい態度が許されるのもこれまでだ。お前、今のリキッド市場でキングダムを無視した取引が出来ると思っているのか？」

　エミールは髪かみをかき上げ、相手を射すくめる鋭するどい眼光を向けてきた。

　だがアレックスはそんなものに怯ひるまない。エミールなど初めから相手にしていなかった。むしろ妹のエリンの方が余程優ゆう秀しゆうだ。

「立派に出来ていますよ。もうじきルーメシア王国へ向けた第二便が出ます。そうすれば一万四千バレル出荷したことになります。更さらにこれからどんどん顧客を増やしていくつもりですよ」

「ふざけるなよアレックス。ハルバートの社員だったお前なら分かるだろう。そんなことをした企業はキングダムによって潰される。ＲＯＬは既にブラックリストに入っている。お前たち独立系企業インデイペンデントは、キングダムからリキッドを買って売るか、キングダムにリキッドを売って流通させてもらうかの二択だ。それ以外はありえない。許されない」

「ほう。誰が許さないというのですか」

「僕たちが許さないんだよ、アレックス。変な意地を張るな。今からでも遅くはないから、ハルバートと手を結べ。昔のよしみで、買い取り金額に少し色を付けてやってもいい」

　エミールの言葉に嘘はないのだろう。確かに、アレックスが儲けたいだけなら、その話に乗るべきだ。

　だがアレックスの目的は別にある。

「お断り申し上げます。はっきり言ってトリプルキングダムはもう老朽化している。動脈硬化を起こした企業です。そんなところとビジネスをするつもりはありません。リキッド市場は近い将来、根底から変わりますよ。俺が変える」

　アレックスはソファーに体を預け、指を組み、可能な限り尊大な声と目でエミールを挑発した。それは思った通りの効果をもたらした。

「お、お前、僕がせっかく手を差し伸べてやったのに！」

　エミールは立ち上がり、テーブルの上にあった花ビンを手で払はらった。ガシャンと盛大に音を鳴らし、床ゆかに花はな弁びらと破片と水が飛び散った。ロビーにいた他の客が、何事かと見つめてくる。

「ミスター・エミール。花に八つ当たりすることもないでしょう。わざわざ自分の器うつわがこの花ビンより小さいと宣言しているようなものです」

「貴様……絶対に吠ほえ面づらかかせてやる！　僕は東の迎賓館にいるからな！　わびを入れたくなったらいつでも来いッ！」

　ツバを飛ばしながら捨て台詞ぜりふを吐き、肩かたを怒いからせてホテルを出て行った。

　全く、面おも白しろいほど簡単に釣れる男だとアレックスは笑った。

　あとはチェルシーに電話し、ゴーサインを出せばいい。

「ハルバートが食いついたぞ」

「オーケー。網あみはバッチリよ。絶対に逃にがさないわ。あとはあたしに任せてイブちゃんと遊んでなさい」




※




「部長！　なぜ民間軍事会社ＰＭＣなどと契けい約やくしたのですか!?　この案件は危険だと言ったはずです！」

　エリンは部長に詰つめ寄った。

　これまでは金さえ払えば、合衆国政府はハルバートやエクストラの望みを叶えてくれた。それが急に態度を変えた。何かあるのは明らかだ。

　だというのにハルバートは、よりによって自分たちの金で民間軍事会社ＰＭＣと契約し、ケルストリア島に投入するつもりなのだ。

　余りにもリスクが大きすぎる。下手をすれば合衆国と衝しよう突とつすることも有り得た。

「エリンくん。これは上層部の決定なのだ。それにあの島を取るには軍事介入しかないと言ったのは君じゃないか」

「状じよう況きようが変わったのです。あの島には合衆国政府をもストップさせる何かがあるのです。安易に手を出せば火傷では済まないかもしれませんよ」

「その何かがアレックスだと言いたいのだろう？」

「いえ、そこまでは……」

　部長の言葉は図星だった。

　しかし、それを認めるのはあまりにも恥知らずだろう。

　エリンがアレックスに想おもいを寄せていたのは、探鉱開発部の人間なら誰もが知っている。きっとアレックスだって気づいていたはずだ。

「エリンくん。アレックスは確かに優秀な男だった。だがそれは、ハルバートという組織に所属していたからだ。今の奴は愚かな復ふく讐しゆう者しやに過ぎない。キングダムに盾突くと言うことが何を意味するのか忘れているのだ。政府が我々の要求を拒否したのは大統領が支持率を気にしたからで、それ以上の意味があるわけではない。小さな新興企業の社長に過ぎない男が合衆国政府を止められると本気で思っているのか？　金も権力も武力もないのに、一体どうやって？　よしんばそれが可能だとしても、これからどうする。我々はキングダムだぞ。正規軍に頼たよらずとも、国家レベルの武力を動かせるのだ。それとも、アレックスはそれすら返り討ちに出来るとでも言うのかね？」

「それは……」

　部長に言われ、エリンも自分が間ま違ちがっているかも知れないと思い始める。

　常識的に考えて、アレックスが政府を動かしているというのは荒唐無稽だ。

　キングダムに逆らった以上、アレックスは破滅するしかない。

「君がアレックスに特別な感情を抱いていたのは知っている。だからこそ君のアレックスに対する評価は歪ゆがんでいる。自分でも過大評価だと思わないか？」

「……思います」

「結構。目を覚ましてくれて嬉うれしいよ。ではこの話は終わりだ。現地の対応は引き続きエミールに任せる。君はお兄さんの成功を祈っていたまえ」

　部長は言葉を切った。この話は終わりだということだ。これ以上エリンが何を言っても取り合ってはもらえない。

　しかし、大統領が支持率のためにこちらの要請を蹴ったというのはどうしても納得がいかなかった。それは本当に大統領がそう言ってきたのだろうか。部長たちの希望的観測ではないのか。

　今までだって、軍を動かせとか、リキッド業界に有利な法案を作れとか、法人税を下げろとか、検察庁を黙らせろとか、色々無む茶ちやを言ってきたが全て通ったのだ。その見返りに議員たちを名誉顧問にしてやったり、官僚の天下りを受け入れたりと、甘あまい汁も吸わせてやっている。蜜月関係は強固なはずだった。

　なぜ、今になって急に？

　どう考えたってきな臭い。そんな状況で傭よう兵へいを雇い、戦争をプロデュースする。

　恐ろしい結果にならなければいいと思いつつ、何が恐ろしいのかエリンには分からなかった。







第四話　既に勝敗は決している







　レギオンフレームは、甲かつ冑ちゆうに似ているようで、やはり別物だった。

　まず装そう甲こうの厚さがまるで違う。昔のプレートメイルなどは、斧おのや鎚矛メイスを叩き付ければへこむし、悪ければ貫通する。だがレギオンフレームの分厚い装甲は、ライフルの直撃を喰くらっても跳はね返す。

　当然、それだけに重量がある。人の力だけでは歩くことも出来ない。

　しかし、背せ負おった精せい霊れい発動機が生み出すパワーが各関節に伝わり、生身では到とう底てい有り得ない『速さ』を実現する。

　装甲の各所には隙間があり、装着しているミレーヌの顔も見えていた。しかし、そういった場所には、精霊発動機の力を使って防御フィールドを張り巡らせている。これにより、防御力と視認性と動きやすさを共存させていた。

　背負った精霊発動機から伸のびる二枚のブレードは翼のようにも見えるが、実際はリキッドを積んだ燃料タンクだ。

　激しい動きをすればするほど精霊の負担が増し、消費されるリキッドの量も増えていく。

「さあ、ポポラ。行きますわよ」

　ミレーヌの声と共に、精霊発動機から光が放たれる。精霊がリキッドを摂せつ取しゆしエネルギーを放っている証拠だ。そのエネルギーでタービンが回転し、動力を生み出す。

　甲高い音と共に、ミレーヌのレギオンフレームがその四肢を動かした。

「うわー、かっこいい！」

　アレックスの隣となりでイブが歓かん声せいを上げる。

　確かに、こうして端はたから見るとレギオンフレームは美しい。

　右手だけで持ち上げた五十ミリ口径の機き関かん砲ほうは、毎分千発の弾だん丸がんを発射可能だ。腰に吊つるした近接戦せん闘とう用の硬質ブレードは、精霊発動機のパワーと相まってあらゆる物を切断する。

　レギオンフレームは地上戦における最強の兵器だ。

　歩兵が運用出来る兵器など一いつ切さい通用せず、塹ざん壕ごうもやすやすと突破する。レギオンフレームを止めることが出来るのは、レギオンフレームだけだ。

　そして同じレギオンフレームであっても、それを操る者によってその戦闘力は大きく変わる。

　ミレーヌ・アントワーヌは、アレックスが知る限り、世界有数のレギオンフレーム使いだ。彼女に勝てる者は数えるほどしか存在しない。

　今、ミレーヌが使っているレギオンフレームは、専用の黄色い機体ではなく、西ケルストリア軍の予備機を借りた物だった。だが使い慣れない機体であっても、ミレーヌの優位はいささかも揺るがない。

「しかしイブ。お前本当に疲つかれてないのか？」

　アレックスはイブの体が心配だった。

　昨日イブに頼たのんだ作業は、かなりの重労働だったはずだ。そして今イブとアレックスは、炎天下の演習場に立っている。なのにここまで元気というのは賞賛に値あたいした。

「うん、へっちゃらー。若さが武器だからね！」

「そうか」

　アレックスは苦く笑しようする。何せイブは若いというより幼い。

　まあ、幼いといってもそれは見た目の話で、実年ねん齢れいは十五だし、頭脳に関してはどんな大人にも負けない。

　ちなみにミレーヌが専用機を使っていないのも、イブに昨日頼んだ作業に関係している。

「アレックス。彼女の実力は知っているが、それにしても一対二十というのはやり過ぎではないかね？」

　ガルム将軍は自分の部下たちと、それと対たい峙じするミレーヌを見て、そんなことを呟つぶやいた。

　これからこの演習場で、ミレーヌが装着したレギオンフレームと、西ケルストリア軍のレギオンフレーム二十機が模も擬ぎ戦せん闘とうを行なう。

　数だけで見れば話にならない。ガルム将軍の心配ももっともだろう。

　しかし、ミレーヌの実力を本当に知っていれば、心配することなど何もないのだ。

「これはあくまで教導です。ミレーヌは西ケルストリアの二十機を圧あつ倒とうするのは勿論、彼らに何が足りないのか教えてくれますよ」

「そうかね……それにしても、多勢に無勢というか……まあ、お手並み拝見といこうか。では、始めろ！」

　ガルム将軍の号令と共に、大きな笛の音が鳴った。

　その瞬しゆん間かん、ミレーヌの操るレギオンフレームが消えた。

「――!?」

　アレックス以外の全員が驚おどろきに包まれる。

　普通に考えて、目の前にいたレギオンフレームが消えるなど、有り得ない話だ。

　もっともそれは、彼らの目で追いきれないだけで、実際に消えたわけではない。

　西ケルストリア軍の真上まで跳躍したのだ。

「上だ！」

　最初に気が付いた兵士が空を指差した。

　しかし、もう遅おそい。

　ミレーヌは銃じゆう口こうを下に向け、引き金を引いた。マズルフラッシュと共にばらまかれたペイント弾は、一挙に七機のレギオンフレームに撃墜判定を与あたえる。

「んだよ、早すぎるだろぉ！」

　やられた七機は文句を言いながらも、ルールに従いその場に倒たおれ死んだ振ふりをする。

　生き残った十三機は反はん撃げきすべく、自分たちの機関砲を空に向けた。だが、ミレーヌは太陽を背にしている。逆光のせいで照準を合わせられないだろう。

　案の定、西ケルストリア軍の弾は一発も当たらない。そうこうしている間にミレーヌは西ケルストリア軍の陣形を跳び越え、その背後に着地する。そのまま急速ターンし、更に五機をペイント弾の餌食にした。

　あとは撃うちまくるだけで勝敗は決まるのだが、ミレーヌは機関砲を投げ捨てた。

　これは教導戦。故ゆえにミレーヌは、西ケルストリア軍のレギオンフレーム部隊の練度がどの程てい度どか、把は握あくする必要がある。

「敢あえて白兵戦に持ち込むのかっ？」

　ガルム将軍の言うとおり、ミレーヌは硬質ブレードを抜きはなち、そして真正面から西ケルストリア軍に突っ込んだ。

　未いまだ一対八と数の上では不利だ。遠距離の銃撃戦で圧倒していたミレーヌだが、果たして接近戦ではどうだろう。

　八機のレギオンフレームが、迫せまるミレーヌにペイント弾をばらまく。毎分千発の連射速度を持つ機関砲が八門、たった一つの目標を狙って火を噴いている。

　なのに当たらない。

　まるで稲妻のように右から左へ移動し、地面を抉えぐるほどの脚力でミレーヌは駆ける。弾丸より速いのではと錯覚させるような機動だった。

　アレックスの目ならかろうじてその動きを追えるが、それにしても三年前のミレーヌはここまで速くなかった。前より腕を上げたということだ。

「少しくらい手加減してやればいいのに」

　そうアレックスが言い終わる前に、一太刀で二機が叩き伏せられた。こうして端から見ていても銀ぎん閃せんが走ったようにしか見えない。

　峰打ちなのでレギオンフレームも搭とう乗じよう者しやも無事だ。しかし並なみ大たい抵ていの衝しよう撃げきではない。倒れた二人は昏こん倒とうしていることだろう。それほど鋭い斬ざん撃げきだった。今の西ケルストリア軍ではどうにも出来ない。

　何せ、ミレーヌの精霊であるポポラは雷かみなりの属性を持っている。

　精霊はそれぞれ属性を持っており、たとえばムルルは炎。他にも風や水、氷、毒、光といった様々な属性がある。

　ミレーヌはポポラの属性を利用して関節に電気を流し、電磁石の要領で通常より遙はるかに速くレギオンフレームを動かしている。

「まさか、これほどとは……」

　ガルム将軍も自軍の敗北を察したらしく、開き直ったようにミレーヌを賞賛した。

　そして遂ついに、最後の一機が仰あお向むけに倒れる。

　ミレーヌは剣を空に突き上げ、勝利のポーズをとる。

「アレックスぅ、私、勝ちましたわ～～」

　鬼神の如き強さを見せつけた彼かの女じよだが、上げた声はどうにも締まらないものだった。

　戦闘開始から約八秒といったところ。

　一対二十の戦力差はいとも容易たやすく覆くつがえされた。ミレーヌは一発も喰らっていないし、一太刀も浴びていない。

　圧勝だった。

　これがレギオンフレームの恐ろしさである。かつて使われたどんな兵器より、人間の技量がそのまま戦果となって現れるのだ。数を揃そろえれば必ず勝てるとは限らない。

　もっとも、下手くそが操るレギオンフレームですら、それ以外の全すべての陸上兵器を駆逐するほど強力だというのも忘れてはならない。

　いずれにせよ、現代の陸上戦闘はレギオンフレーム抜きには始まらないのだ。

「す、すごーい！　ミレーヌさん強すぎぃ！　私、レギオンフレームが戦ってるとこ初めて見た！」

　イブはぴょんぴょん跳ね、輝いた目でアレックスを見上げてくる。

　生まれて初めて見たレギオンフレーム戦がミレーヌのものでは当然だろう。彼女を超えるレギオンフレーム使いなど、世界中を探してもそうはいない。

「言っておくが、あれはミレーヌの腕が凄すごいのであって、誰もがあんな動きが出来るわけじゃないからな」

「うん、分かってるよ。それで、お兄ちゃんもあのくらい強いの!?」

「うーん、そうだなぁ……俺おれには三年のブランクがあるが、それを計算に入れても、俺の方がちょっとだけ強いかな」

「ふぇぇ、やっぱりお兄ちゃんって凄い！　最高！　かっこいい！」

　イブはアレックスに抱だきついてきた。

　こいつのブラコンには困ったものだなぁ、と思いつつ、可愛かわいいので頭を撫なでる。

　するとなぜかムルルまでアレックスの腕にしがみついてきた。

「ぴーぴー」

「……なんだムルル。お前もしかして、ミレーヌを見て自分も戦いたくなったのか？」

「ぴー」

　ムルルはしきりに頷うなずき、ミレーヌのレギオンフレームを指差した。

　確かにアレックスとて、昔のように血がたぎらなかったといえば嘘うそになる。しかし今のアレックスは社長。いってみれば指揮官だ。それが自らレギオンフレームを装着し戦闘するというのは、少々美学に欠ける気がする。

「そもそも俺のレギオンフレームがないからな。いずれ機会を作ってお遊びで模も擬ぎ戦やってもいいが、それはまた今度な」

「ぴー……」

　ムルルは沈しずんだ声を出し、悲しそうな顔でイブの頭に着地した。

「私もお兄ちゃんが戦ってるところ見たいのになぁ」

「だから、俺のレギオンフレームがないから無理だって」

「ちぇっ」

　イブは舌打ちし、ムルルを胸で抱きしめ、一いつ緒しよに睨にらんできた。

「いくら睨んでも、レギオンフレームが湧いて出てくるわけじゃないぞ」

「むぅぅ……あっ、そうだ。いいこと思いついちゃった！」

「ぴ？」

　突とつ然ぜん喜びの声を上げたイブに、アレックスもムルルも首をかしげる。果たして何を思いついてしまったのだろうか。

　イブは優しい子だし分別もあるが、その技術力が途方もないだけに、警戒せざるを得ない。

「いいことって、何を思いついたんだ、お兄ちゃんに教えてくれ」

「えへへ、いいことはいいことだもん。ムルルにも協力してもらうからねー」

「ぴー？」

　ニコニコするイブを見てアレックスは、妹の脳内で何か高度な図面が引かれているのを察した。

　ミレーヌが世界有数のレギオンフレーム使いであるように、イブもまた世界有数の頭脳の持ち主なのだ。たとえ遊び感覚でも、そこから飛び出してくる発想は英知の塊だった。

　――これはむしろ期待して待った方がいいのかもな。

　アレックスは偉大な妹を誇らしく、同時に微笑ほほえましく思い、その頭を再度撫なでた。

　すると、どうしたわけかミレーヌのレギオンフレームが地団駄を踏んでいた。




※




「ええっと、この国のレギオンフレーム使いの問題点ですか……？　取とり敢あえずさっきの模擬戦で分かっただけでも……」

　ガルム将軍に問われたミレーヌは、右手で数え始める。が、すぐに足りなくなり左手を使った。それでも間に合わないので愛想笑いをする。

　ガルム将軍の顔に不安が広がった。

「……大きなところだと、根本的な経験不足が挙げられますわ。基本的な動作が未熟なので一つ一つの動きが遅いし、相手の動きに対してどう反応していいか分からない。それに集団での連携もお粗末ですし、そもそもレギオンフレームを装着することそのものに慣れていない印象を受けましたわ。無む駄だに緊きん張ちようしすぎです」

　ミレーヌは問題点の数々をまとめ、オブラートに包んで表現した。アレックスも全く同じ意見だった。

「つまり、いいところが一つもないのかね？」

「いえ、そういう訳ではなく……やる気は感じられましたわ！」

　ミレーヌは指を一本立てる。

「あとは？」

　ガルム将軍の難問に、ミレーヌは眉まゆをひそめ、腕を組んで考え込み、終しまいには助けを求めるようにアレックスの方を見た。

「いや、もういい。分かった。どうやら我が軍は思った以上に壊滅的なようだ。もっとも、訓練したくてもリキッド不足で不可能だったのだから、兵士たちの責任ではないが。それで、どうすればいい？」

　ここで部下たちを責めないのがガルム将軍の器の大きさだった。現実を冷静に受け止め、どうすべきかを考える。思い浮かばないときは、周りに助言を請うこともいとわない。

「まずはレギオンフレームに慣れるところから始めましょう。今日から早さつ速そく、基礎訓練です。レギオンフレームを装着してマラソン。素振り。射しや撃げき訓練。スコップを持って塹壕掘り。それに慣れたら一対一の練習試合。更に十対十に分かれたチーム戦。幸い、アレックスがリキッドを無償提供してくれるらしいので、燃料を気にする必要はありませんわ」

　レギオンフレーム、というより精霊発動機を動かすにはリキッドが必要不可欠である。西ケルストリアはそれが絶対的に不足しているために、レギオンフレームが錆さび付く一歩手前になっていた。

　今まで何とか確保していた雀すずめの涙なみだのようなリキッドは、精霊との信頼関係を維持するために使われていたようだ。精霊というものは、定期的にリキッドを与えないと、人間のそばを離はなれてしまう。ムルルとて例外ではない。

　これを薄はく情じようとか淡泊と評するのは、精霊に対して酷こくだろう。餌はやらないが言うことを聞けというのは虫が良すぎる。人間だって会社が給料を支払わなくなれば見限る。それどころか実の親子であっても、ご飯を食べさせてくれなければ、家出をするしかない。

「リキッドの無償提供か。本当にいいのかね、アレックス。好意はありがたいが、ビジネスマンである君にこんなことをされると、裏があると勘ぐってしまう」

「裏はありますよ。この国の軍隊に強くなってもらわないと、俺が困ります」

　アレックスは真顔で答える。

　それは掛け値なしの本心だった。ハルバートがどんな手で来るか読めるし、それに対する手も打った。だが、西ケルストリア軍に時間稼ぎくらい出来るようになってもらわないと、アレックスの策が成立しないのだ。

　だからこそリキッドを無料で与えるし、ミレーヌを教官として差し出すのだ。

「ミレーヌ、頼んだぞ」

「お任せ下さい。この方たちは訓練できなかったから未熟なだけで、才能が欠落しているわけではありませんから」

　ミレーヌは胸を張って答えた。

　普ふ段だんは色々とふざけすぎな彼女だが、ことレギオンフレームに関しては最も信頼できる相手だ。素人しろうと同然の西ケルストリア軍を、短期間で一いつ端ぱしにしてしまうだろう。

　それにレギオンフレームで構成された機械化部隊が弱くとも、西ケルストリア軍そのものが脆ぜい弱じやくなわけではない。

　ハルバートの支し援えんを受けた東側が攻めてきても、ある程度は戦えるはずだ。

　アレックスはあとのことをミレーヌに任せて、イブを連れてホテルに帰ろうとした。ところが、

「えー、私もう少し見ていきたーい」

　イブがそんなことを言い出した。

「言っておくけど、さっきの模擬戦みたいに派手なのはもうないぞ？」

「それでも見たいの。今後の参考にするから」

「参考？」

　アレックスには何の事やら分からなかったが、見たいというのを無理に止める理由もない。ミレーヌやガルム将軍にイブを預け、アレックスはムルルと一足先に帰ることにした。

　そしてホテルに行きロビーで部屋の鍵を受け取ると、小包が届いていると知らされた。

　チェルシー・パセットからだった。

　エミールが捨て台詞を吐き出て行ってから半月が経っていたので、そろそろ来る頃ころだと思っていたのだ。

　部屋に帰って開けてみると、やはり依い頼らいしていた資料だった。

「流石さすがはパンドラボックス。どうやったかは知らないが、ここまで集めてくるとはな。自分で頼んでおいてなんだが、恐ろしくなってくるよ、全く」

　そう言いながらもアレックスは笑えみを浮かべた。

　これで条件は整った。ハルバートの動きがアレックスの想像を超こえない限り、西ケルストリアの鉱区は守られる。

「ぴ？」

　テーブルの上に座すわっていたムルルは、その資料を一枚つまみ上げ、不思議そうに見始めた。無論、ムルルに内容が分かるわけがない。

「こらこら、破いたりしたら大変だから触るな」

「ぴーぴー」

「……もしかしてイブがいなくて寂さびしいのか？」

「ぴー」

　ムルルはあどけない顔でコクコクと頷く。

　そのことにアレックスは少々ショックを受けた。

　ムルルは間違いなくアレックスの精霊だ。ブラックファングに所属していた一年間は共に死線を潜くぐり抜ぬけてきた。退職金の代わりにムルルを選ぶ程度には思い入れがあった。なのにムルルは今や、アレックスよりイブの方に懐なついている。

「いかんぞ……これじゃあ、いざレギオンフレームに乗ったときパワーが出ないかもしれん」

　精霊発動機の出力は、発動機それ自体の質、精霊の質、リキッドの質、そして搭乗者と精霊の信頼関係で決まる。

　なかでもレギオンフレームに搭とう載さいされる精霊発動機は、小型で高出力であるが故、要求される条件もシビアだった。

　見た目からは分からないが、ムルルもポポラも、そんな条件をクリアするハイレベルの精霊だ。そして精霊は嫌きらいな者に力を貸したくないらしく、信頼関係を築かないと出力が上がらないのだ。

「ムルル。お前、俺のことが嫌いになったわけじゃないよな？」

「ぴー」

　アレックスが不安になってムルルに手を伸ばすと、その指先をギュッと握にぎってくれた。

　どうやら嫌われたわけではないと知り、アレックスは安あん堵どの息を吐ついた。

「たっだいま！」

「今帰りましたわぁ」

「お、おう！　おかえり」

　アレックスはムルルから手を離し、資料を読んでいたふうを装よそおった。

　精霊に嫌われていないと知り安堵していた姿など、人に見せられるものではない。

「あら、どうしたのですか？　そんなに慌あわてて。アレックスらしくもない」

「さては、えっちな本読んでたんでしょ！」

「まぁ、そうだったのですか。それならそうと言ってくだされば、私、いつでもお相手してさしあげましたのに」

「え、えぇぇっ？　駄だ目めだよミレーヌさん！　私のお兄ちゃんに変なことしちゃ絶対駄目ぇっ！」

　イブとミレーヌは帰ってくるなり好き勝手に妄もう想そうを広げ、アレックスを欲求不満な男にでっち上げてしまった。

　これではムルルに泣きついていたと思われた方がマシだった。

　しかし今から弁解するのも情けない。

「アレックスも若い男！　その欲望を受け止めきれるのは、私しかいませんわ！　さあ！」

　などとミレーヌは意味不明なことを言いだし、ベッドに横たわり手招きする。

「ああ！　駄目だって言ってるのに！」

　そしてイブはベッドからミレーヌを引きはがそうとするが、体格が違ちがいすぎて歯が立たない。

「いや、お前ら俺の部屋で遊んでないで自分たちの部屋に行け。スイートルームを二部屋借りたのに何だって毎晩俺の部屋に来るんだ。向こうの部屋キャンセルするぞ」

「そうしたら荷物を置く場所がなくなってしまいますわ」

「スイートのツインを物置に使うな！」

「えー」

　と、イブとミレーヌが同時に不満そうな声を上げる。

　果たしてこの二人は何をしたいのだろうか。

　これからトリプルキングダムの一角であるハルバートと衝突することになるというのに、その自覚があるのか。

「ムルル。お前だけが俺の味方だ……」

　アレックスは相棒の精霊を撫でようと手を伸ばした。

　だがムルルはするりと擦り抜け、イブの方へパタパタと飛んで行ってしまった。

　余りの出来事に、アレックスは部屋を飛び出し、ホテルのバーでウイスキーを呷あおった。




※




　アレックスの下にパンドラボックスの資料が届いてから二週間後。アレックスは首しゆ相しよう官邸に呼び出されていた。

　用件は容易に想像できる。

　事態の進行は、アレックスの予定通りといえよう。

　出来ることならミレーヌ以外のブラックファングにも参加して欲ほしかったが、カールたちはまだ別の仕事を遂行中らしい。それでもミレーヌさえいれば十分だ。

　あとは首相と将軍をなだめ、協力を得られればアレックスの勝ちだ。いや、アレックスが西ケルストリアに協力してやっているという形に持っていきたい。

「我わが軍の諜ちよう報ほう部が掴んだ情報だ。他言しないでくれよ。昨夜、東側の港にバニスター国こく籍せきの大型輸送船が到とう着ちやくした」

　応接室で待っていた首相は開口一番そう言った。悲壮感漂う声だった。その隣に座っていたガルム将軍も厳しい表情で、余よ裕ゆうが感じられない。

　しかしアレックスにとっては予想されていたことなので、「そうですか」と軽く返す。

　首相いわく、その大型輸送船から降ろされた積み荷は東側の軍事基地に直行したらしい。東ケルストリア軍が、何らかの行動を起こそうとしているのは明白だ。そして彼かれらが標的とするのは、この西ケルストリアをおいて他にない。

「アレックス。これは本当にハルバートの仕し業わざなのかね？　奴やつらが東側に軍事支援を行なったのか？」

　ガルム将軍の声は、まだ首相より張りがあった。歴戦の勇士だけあって肝きもが据わっている。だがそれでも、今の状況に戸惑いを隠せないでいる。

「東ケルストリア単体では軍事行動を取れないと仰ったのは、お二人のはずですが？」

「しかし、一いち企き業ぎようが国家に対して軍事支援を行なうなど許されるのか!?　バニスター合衆国は民主国家の先駆けだ。いくらキングダムが強大とはいえ、ここまで好き勝手に動けるはずが……」

「落ち着いてください首相。無論、キングダムといえど、一企業に過ぎないハルバートが他国の戦争に肩入れするのは、法的にも倫理的にも許されません。通常ならバニスター合衆国の正規軍が企業の代理人として介かい入にゆうすることになっているんですがね。今回は事情があって民間軍事会社ＰＭＣを使うことにしたようです。しかし断言しますが、民間軍事会社ＰＭＣと契約したのは東ケルストリア政府ということになっているはずですよ。今から調べても、ハルバートの関かん与よを割り出す前に、この国は乗っ取られます。そうなれば誰だれもこの件を調べませんから、真相は闇やみの中です。辺境の島国の、よくある地域紛ふん争そうとして片付けられてお終いです。ま、バレなきゃ犯罪じゃないということですね」

　トリプルキングダムとて、物を売って利益を挙げるという点では普ふ通つうの企業だ。そのイメージが失墜し、自国民がリキッドを買わなくなれば、当然ダメージを負うことになる。だからこそ彼らは自国民すら騙だます。

　戦争に関与しているどころか、煽あおって起こしたことなど、絶対に明かさない。なりふり構わず隠匿し、揉もみ消す。

　かつてはアレックス自身がやってきたことだ。

「ではアレックス。どうするべきだと君は思うのかね？」

　ガルム将軍は冷静に意見を求めてきた。やはりこの人は信用できる相手だ、とアレックスはほくそ笑んだ。

「どうもこうも、攻せめてくると分かっているのですから迎むかえ撃つことです。そのために私は西ケルストリアにリキッドを提供し、ミレーヌを教官として派は遣けんしたのです。予想される敵の侵しん攻こうルートや、それに対する布陣などは将軍の方が私より詳くわしいでしょうから、細かいことはお任せします。もっとも、それでも勝つのは無理でしょう。時間稼ぎで結構です。私が必ず逆転してみせますので」

　我ながら大口を叩くものだなと思いつつ、本当に自信があったので、アレックスは当然のように言い放った。

　首相はまだ何か言いたそうにしているが、ガルム将軍は腹をくくったようだ。真顔で頷いてくれた。

「分かった。君を信じよう。軍の方はワシに任せてくれたまえ」

「ありがとうございます。将軍」

「おいガルム将軍……そんな勝手に……」

「首相。他に策がありますか？　アレックスが有能な男なのはとっくに承知しているでしょう。軍事においても経済においてもね」

　ガルム将軍の説得で、首相も渋しぶ々しぶといった感じで了承してくれた。これを気が弱い、と評するのは酷だろう。ことは一国の存亡がかかっている。それを二十歳はたちの、しかも他国の人間に託たくすなど普通なら自殺行こう為いだ。

「で、君は何をやらかすつもりなのだ？　まともな方法でこの状じよう況きようをひっくり返せるとは思えないが」

　将軍の問いにアレックスはニヤリと笑う。

「聞かない方がいいでしょう。せっかく私を信じる気になったお二人に、また疑心を植え付けたくはありませんからね」

「そう言わず教えてくれ。ワシと首相はこの国の安全に対する義務がある。切り札が何であるのか、知っておかねばならない」

　そこまで乞われれば、教えないわけにもいかない。

　アレックスは少し芝居がかった口調で答えた。

「大したことではありません。これから東ケルストリアに乗り込んで、ハルバートを脅迫するのです」




※




　アレックスが去ったあとの応接室で、首相と将軍は顔を見合わせ笑い合った。

「やはり、彼は手を打っていたね」

「ええ、頼りになる男です。我々は運がいい。リキッドを得た上に、彼という最高の頭脳を味方に付けたのですから」

　実のところ首相の狼ろう狽ばいは、演技であった。

　危機的状況であるからこそ、国家元首たるもの毅き然ぜんと振ふる舞うべし。それが信条なのだ。

　そして現状を打破する最善手が、アレックスに任せることだというのは明らかだった。

　ならばアレックスを使うことにためらいはない。

　こちらは国を守れるし、向こうは鉱区を守れる。

　首相の情けない様子を見て、与くみし易やすしと思ってくれただろう。

「それにしてもガルム将軍。もし最初の計画通り、トリプルキングダムを騙して落札させることに成功していたら、もっと大変なことになっていただろうね」

「ワシはあの計画に最初から反対していましたよ、首相」

「そう言うな。とにかくこの国は金とリキッドが必要なのだ。それにキングダムの連中に一泡吹かせてやりたいじゃないかね」

「アレックスが我々の代わりに一泡吹かせてくれますよ」

「その通り。だから精々、全力を挙げて協力してやろうではないかね。全ての弱小国の願いを込めて」

　近い将来、あのアレックスという若者は世界を制する。

　西ケルストリアは精一杯、そのおこぼれをあずかるのだ。




※




　アレックスはイブとミレーヌを連れて、東ケルストリアに向かった。

　既すでに国境は封鎖されていたが、警備隊のパトロールスケジュールくらい調べてある。

　真夜中の内にジープで突破し、夜明け前に首都ベネデラへ到着した。

「ぴー」

　倉庫のそばにジープを駐とめボンネットを開けると、ムルルが顔を覗のぞかせた。

　ジープに搭載された精せい霊れい発動機は、ムルルの力で動かしていたのだ。一晩中走らせていたので、さぞ疲れただろう。

「ムルル、ご苦労様。あとは休んでいいぞ」

「ぴーぴー」

　ムルルはパタパタと羽ばたき、アレックスの頭の上に座り込んだ。

「さあ、イブ。ミレーヌ。起きろ。着いたぞ」

　ジープで寝ねている二人を起こす。

　徹夜仕事だったのは運転していたアレックスと、精霊発動機を動かしていたムルルだけだ。イブとミレーヌは遠えん慮りよなく熟睡している。

「むにゃむにゃ、もう食べられないよぉ……うぅ、嘘です、いくらでも食べられます、だからもっと持ってきて……」

　イブは浅ましい夢を見ているようだ。

「うふふ、アレックスのここって意外と可愛いのですわね……」

　ミレーヌは何やらけしからん夢を見ているらしい。

　二人ともなかなか起きないので、バチンと頬ほおを叩き、無理矢理起こす。するとボンヤリした様子ながらも、目を開いてアクビをした。

　そんなイブとミレーヌを引きずって、倉庫に入る。ここはあらかじめ、アレックスが偽名で借りていた倉庫だ。予定通りであれば、西側から送った木箱が届いているはず。

「あった、あれだ。おいイブ。最後の仕事だぞ。これが終わったらいくらでも寝ていいから、しゃきっとしてくれ」

「ふにゃぁ……お兄ちゃんがなでなでしてくれるならやる～～」

　そんなことでやる気を出してくれるなら安いものだ。

　アレックスはイブの望みどおり、頭を撫でてやった。するとイブの表情が見る見る変わっていく。

「復活！」

　本当にしゃきっとしてしまった。どういう仕組みなのだろう。

　アレックスはイブの仕事のため、木箱を開けた。その木箱は成人男性が両腕を使ってやっと持ち上げられるような大きさで、同じ物が五つもある。中身は、一見しただけでは何だかよく分からないバラバラの機械部品だった。

「まあ……私のレギオンフレームがこんな姿に……」

　木箱を覗き込んだミレーヌが悲しそうな声を出した。

　そう。それらは全て、ミレーヌの機体をバラした成れの果てだった。

　これ以上ないという程ほどまでイブが分解し、レギオンフレームだと分からない状態になっている。そして東ケルストリアが国境を封鎖する前に発送し、こうして持ち込むことに成功した。

　が、このままでは使いものにならない。ただのガラクタだ。

「本当に元に戻もどるのですか……？」

　持ち主であるミレーヌは本気で心配していた。

　アレックスもここまで分解されたレギオンフレームを見るのは初めてだ。メーカーでのフルオーバホールに匹ひつ敵てきするだろう。

「イブ。大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　この倉庫は当然、レギオンフレームの整備工場ではない。木箱に詰つめて送った簡単な工具があるだけだ。

　しかしイブは自信たっぷりに頷いた。

「任せてお兄ちゃん！　構造は全部、頭に入ってるから！」




※




　ハルバートの代表エミール・エイリーが待ち受ける迎賓館は、街の中心部から少し外れた場所にある。

　イブが作業をしている間に、アレックスはその周囲を偵察することにした。

　ライフルを持った歩兵が三十人ほど。そして五機のレギオンフレームが庭を警備していた。突っ立っているのを見ただけなので何ともいえないが、なかなかの使い手と思われる。

　あれではネズミ一匹通さないだろう。

　しかし、それは忍び込もうとした場合の話で、正面から堂々といけばその限りではない。

　方針を固めたアレックスは、イブとミレーヌが待つ倉庫に帰る。

　すると既に、レギオンフレームの骨格らしきものが出来上がっていた。

「たった二時間であの鉄くずがここまで化けるか……」

　分かっていたことだが、いざこうして目まの当あたりにすると、その凄まじさに圧あつ倒とうされてしまう。イブ一人で並の整備士十人分の働きをしている。

「アレックス。お帰りなさい」

「どうだミレーヌ。お前のレギオンフレームは無事に元通りになりそうだろう？」

「ええ……自分の目が信じられませんわ。まるで積み木みたいに次々と組み立てていくんです。しかも一度も休まず、凄い集中力で」

　ミレーヌの言葉どおり、イブはアレックスが帰ってきたことにも気付いていないらしく、黙々と作業を続けている。虫眼鏡をのぞき込み、髪かみの毛のように細い配線を繋げていた。それが終わったかと思うと、散らばったパーツの山から迷うことなく目当ての物を手に取り、凄い速さでボルトを締める。
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「邪じや魔ましちゃ悪い。俺らは静かにしていよう」

「ええ……それにしても、想像以上ですわ」

　そして正午を少し過ぎた頃、遂にレギオンフレームは完成した。

「ふぃぃぃ、終わったよ！　ミレーヌさん、ちょっと装着してみて」

　作業を終えたイブは地面に仰向けになり、大きく背伸びをしながらそう言った。

「これは……前よりも反応が良くなっているような……」

　組み上がったレギオンフレームを纏まとったミレーヌは、その腕や指を動かしながら、ためらいがちに呟く。

　ミレーヌほどの使い手なら、自機の反応が変われば即座に気付く。なのに自信なげにしているのは、突貫工事で組み立てたからだろう。まともに動作するだけでも奇き跡せきなのに、前より良くなっているとなれば、自分の感覚を疑いたくもなる。

「やっぱ機械って使ってるうちにゴミとかたまってくるじゃん？　それにパーツの繋ぎがちょっとズレぎみだったから、直しておいた」

「直したって、そんな、あのスピードで組み立てながらですか……？」

「うん。ついでだから」

　イブはいともアッサリ言ってのける。

　それを聞いたミレーヌは口をあんぐりさせていたが、実際に機体の動きが良くなっているとなれば反論のしようもない。

「はぁ……アレックスだけでなく、イブちゃんまで超人なのですね」

「何ため息ついてるんだ」

「自信喪失ですわ」

「お前だって『雷らい撃げきの魔ま女じよ』と恐おそれられたレギオンフレーム使いだろうが」

「ですが私、アレックスに一度も勝ったことがないのですが」

　確かに、任務中の活かつ躍やくでも模擬戦でも、常にアレックスが上回っていた。しかしそれでも、ミレーヌが世界有数の腕前であるのは変わりないのだ。もっともミレーヌが欲しているのは、世界ではなく、今この場における自信なのだろう。

「ほら、あれだ。その巨乳は間ま違ちがいなくイブに勝ってるぞ。むしろ歴史に残るレベルだ」

「……あまり嬉うれしくないのですが」

「そうか？　けど、俺は好きだぞ、巨乳」

　本心なので、言葉にも力がこもった。

　すると落ち込んでいたミレーヌの瞳ひとみが輝き始める。

「ほ、本当ですかアレックス。私のこと好きなのですね!?」

「え、ああ、いや……うん、そうだな」

　確かにアレックスが夢想するハーレムのリストに、ミレーヌの名も刻まれている。

　巨乳の女の子だけを集めた『おっぱい室』というのを作り、ミレーヌをそこの室長にする予定だ。

「分かりましたわ！　私、アレックスのために頑がん張ばりますわ！　愛の力で！」

　などと叫さけび、鼻息を荒くしながら、硬質ブレードを抜きはなち天てん井じように掲げる。

　好意を持ってくれるのは嬉しいし、頑張ってくれるのも嬉しい。

　これは、おっぱい室長から昇進して、おっぱい師団長くらいにしてやるべきだろう。

「お兄ちゃーん、ミレーヌさんばっかり構ってないで、私をなでなでしてー」

　床ゆかに寝ね転ころがったままのイブは、ふて腐れた声を上げる。

　これだけの仕事をやってのけたのだから、報酬を要求するのは真っ当な権利だ。むしろ、なでなでだけでいいとは実に謙虚な妹だ。

「よしよし、一杯なでてやるぞ」

　イブを抱き起こし、抱きしめながら、その小さな頭を望みどおりなでてやる。

　するとイブは「ふにゅー」と妙みような声を出した。

「何か急に眠くなってきちゃった……」

「疲つかれたんだろ。それだけの働きをしたんだ。好きなだけ休め」

「うん……私が眠るまでずっとなでなでしててねー」

「分かった分かった」

　ずっと、と言っていたイブであるが、やはり相当疲れたようで、一分と保たずに夢の世界に旅立ってしまう。

　その愛らしい寝顔は、どう見たってレギオンフレームを一人で組み立てるようには見えなかった。




※




　アレックスは何の武器も持たず、迎賓館の門の前に立った。手にしているのはアタッシュケース一つだけだ。ムルルすら連れていない。

「貴様、何者だ！」

　警備の兵士たちが銃じゆう口こうを向けてくる。

　アレックスは両手を上げ、敵意がないことを示す。そうこうしている内に、ゾロゾロと集まってきた。

「ＲＯＬのアレックス・ベイリアルだ。エミール・エイリーに会いに来た。通してくれ」

　そう名乗ると、兵士たちが顔を見合わせた。

「こいつがアレックスか。確かに写真と似ている」

　一人が懐から写真を取りだし、アレックスと見比べた。チラリと見えたが、ハルバートの社員証に使っていたものと同じ写真だった。おおかたエミールが、アレックスが来たら通せとでも指示したのであろう。

「一応、調べさせてもらうぞ」

　兵士の手によりアレックスはボディチェックを受け、更さらにアタッシュケースも開けられた。しかしアレックスは武器を持っていないし、ケースからも書類の束しか出てこなかった。

「よし分かった。来い。ただしゆっくりとだ。少しでも妙な動きをしたらすぐに撃つからな」

　アレックスの背中に銃口が当てられ、前に進めとつつかれる。

　従っている限り撃たれることはないだろう。彼らは一山いくらのゴロツキとは違い、戦せん闘とうのプロ、民間軍事会社ＰＭＣなのだ。

　社名はＭ＆Ｊ。

　マイクとジェクソンという合衆国軍の退役軍人が共同で起たち上げた企業だ。民間軍事ＰＭ会社Ｃとしては中堅どころだろう。

　その練度の高さは折り紙付きだ。昨晩この島に着いたばかりの彼らだが、おそらく既に本隊が西ケルストリアに侵入し、戦闘を始めていることだろう。

　西ケルストリアのレギオンフレーム部隊は、ミレーヌの手によって鍛え直されているものの、そう長くは保たないはずだ。

　アレックスが事前に仕入れた情報では、Ｍ＆Ｊがこの島に持ってきたレギオンフレームは四十機。今ここに五機いるので、西側に向かったのは三十五機だ。

　対する西ケルストリア軍は二十機しかない。

　無論、あらかじめ塹ざん壕ごうを掘ほり、砲台やトーチカを設置し、迎え撃つ準備は整えている。ガルム将軍が長年の経験を生かして最適な決戦地を設定したのだから、易やす々やすと突破されるとは思えない。が、それでも十五機の差は大きい。

　何より彼我の練度がまるで違う。防御側は三倍有利とよく言うが、練度の差は三倍以上かもしれない。

「ここだ、入れ」

　迎賓館の三階まで連れて行かれ、とある扉とびらの前で止められた。

　中に入ると、窓まど際ぎわに立ち、紅茶を飲んでいるエミールの姿があった。

「おやおや、アレックス。もう降伏に来たのかい？　いや、こんな言い方は失礼だったね。ようこそ東ケルストリアへ。もっとも、間もなく東と西は統一され、ただのケルストリアになるんだけどね」

　特有のキザったらしい口調でエミールは語る。

　聞き慣れているので特に腹も立たない。

「さて、お互たがい突っ立っていても仕方がない。かけたまえ。ビジネスの話をしよう」

　完全に勝利を確信した顔だった。それを今から粉々にぶっ壊せるかと思うと嬉しくなってしまう。

　勧められた椅い子すはなかなか上等な座り心地だった。ライフルを持った十人の兵士に囲まれているものの、実にリラックス出来る。

「しかし、思ったより早く心変わりしてくれて助かるよ、アレックス」

　こちらが白旗を揚げに来たと思い込んでいるエミールは、手を組み、蔑んだ瞳を向けてきた。

「僕ぼくとしても、かつての部下を殺すのは忍しのびないからね。けど、もう少し早く来るべきだったよ。既に民間軍事会社ＰＭＣを雇やとってしまった以上、西ケルストリアは倒たおす。そして統一政府を作って、島全体の採さい掘くつ権けんをハルバートが頂く。だからアレックス。君は残念ながら、鉱区放棄フアームアウトしなきゃいけない。ま、二度と僕らに逆らわないって言うなら、命だけは助けてあげるよ。何なら、現場の作業員として使ってあげてもいいけど？」

　エミールはヒートアップしていく。頬が紅潮している。言葉でこちらを嬲なぶることを心底楽しんでいるようだ。

「ああ、それから。君に技術提供した者を引き渡わたしてもらおうか。ルーメシア王国の研究機関かな？　それとも別のどこかで拾ってきたのかな？　何にせよ、エビル・リキッドを精製するなんて並なみ大たい抵ていの技術者じゃない。ＲＯＬみたいな独立系企業インデイペンデントには勿体ないよ。僕らトリプルキングダムが手にしてこそ役に立つ。ほら、『技術者たちを渡すから、命だけは助けて下さい』って頭を下げなよ！」

　エミールの演説は頂点に達していた。きっとアレックスがテーブルに額を擦こすりつける姿を想像しているのだろう。

　だがアレックスは、額の代わりに、アタッシュケースから出した書類の束をテーブルに叩き付けた。

「……なんだい、これ？」

　エミールの笑みが消えた。

「読めば分かるさ。ハルバートにとっては、決して無視し得ないものだと思うが？」

　アレックスが促すと、エミールはゆっくりと書類を手に取り、めくり始めた。

　そしてすぐに顔が引きつった。

「こ、これは！　なぜこんな物をお前が持っている!?」

　それはもう、天地が引っ繰り返ってもここまで驚かないだろうという表情になる。

　資料の束は、この状況を覆す一撃なのだ。

　まずはハルバートの隠かくし口座のありか。その隠し口座から東ケルストリア政府へ資金が流れたという証しよう拠こ。その資金で東ケルストリアが民間軍事会社ＰＭＣＭ＆Ｊと契けい約やくを交かわしたという事実。それらの金の流れをこれでもかというほど詳細に追っていた。

　おまけに、ハルバート探鉱開発部の部長と、Ｍ＆Ｊの人間が密会を行なっている写真まである。

「なぜって、調べたからな。俺おれが指をくわえて破滅するのを待つと思ったのか？」

「しかし、国家諜報機関クラスの力がなければ……いや諜報機関でも、これだけの情報を集める時間はなかった。絶対に不可能だ。ハルバートが民間軍事会社ＰＭＣを使うとあらかじめ分かっていれば別だが……アレックス、お前いつ気づいた」

「無論、最初から」

「最初、だと？」

　エミールはいぶかしげな顔をする。

　最初とはつまりいつのことだと聞きたいのだろう。

「俺が鉱区を落札した段階で、こうなるのは分かっていた。いや、もっと言えば、この島に来る前から、かな」

「ふざけるな！　ハルバートはいつもどおり、正規軍を介入させるつもりだったんだ。民間軍事会社ＰＭＣを使うと決めたのは直前になってからだ。それがどうして僕らが決める前からお前に分かる!?」

「そう喚わめくなよ。別に不思議なことじゃない。ある状況に追い込まれた人間は、自分で選せん択たくしたと信じながら、一つの方向に向かってしまう。組織だって同じだ。それが作られた状況と気付かず、目の前にぶら下がった安易な選択肢に飛びついた。それがお前らの敗因だ。もう一度言うぞ。こうなるのは初めから分かっていた」

　アレックスは淡たん々たんと語ってやった。

　するとエミールは立ち上がり、頭をかきむしりながらその辺を歩き回った。

　色男が台無しだ。

「バカな！　全すべてお前の手の平の上だと言いたいのか。有り得ない。ハルバートは合衆国政府すら動かせるんだぞ！　貴様如ごときが太た刀ち打うちできる相手じゃないんだ！」

「しかし、今回はその政府が動いてくれなかったようだな」

　アレックスがそう呟くと、エミールにも状況が見えてきたようだ。目を充血させ、化け物でも見るような視線を向けてくる。

「まさか……お前、いや、嘘うそだ！　出来るわけがない、絶対に！」

「そう思うのは、お前の器が小さいからだよエミール。俺が何をしたのか、この状況を演出したのが誰なのか、それはお前が適当に解釈すればいい。だが、どんなに否定しても、ここに証拠はあるんだ。ハルバートが民間軍事会社ＰＭＣを雇い、ちっぽけな島国に軍事介入したという動かぬ証拠が。さあ、これをどうするか、二人で話し合おうじゃないか」

　アレックスは出来るだけ意地悪く笑う。弱い者虐いじめをしているようだったが、それも楽しく思える。何せ相手はハルバートだ。

　エミールは力なく椅子にくずおれる。俯うつむき、肩で息をする。

　だが、すぐに笑い出した。

「ははっ……それで勝ったつもりかアレックス。確かにそれらの証拠が公表されたらやっかいだ。揉み消すのにいくらかかるか分かったものじゃない。最低でも僕のクビは飛ぶだろう。けど、どうやって公表する？　あらかじめ手を打っておけば、マスコミを黙らせるなんて簡単なんだ。それとも、地道にビラでも配るか？　暴漢に襲おそわれないよう気をつけろよ」

　バニスター合衆国の至るところにハルバートの力が及およんでいる。この資料を公開しようとしても、見えざる力によって阻止されてしまうだろう。

　しかし――

「誰が合衆国で公開すると言った」

　アレックスは怯ひるまない。

「……？」

「この書類をキャメロンブラッドに売りつける」

「……!?」

　その一言が余程衝しよう撃げきだったのか、エミールは椅子からずり落ちんばかりだった。

「あれはアクランド帝てい国こくの企業だ。怨敵のハルバートを攻こう撃げきできる材料なら、大喜びで買うだろう。偽の情報を流してでもライバルを蹴落とすのが資本主義ってやつだ。その点、こいつは本物だ。偽デイスイ情ンフオメ報ーシヨン工作をする必要すらないからな。ネガティブキャンペーンの材料としては、最上級の一品だ。ＭＩＳとグルになって、大はしゃぎで動くだろう。さて、いくらで売れるかな？」

　ＭＩＳとは、ミリタリー・インテリジェンス・セクションの略称。すなわち、アクランド帝国軍情報局のことだ。諜報と防諜を始めとする情報戦のプロ集団であり、敵を陥れるため、意図的に偽の情報を流すこともある。最大の敵であるバニスター合衆国の不利益になる情報なら、全力で拡散させるはずだ。

　合衆国内の大手マスコミなら、ハルバートの力でどうとでもなる。

　だが、もう一つの超ちよう大たい国こく、アクランド帝国で公表されたらどうしようもない。

　そして外国メディアによって合衆国企業の不祥事が暴かれたとなれば、それはすなわち合衆国の恥である。国内で暴露されるより遥はるかにダメージは大きい。

　合衆国のマスコミが無視を決め込んでも、噂の拡散は止めきれない。いずれは命知らずの地方紙が報道を始めるだろう。そうすれば州議会で取り上げられ、連邦議会まで騒ぎが広がる。

「権謀術数で俺に勝てると思うなよ、エミール。お前は所しよ詮せん、マニュアル人間なんだ」

　それらの説明をしながらアレックスは、さり気なく窓際に歩み寄っていた。演説の演出に見えるよう、身振り手振りも添えながら。

　アレックスの話を聞いていたエミールは拳こぶしを握にぎりしめ、肩を震ふるわせた。

　彼は自分を有能だと思い込むタイプだ。それがかつての部下にここまでやり込められれば、悔しさも人一倍だろう。

　そして、そんな人間が次に取る手段も分かりきっている。だからアレックスは窓際に立った。

「はは……ははははっ！　見事だよアレックス。完全にチェックメイトされてしまった。だから僕はハルバートとして、チェス盤ごとひっくり返させてもらう」

　それがハルバートのマニュアル。そしてエミールはマニュアル人間。

　よって当然の帰結として、実力行使。

「全員構えろ！　こいつはテロリストだ！　爆ばく弾だんを隠し持っているぞっ！」

　エミールの怒ど声せいと共に、部屋にいた十人の兵士が、ライフルの銃口をアレックスに向けた。死んでしまえば資料を公開することも、キャメロンブラッドに売ることも出来ない。故ゆえに殺す。

　まったく拍ひよう子し抜けするほど想定どおりの動きだ。

　アレックスは冷めた瞳で銃口を見つめながら、外からでも見えるように手を上げた。

「今いま更さら降伏したって遅おそいんだよ！　死ね――」

　エミールが言い終わるか否いなか、それは起きた。彼らにとっては青天の霹へき靂れきだっただろう。

　しかしアレックスにとっては予定調和でしかない。

　まず壁かべが吹ふっ飛とんだ。砕けたレンガが飛び散る。ガラスの破片が光を反射し、煌きらめきながら床に広がった。幾いくつもの轟ごう音おんが混じり合う。それは物が壊れる音と、鉄の塊が駆動する音、精霊発動機のタービンが高速回転する音。

　部屋の壁を貫いて、黄色のレギオンフレームが突っ込んでくるというこの事態。驚おどろくに値あたいしない。アレックスが演出した結果なのだから。

「ひぃっ！」

　エミールとその配下の兵士たちが悲鳴を上げる。尻餅をつく者すらいた。

　無理もない。歩兵が何十人集まったところで、一機のレギオンフレームの足元にも及ばない。まして室内戦となれば、逃げおおすことすら不可能だ。

　彼らはプロであるが故に、この状況に絶望しかないと瞬時に理解した。

「アレックス。お迎えに上がりましたわ」

　レギオンフレームの搭とう乗じよう員いんは、そんな呑のん気きな声を上げた。

　言うまでもなく、ミレーヌ・アントワーヌである。

　アレックスが手を上げたら、即座に突入するよう、あらかじめ指示していたのだ。
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「な、何だこれは！　外を警備していた五機のレギオンフレームはどうなったんだ！」

　エミールは往生際悪くわめいていた。目の前の現実が受け入れがたいらしい。

「あの方たちなら、地面にめり込んでいますわ。一応、命はとらないでおきました」

　ミレーヌは朗らかな笑え顔がおでエミールの疑問に答える。精せい鋭えい五機といえども、ミレーヌの前には、何の障害にもならなかったようだ。

「ふ、ふざけるな！　そんなことがあるわけ……」

「そう思うなら、自分の目で確かめろよ。もしかしたら、こっちがホラを吹いているのかも知れないぜ？」

　アレックスが促すと、エミールは真っ青な顔で、ふらつきながら壁の穴から外を見る。

　そして即座に絶句した。

　五機のレギオンフレームが全ぜん滅めつという事実を、どう受け止めるべきか、必死に脳を働かせていることだろう。

　戦場の最前線ならともかく、街中の、それも迎賓館の敷しき地ち内でそんなことは有り得ない。それを可能にする戦力が近づいてくれば眠ねむっていても気付く。第一、戦闘音がしなかったではないか――常識的に考えればそうなる。

　しかし現実に、破壊された五機のレギオンフレームが転がっていた。

　それすなわち、反はん撃げきする間もなくやられてしまったということ。

「馬ば鹿かな……たった一機に全滅するなど、しかも女相手に……いや待てよ。黄色いレギオンフレームに乗った女……聞いたことがあるぞ……」

　彼かれはミレーヌを指差し、震える声で呟く。そして、

「雷撃の魔女……？」

　その二つ名を口にした。

「あら、まあ。ハルバートの社員さんにまで名が通っていたなんて光栄ですわ。ブラックファングのミレーヌ・アントワーヌです。お見知りおきを」

「ブラックファング！」

　エミール以上に、Ｍ＆Ｊの兵士たちに衝しよう撃げきが走った。

「勝てるわけがない、逃げろぉ！」

「おい、こら待て。僕を置いていくな！」

　残念ながらエミールの訴うつたえは届かなかった。

　あとに残ったのはアレックスとエミールとミレーヌの三人だけだ。

　劣勢なのが誰だれかは、考えるまでもない。

「チェス盤をひっくり返したのはそっちだ。ならリアルファイトは覚かく悟ごの内だろう？　なに、こっちの要求を呑んでくれればこの資料はくれてやるよ。ビジネスだからな」

　エミールは唇くちびるまで真っ青にし、座すわり込んだままガタガタ震えた。

　まさか失禁しやしないだろうな、とアレックスが心配していると、何を思ったかエミールは懐に手を突っ込み、拳銃を取り出した。

「うわぁぁあっ！」

　銃口をアレックスに向け、奇き声せいを上げる。完全にやけくそだ。ここでアレックスを殺しても、レギオンフレームで武装したミレーヌがいる以上、どうしようもないというのに。

「アレックス！」

　ミレーヌはエミールを止めようと手を伸のばした。が、一瞬間に合わない。

　弾だん丸がんが立て続けに発射され、アレックスを貫こうと飛来した。

　しかし、このときアレックスの精神は、傭兵ＰＭＣ時代のものに立ち戻っていた。

　エミールが銃を手にした瞬間に、アタッシュケースを蹴り上げた。二重底の下に隠しておいた拳銃が飛び出し、アレックスの手に収まる。

　向こうが撃った一発目は、狙ねらいが定まっていなかった。アレックスから逸それていく。二発目と三発目はアレックスの心臓に迫せまったが、宙を舞うアタッシュケースに阻まれ弾はじかれる。

　エミールは更に撃うってきたが、残りは擦かすりもせずに壁に穴を空けるだけだった。

「あれ、あれ!?」

　全弾撃ち尽つくしたエミールは、弾が出なくなった銃口を覗のぞき込み、何度も引き金を引いた。実に危ない仕草だ。もし弾が出てきたら、自分の眼球に直撃するというのに。

「弾切れだな、エミール。こっちはまだ一発も撃っちゃいないぞ。さあ、どうする？」

　アレックスはエミールの脳天に銃口を突きつけ、最後通告をした。

　無論、要求することは決まっている。

　東ケルストリア軍の撤てつ退たいだ。

　もはや打つ手のないエミールは、唇を噛かみ締しめながらも、アレックスの要求を呑むしかなかった。




※




　ケルストリア島からハルバートが手を引いたことにより、西と東の関係はまた元に戻った。すなわち、慢まん性せい化かした睨み合いだ。

　全てが終わったようで、何も終わっていない。

　しかし、東ケルストリアが単独でアクションを起こせるようになるまでは、あと何年もかかるだろう。そのときはまた別の手を打つだけだ。

　ＲＯＬはこれから多くの鉱区を取得し、販はん売ばい網もうも広げていく。

　もはや立ち止まることは許されないし、そのつもりもない。

　アレックスたちが東から帰き還かんしたあと、首しゆ相しよう官邸でささやかなパーティーが開かれた。

　出席者は首相、ガルム将軍、アレックス、イブ、ミレーヌの五人だけだ。あとは二匹の精霊が同伴者として端はしでリキッドを舐なめている。

　イブとミレーヌは出されたご馳ち走そうに夢中で、この世の終わりでも来るかのように貪っていた。

「ところで、お二人に一つお聞きしたいのですが、そもそもなぜ我々に協力して下さったのですか？」

　アレックスはずっと疑問に思っていたことを口に出した。

「というと？」

　ガルム将軍はウイスキーを飲みながら、とぼけるように言った。

「ＲＯＬがトリプルキングダムに喧けん嘩かを売るような真ま似ねをしなければ、ハルバートに睨まれることもなかった。東ケルストリアが攻せめてくることもなかった。いってみれば疫病神です。なのに我々の責任を追及することなく、粛々と事態に対処して下さった。西ケルストリアを守るためと言えばそれまでですが、こうして事態が収まったあとも私は国賓のように扱あつかわれている。なぜですか？」

　それは別に聞かねば聞かないままでもいい疑問だった。だがアレックスはどうしても聞いておきたかった。

　もしかしたら罪悪感のようなものがあったのかもしれない。

「なぜ、か。アレックスくん。君はまさか、キングダムを嫌きらっているのが自分だけだと思ってやしないかね？」

　という首相の返答に、アレックスは面食らった。

　無論、そうは思っていない。しかし、キングダムと戦っているのは自分だけだという思い込みは確かにあった。

　だが首相の瞳には、抗あらがう者の光があった。それを見たアレックスは、情けない首相のイメージが、全て演技であったと思い知る。

　そしてガルム将軍もまた『覚悟』を語る。

「あれらはこの国にとっても、れっきとした敵なのだよ。バニスター合衆国やアクランド帝国の空は飛行船が飛び交い、庶しよ民みんでも自動車が買え、ラジオ放送があり、大型客船で旅に出、発電所では莫ばく大だいな電力を生み出している。それに対してケルストリアは西も東もどうだね。農作業はトラクターではなく鎌とクワで行ない、漁船は手こぎだ。リキッドを満足に買えないから送電は不安定で、少数のレギオンフレームしかないのに燃料がもったいないから訓練も満足に出来なかった。そんな微々たるリキッドのために国庫が圧あつ迫ぱくされ、国民は悲鳴を上げている。だがリキッドを買わないわけには行かない。そんなことをしたら即座に東ケルストリアが攻めてくる。誰が悪い？　東ケルストリアか？　――否。東側から見れば結局、リキッドを買わねば西が攻めてくるという構図が成り立つ。故に悪いのは、バニスター合衆国やアクランド帝国、その走そう狗くであるトリプルキングダムだ。これ以上、世界を奴やつらに牛耳らせてたまるか」

「アレックスくん、私は――いや私たちはまだ植民地支配は終わっていないと思っている。たんに支配の方法が変わっただけだ。キングダムと二大超大国を倒さない限り、何も変わらない。だからあの戦いは、西ケルストリアも当事者だったのだ。決して君たちの戦いに巻き込まれたわけではない。あまり思い上がってくれるなよ」

　アレックスの前に立つ二人の大人は、共に牙ある者だった。

　こちらが西ケルストリアを利用したように、彼らもまたアレックスを利用して、キングダムと戦ったのだ。

　――ああ、なるほど。俺はまだまだ若造ということか。

　人を見る目がなかった。不当に過小評価していた。

　親と子、あるいはそれ以上に年の離はなれた男たちを前にして、思い上がっていた。

　戦士は自分一人ではない。

　そしておそらく、この世界には、キングダムを倒そうとしている者がまだまだ沢山いる。

　多勢に無勢ではないのだ。

「首相。将軍。今後とも、よろしくお願いします」

　アレックスは二人とグラスをぶつけ、音を鳴らした。




※




　深夜、エリン・エイリーはベッドに潜り込みながらも眠れずにいた。

　原因は分かっている。

　兄から届いた敗北の報告。

　部長たちも色めき立っていたが、エリンが受けた衝撃は皆みなとは異質のものだった。

　想像を超こえたアレックスの力に、脳が焼かれるような気持ちになる。体が熱い。

　頭の中が彼のことだけになる。

　ああ、やはり自分は心底アレックスに惚ほれている。

　仕方がないではないか。強い男に惹かれるのは当然のことだ。

　エリンに言い寄る男は数あれど、アレックスに比べたら全て木で偶くにしか見えない。

　一体アレックスはどうやって正規軍の介かい入にゆうを阻止したのだろう。どうやってハルバートの隠し口座を暴いたのだろう。想像も付かない。知りたい。彼のことをもっと知りたい。

「アレックス……ああ、アレックス……」

　それに、彼の経歴には不明な点がある。

　ブラックファングを辞やめたあとハルバートに入るまでの空白の一年間。ハルバートの調査部がいくら調べても、アレックスが何をしていたのか掴めないのだ。

　こんなにミステリアスな男を他に知らない。

　アレックスの背景に何があるのか想像しただけで、息が荒くなる。

　故に倒す。故に超える。故に屈服させてみせる。

「あなたは……私が手に入れます……！」

　彼が自分の前に跪ひざまずいた姿を想像し、エリンは果て、眠りに落ちた。




※




　西ケルストリアの操業は軌道に乗った。

　ここから更に多くの鉱区を取得し、販路も広げていかなければならない。

　その計画を練るため、アレックスは一度、ルーメシア王国に帰ることにした。

　島に来るときは元気いっぱいだったイブだが、流石さすがに疲れたらしく、帰りの飛行船ではグッスリと眠ってしまった。

　その膝の上に座るムルルは遊んで欲しそうに手を伸ばすが、イブはむにゃむにゃと寝言を言うばかりで、一向に起きる気配がない。可哀かわい想そうなムルルは「ぴー」と鳴いてふて腐れた。

「ふふ、イブちゃんの寝顔って本当に可愛かわいいですわね」

　ミレーヌは新しい人形を買ってもらった少女のような笑顔で、イブのほっぺたをプニプニつつく。

「イブはいつだって可愛いさ」

「あらまあ。アレックスもなかなかのシスコンですわね」

「……否定は出来ないな」

　なにせ、たった一人の家族だ。目に入れても痛くない。アレックスがそう思っているとイブが答えるように、

「ふにゃぁ……お兄ちゃん、大好きぃ……」

　そんな寝言を呟つぶやいた。

　アレックスは苦にが笑わらいし、ミレーヌも微笑ほほえむ。

　ところが続いた言葉は、ほのぼのと言うにはいささかスケールが大きかった。

「私がお兄ちゃんのために、世界一のレギオンフレームを作ってあげるからね……」

　アレックスとミレーヌはギョッとして顔を見合わせる。

　我わが妹の頭脳は、超ちよう一級とも言える知の宝庫だと思い出した。

　そしてイブの本当の両親が、精せい霊れい発動機を開発していたことも。

「……ムルル、よろこべ。イブがその内、最高のオモチャをくれるらしいぞ」

「ぴ？」

　ムルルは何のことか分からず、首をかしげていた。

　イブの専せん攻こうはリキッド工学だ。レギオンフレームを開発するセンスがあるかどうかは分からない。しかしアレックスは、自分の妹が天才であることを知っていた。

　故に、本当に世界一のレギオンフレームが出来上がるのだろうと思わざるを得なかった。







エピローグ







　シャロン・ルーメシアは現在、かなり緊きん張ちようしている。

　国外に出るのは初めてではないが、それは所詮、ドレン半島の中で完結していた。

　しかし今シャロンがいるのは、新大陸。バニスター合衆国最大の都市、クロスロードシティなのだ。

　摩ま天てん楼ろうから見下ろす夜景は、完全に異世界のものだった。

　それに、いつも宮きゆう殿でんで着ているドレスとは違ちがい、今着ているイブニングドレスは露ろ出しゆつが多いので少し恥はずかしい。幸いなのは、ここがレストランの個室であり、不特定多数に見られる心配がないということだ。

「姫ひめ様さま。そんなに熱心に外を見て、どうしました？」

「アレックス……その、景色に圧あつ倒とうされてしまって」

　地上に星がちりばめられている。そう思えるほど、どこまでも明かりが続いていた。

　ありとあらゆる建物に電気が通じている証拠だ。

　そしてこのレストランが入っているビルの大きさが、バニスター合衆国の工業力を物語っている。

　ルーメシア王国が如い何かに遅れているのか、改めて実感した。

　こんな国にのさばるキングダムを相手に、本当に戦っていけるのか。自分は選択を間ま違ちがったのではないか。そう不安になってしまう。

　ところがアレックスは笑い、当然のように語る。

「いつかルーメシア王国もこうなりますよ」

　シャロンはアレックスを見上げた。彼に冗じよう談だんを言っている様子はない。本気で信じている。いや、そうなるよう動くつもりなのだ。

「信じていいのですね？」

「ええ。今日は姫様のそんな心配を少しでもはらうため、会わせたい人がいるのですよ」

　そうだった。シャロンがアレックスに連れられ、お忍びでバニスター合衆国にやってきたのは、何も観光のためではない。この部屋で密会するためだ。だがシャロンは、密会の相手が誰なのかまだ聞いていなかった。

「そろそろ時間なのですが……ああ、来たようですね」

　ドアがノックされた。そして支配人自らに案内され、二人の男が入ってきた。

　どちらも五十代くらいに見える。上等のスーツをしっかり着込んだ姿は、かなり様になっていた。

　シャロンはその二人を見て威圧されてしまった。

　別に彼らが睨にらんだりしたわけではない。むしろ温和な笑えみすら浮うかべている。なのに腰こしが引ける。シャロンたち王族を前にした庶民がこんな反応を見せることがあるが、それにしても妙みようだ。シャロンは相手の身分や役職を知らない。

　印象だけで気け圧おされているということか。

「初めましてシャロン姫ひめ。私はジョン・カトラル。お目にかかれて光栄です」

「は、初めまして。シャロン・ルーメシアです」

　ジョンと名乗る男と握あく手しゆを交わす。優やさしいグリップだった。

「私はダニエル・フロックハートです。しがない自動車屋をやっています」

　もう一人の手を握りながら、シャロンは必死に彼らの正体を探った。

　二人ともどこかで名前を聞いたことがある。

　しがない自動車屋？　フロックハート？　ジョン・カトラル？

「あ！」

　思い至ったとき、シャロンは頭が真っ白になった。

　これでは気圧されて当然だ。何という大物を連れてきてくれたのだ、アレックスは。

「首席補ほ佐さ官に……フロックハートの社長……」

　陸に揚がった魚のように口をパクパクさせ、シャロンは彼らの肩書きを呟く。

　するとジョンとダニエルは笑って頷く。

　ジョン・カトラルは合衆国大統領の側近中の側近、大統領首席補佐官だ。

　そしてダニエル・フロックハートは、世界最大の自動車メーカー、フロックハート自動車の社長である。

　それぞれが政財界を代表する巨人だ。それがどうしてここに？

　シャロンの頭の中は疑問で一いつ杯ぱいだった。

　ジョン首席補佐官はそれを察したらしく、苦笑して答えてくれた。

「我々とアレックスは三年も前から共きよう謀ぼうしていたのですよ。この世界を変えるためにね」

「共、謀……？」

　三年前のアレックスと言えば十七歳さいの少年だ。何の役職もない子供に過ぎない。それがどうしてこんな大物と繋つながりを持つに至ったのか。まして世界を変えるなどと。からかわれているのではないかと思ってしまう。

　しかし、シャロンをからかうためにこんな舞ぶ台たいをセッティングするなど、一層ありえない。

「信じられないのも無理はありません。ですがアレックスの計画は、地方国家のみならず、バニスター合衆国の利益にも繋がるのです」

「バニスター合衆国の利益、ですか？」

　今までシャロンは、二大超大国は敵であり、利害が一致することなどないと思っていた。

　だがアレックスの計画がバニスター合衆国の利益になるとは、果たしてどういう意味なのだろうか。

　シャロンはアレックスに目をやった。しかしアレックスは混乱するシャロンを見て、面白そうに笑みを浮かべるばかりだ。全く、なんて意地悪な男だろう。

　すると今度はダニエル社長が口を開く。

「既すでにこの国の内需は枯渇しつつあるのです。これからどんどん物が溢あふれ、消耗品以外は誰も新しい物を買わなくなっていきます。無論、新製品ならば売れますがね。何にせよ、夢のような好景気はいずれ限界が来る。故に外需を開かい拓たくしていかなければならない。国外に輸出していかねばならない。ですが、お分かりでしょう？　大多数の国には資金がない。なぜか？　それは二大超大国が富を独占しているからです。まず、リキッドを全ての国に対してオープンにし、経済レベルと文化レベルを正常な状態にしなければ始まらない」

　なるほど、そういうことか。それならばアレックスと合衆国が手を結ぶというのも頷ける。

　実際、シャロンも以前から思っていたのだ。今の狭い経済圏では、近い将来行き詰まる。それは人類全体にとって不幸なことだろう。

　だが、続いて発言したジョン首席補佐官の言葉にシャロンは度ど肝ぎもを抜かれた。

「よって我々のグループは、ハルバートとエクストラ、それらを支し援えんするリキッド族の議員を倒たおします」

　シャロンの記憶が確かなら、今の大統領はリキッド族の筆頭。ジョン首席補佐官はその腹心だ。それがリキッド族を倒すということはつまり、政治的クーデターを意味する。

「で、ですが、大統領と貴方あなたは親友のはずでは……？」

「ええ。大学時代からの親友です。公私共にパートナーですよ。だが、私は友を裏切ってでも今の状じよう況きようをなんとかしたい。それはずっと思っていました。そんなときですよ、ミスター・アレックスが私の前に現れたのは。初めは頭のおかしい若者としか思いませんでしたがね。今ではすっかり洗脳されて、信奉者に仕立て上げられましたよ」

　更さらに続いてダニエル社長が語る。

「それは私もですよ。車作りにしか興味のない私が、アレックスのせいでいつのまにか合衆国で、いや世界で最も革新的な秘密結社の一員になってしまった」

　そう言って笑う超大物二人を見て、シャロンは絶句した。

　――このグループの中心人物はアレックス!?

　世界で最も巨きよ大だいで強力な国家バニスター合衆国の、政治・経済それぞれの中ちゆう枢すうに位置する人間を二十歳はたちのアレックスが操っている。

「お二人とも大げさな。俺おれはただの小間使いですよ」

　今まで黙だまって聞いていたアレックスがようやく口を開いた。その控えめな態度が逆に意味深だ。

「小間使い？　黒幕の間違いだろう」

　と、ダニエル社長は笑う。

　四年前、バニスター合衆国へ旅立ったアレックスに、シャロンは願いを託した。ルーメシア王国にリキッドをもたらしてくれと祈った。

　しかし、アレックスがやろうとしていることは、そんなささやかな規模に収まらない。国家レベルではなく、世界レベルなのだ。

「さてシャロン姫。あなたにお願いしたいことがある」

　ジョン首席補佐官は穏おだやかな声で言葉をつむぐ。

「ハルバートとエクストラを潰したあと、キャメロンブラッドに漁夫の利を取られては元も子もない。可及的速やかに、アレックスが採さい掘くつしたリキッドを全世界に供給したいのです。そこでシャロン姫には、各国との交こう渉しよう役をやって頂きたい。これは合衆国の人間である私には無理です。他の国々と同じく、苦しんでいるルーメシアの姫であるあなただから出来る役目なのです。引き受けていただけますね？」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあった。

　だがシャロンとて王族の端くれ。そういつまでも脅おびえてばかりもいられない。そろそろこの場の雰ふん囲い気きにも慣れてきた。

「つまり……キングダムの力が弱まった瞬間を狙って、複数の国家がリキッドの輸入をＲＯＬに切り替える。その調整をわたくしがやればいいのですね」

「はい。可能な限り多くの国が、足並み揃えて同時に。そうしなければ各個撃破され、キングダムに息を吹き返すチャンスを与あたえることになる」

　アレックスが適正価格でリキッドを世界に提供し、工業化を促進し、生活レベルを上げる。合衆国はそれらの国々に物を売りつける。

　合衆国だけが得をしそうなプランに聞こえるが、アクランド帝国もすぐに輸出合戦に参加するだろう。

　そして工業力をつけた第三国もいずれ、他国に輸出を始める。

　競争が生まれるのだ。

　少なくとも、二大超大国の支配は今より弱まる。

「分かりました。引き受けましょう」

「流石さすがはシャロン姫。そう言ってくださると思っていました」

　ジョン首席補佐官の言葉に、アレックスが答える。

「当然でしょう。この四人の中で、打だ倒とうキングダムを最も切実に願っているのは姫様なのですから」

「なるほど。そうかもしれませんね」

「シャロン姫という心強い味方を得たところで乾かん杯ぱいと行きませんか？　正直私はシャンパンを目当てに来たのですよ」

　というダニエル社長の言葉に、アレックスとジョン首席補佐官は笑う。

　そうだ。世界をひっくり返すような会談の中で、彼らはリラックスして笑っている。もうこの程てい度どでは緊張しないのだろう。

　バニスター合衆国を転覆させる政治的クーデター。それを策謀し暗あん躍やくすることが既に日常と化している。

　アレックスはシャロンが知らないところで、こんな深しん淵えんに足を突っ込んでいたのだ。

　――わたくしも戦わなければ。ルーメシア王家の一人として、全力で。

　正直、この面子メンツを前にして、自分如ごときがどれだけ貢献できるか不安だが、ここに呼んでくれたということは期待されているのだ。

　やるしかない。

「では皆さん。我々で世界をデザインしなおしましょう。再来年の大統領選挙が正念場です」

　アレックスが皆のグラスにシャンパンを注ぎ、ジョン首席補佐官がそれを掲げて音おん頭どを取った。が、そこで言葉を切り、アレックスを向く。

「締めは君の役目だよ、ミスター黒幕」

　促されたアレックスは苦笑した。黒幕という言葉がこそばゆいらしい。

「新たに加わった可か憐れんな同志に、乾杯」

　アレックスが放った『可憐な同志』という文句に照れる余よ裕ゆうすらなく、シャロンは乾杯しシャンパンを飲み干した。

　それにしても、いつの間にかとんでもないことになってしまった。

　ここは完全に社会の裏側だ。陰謀論の世界だ。

　しかも演出しているのは幼おさな馴な染じみのアレックス。

　役者の一人として自分も数えられている。

　昨日まで小さな半島だけが世界の全すべてだった自分が、歴史を変える一翼を担になうのだ。

　戦慄するなというのは無理な話。

　どうしたって震えてしまう。

「……」

　窓まど際ぎわに行き、輝かがやく夜景を見下ろす。

　するとアレックスが耳元で呟いた。




「これがトリプルキングダムと戦うと言うことですよ、姫様」




　もう後戻りをさせてくれそうになかった。
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あとがき







　初めての人は初めまして、お久しぶりの人はお久しぶり。

　十三冊目なのに新米作家気分が抜けないツガワトモタカです。

　新米社長のパーフェクトゲーム、無事に刊行されてホッと胸を撫で下ろしております。

　いつも気合いを入れて執しつ筆ぴつしていますが、今回はいつにも増して気合いが入っているのです。作家生命をかけています。売れなかったら私の残ざん機きが減ってしまいます。

　ちなみに新米社長のパーフェクトゲームがどんな物語かというと、地面に穴空けて化石燃料掘ったり、超大国の陰いん謀ぼうを打ち砕いたり、パワードスーツ着て大暴れしたり、酒飲んだり、美少女とイチャイチャしたりと、まぁそんな感じです。




　さて、なぜ私が化石燃料を掘る話を書こうと思ったかを語りましょう。

　かつて私は進路で悩んでいました。

　ラノベ作家になるか、石油王になるか。

　というのも、ＨＪ文庫の新人賞を受賞した直後、さるアラブの国王から直々に電話がありました。

「私の娘が日本に旅行に行ったとき、君に一目惚れしてしまったのだ。私には息子がいないから是非とも養子になって欲しい。無論、油田は全て君のものだ」

　私は悩んだ末、断りました。

「申し訳ありません。しかし、私にはライトノベル作家として日本国民に勇気と感動を与える物語を書くという使命があるのです」

　もちろん断ったことを後悔してはいませんが、もしあのまま私が石油王になっていたら世界はどうなっていたのだろうというシミュレーションを本にしたわけです。

　嘘ですけどね。




　そして謝しや辞じです。

　毎度のことですが、今回も編集Ｎさんにはお世話になりました。穴掘って燃料汲み上げる話を書きたいという私の戯ざれ言ごとを快かい諾だくしてくださったＮさんからはロックを感じます。

　イラストレーターの黒くろ衛えもんさんは素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。アレックスのカラーイラストは「乙女ゲーの攻略対象かな？」と勘違いするほど格好良かったです。あとイブの健康的な脚や腕がたまらん！　姫様の肩がエロい！　ミレーヌの乳がけしからんのじゃ！

　黒衛もんさんのイラストをもっと見たいという私の個人的な欲望を満たすために、是非とも二巻を出したいので、皆さんどうか応援よろしくお願いします！
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